














私はご都合主義な解決担当の王女である ２








まめちょろ





	ビーズログ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　目次







私はご都合主義な解決担当の王女である ２

あとがき

プロフィール








































17







　うーん。眠い。

　──仰ぎよう々ぎようしい四頭立ての馬車の中、身体に伝わる心地ここちよい揺ゆれが眠ねむ気けを誘さそう。

　それを振り払おうと、私はさっきから何度も瞬まばたきしていた。

　昨夜、あんまり眠れなかったのが利きいてるなあ。

　どうして眠れなかったか？

　理由の一つは、弟のアレクが密みつ旨しを受けて旅立ってしまったこと！　だって天使であり、私の癒いやしであるアレクと十日も会えないんだよ……！

　アレクが体調を崩くずし、寝込んでいる──実際は違うわけだけど──という名目で夕食会もなしになったし。家族全員で食べましょうっていうのがコンセプトなので、顔を出せない家族がいるときは夕食会そのものが取り止めになる。

　でもこれで私も改めてアレクの不在を実感してしまった。寂さびしいし、心配。

　父上は何を考えていきなりアレクに密旨をくだしたのか。

　寝しん台だいに入っても頭から離れなかった。

　だから別のことを、と、いままさに馬車が向かっている場所──『天てん空くうの楽らく園えん』で開かれる準じゆん舞ぶ踏とう会かいについて想いを巡めぐらせれば、逆効果だった。目は冴さえるばかり。

　ルスト・バーンと会えるのか、とか。

　私が政略結婚を回避するには、恋人の存在が必要不可欠なんだよね……。

　準舞踏会へ行くのは、（偽装の）恋人を探すため。

　ところがここは、男同士の恋愛が当たり前なＢＬファンタジー小説『高こう潔けつの王おう』の世界。

　男も恋の競争相手になるというハードルの高さよ……！　そうでなくとも何か失敗しないかとか、覚悟を決めたとはいえレヴ鳥ちようの羽根を使った『黒こく扇せん』を持っていくことによって受けるだろう中ちゆう二に病びよう扱あつかいに耐たえられるかとか！　あんなにふわふわな羽根を持つレヴ鳥が死を運ぶものとして忌き避ひされていたなんて知らなかったし……！　それから……！

　何度天てん蓋がい付きお姫様仕様の寝台の中で寝返りを打ったことか。

　一応、眠れはしたんだけど。

　たぶん、枕元に飾った花の香りのおかげだと思う。

　アレクの出立を見送った後、王城にある小さめの庭園に立ち寄ったんだよね。

　そこで私の護ご衛えいを務めるクリフォードが髪に挿さしてくれた白い花、リーシュラン。

　髪に花を飾るって、前世を思い出してすごく懐なつかしかった。この世界にオクタヴィアとして生まれ変わってからというもの、装そう飾しよく品ひんっていえば高価な貴金属一いつ択たくだったから。

　まだ咲いているのに処分するのは忍しのびなくて、花か瓶びんに活いけて部屋に飾ることにした。

　一輪だけでも真っ白な花はら弁びらは風ふ情ぜいを醸かもし出だしていて、リラックス効果がありそうな香りは、気づけば私を眠りへと誘っていた。

　そして、朝。

　明らかに寝ね不ぶ足そくだったものの、女によ官かん長ちようのマチルダを筆頭に、侍じ女じよのサーシャたちの手により戦せん闘とう装そう備び一式を身に着け、髪型、化け粧しよう等、着飾り終える頃には私の眠気も消え去っていた。

　──ところが、それが復活したのは、さっき。

　王家仕様の、横たわれそうな座すわり心地ごこち抜ばつ群ぐんの座席。速度がありつつも馬車の揺れを最小限に抑おさえてしまう御ぎよ者しやの腕うで。

　そのすべてが「着くまでの一時間、されど一時間。横になるぐらい、いいんだよ？　さあ、お眠りオクタヴィア！」って私を誘っている！

　良くない、良くない。この箱型の馬車には、全方向で大きな窓がついている。

　死角はない！　馬車の中は丸見え！

　そして、道中は、クリフォードを含ふくめた八人の熟じゆく練れん兵士が馬で馬車の周囲を囲み、警護に当たってくれている。前方三人、後方三人。馬車の両りよう脇わきに一人ずつ。

　眠るのは厳禁……！　私寝ね相ぞう悪いし、たまに寝ね言ごとを言うし！　寝顔を曝さらす度ど胸きようは……！

　第一、私はサーシャたちが仕上げてくれた正装姿。髪も基本は垂たらしているけど、一部は結ゆっているし、横になったら乱れてしまう。

　でも、目を瞑つぶるだけなら……。ダメダメ！　目を瞑ったら座った状態で眠る自信アリ！

　我が慢まん、我慢……。

　そうだ！　外の景色を見よう！　端はしに寄って、と。

「…………？」

　途と端たん、私は風景に釘くぎ付づけになった。

　──後方から、二頭立ての馬車がふらふらと、かなりの速度で走ってきていた。

　進んでいる方向は同じ。街かい道どうの幅はばは、馬車数台が並んでも余よ裕ゆう。準舞踏会が開かい催さいされる日は、乗っている人間の身分がどうこう、といった理由で追い越しがうるさく言われることはない。通常は、身分が高い者の乗る馬車への追い越しは厳禁。

　こんな日でもないと王家の馬車を抜かせないと、わざと試みる貴族もいる……んだけど、そんな雰ふん囲い気きではなかった。

　後方の車輪が片方外れ、箱型部分、その一部が地面と直じかに接せつ触しよくしている状態で走行している。それだけじゃない。御者が、手た綱づなを握っていない。腕をだらりと伸ばし、意識を失っている？　馬は操くり手てを失っても前進しているようだけど、箱型部分は大きく傾かたむき、上下左右に激しく揺れている。

　馬車の扉とびらが開け放たれ──。

　て、え？

「……シル様？」

　眠気が完全に吹き飛んだ。

　男だとはっきりとわかる、それでいて中性的な美び貌ぼう。暴走中の馬車から姿を見せたのは、兄セリウスの恋人であり、原作小説の主人公であるシル様だった。シル様は、御者台へ行こうとしている。でも、大きな揺れに阻はばまれてしまった。

　うわあああああ。シル様が片手だけで木製の扉に摑つかまってるううう！
















「クリフォード！」

　馬車の窓越しに、すぐ横を併へい走そうしているクリフォードに私は叫さけんでいた。

「向こうの馬車の制せい御ぎよを！」

　返事はなかったけど、クリフォードが馬の方向を変えた。暴走する馬車に接近してゆく。でも、そこで私の乗っている馬車のスピードが落ち、シル様の馬車に追い越された。どんどん引き離される。

　馬車の事故は、よくある。どんなに頑がん丈じように造っていても、車輪は外れるし、馬が突とつ然ぜん荒ぶって制御不能になるのも、多々ある。では、そんな事故の中でも、暴走馬車に行き合った場合の対処法は？

　──間違っても近づくな！

　どこかに激げき突とつすれば、馬車は必ず止まる。乗車している人間の無事よりも、下へ手たに近づき巻き込まれ、被ひ害がいが拡大することを防ぐほうに主眼が置かれる。

　だから、速度を落とし、距きよ離りを取ろうとした御者は正しいんだけど。

「御者！　あの馬車を見失わないように！　可能なら並びなさい！」

　街道を暴走する馬車が疾しつ走そうし、少し遅れて私の乗る四頭立ての馬車が追う。向こうの二頭の馬は興奮し全力疾走しているのか、シル様の乗っている馬車の速度は上がる一方。しかも、一個だけの脱だつ輪りんだったのに、後方のもう片方の車輪も負ふ荷かで外れかかっている。

　……クリフォードはっ？

　進行方向を見る。御者台のすぐ脇わきまで自分の馬を寄せ、上う手まく並んだクリフォードが、飛び移った！

　手綱を握った、んだと思う。少し、暴走していた馬車の速度が落ちた。

　私の乗る四頭立ての馬車と、シル様の乗る馬車が、走りながらちょうど並へい行こうになった。

　このまま減速すれば……。

「！」

　ついに、外れかけていた片方の車輪が、吹っ飛んでいった。

　もうすぐ街道の直線は終わり。減速しきらないまま、緩ゆるやかなカーブに入ってしまう。クリフォードが手綱を握ったとはいえ、そのとき二輪しか残っていない馬車が、耐えきれるかどうか……。

「馬車と馬車を近づけて！」

　御者に向かって呼びかけて、私は金色の取っ手に手をかけた。外開きの扉を開く。風が顔を叩たたいた。腕の良い御者だったのが幸いした。ジリジリと、私とシル様の間の距離が近づく。これなら……！

「シル様。こちらへ！」

「オクタヴィア様っ？」

　大きめの石に引っ掛かり、向こうの馬車がそこでひときわ大きく揺れ──跳はねた。投げ出されそうになったシル様が顔をしかめる。

「お早く！」

　私が差し出した手をシル様が握った。右手でこちらの馬車の扉を摑み、縁ふちに足をかける。カーブに入る前に、シル様は、馬車から馬車へと乗り移った。

　直後、馬車はカーブへ。二台とも、曲がりきった、けど……シル様がいた箱型部分は、横よこ倒だおしになって、二頭の馬に引きずられるだけの有あり様さまになっていた。

　まさに危き機き一いつ髪ぱつ？

　馬車の事故、怖こわい。







　カーブを脱だつし、ほどなくして暴走馬車は止まった。いまは邪じや魔まにならないよう、路ろ肩かたに寄せられている。二頭の馬は、制御不能に陥おちいっていたことなど忘れたように、クリフォードに鼻筋を撫なでられ気持ちよさそうにしていた。クリフォードが騎き乗じようしていた馬も利口で、自力で主人の元へ戻ってきた。

　安全が確認され、事後処理に当たるため、私とシル様は王家の馬車から降りた。

　お礼を言われた側から、「無事で良かったですね、はい、ではさようなら！」と別れるわけにもいかなかった。

　結果を言えば、人的被害はなし。

　一応、事故の原因の一つは、脱輪。後方の車輪が外れ、馬車がバランスを失ったこと。もう一つは、老ろう齢れいの御者が発ほつ作さにより意識を失ったこと。これで馬の制御が不可能に。どちらが先なのかは、はっきりしない。

　介かい抱ほうし、御者の意識は戻ったけど、兵士の一人に医者に診みせるよう頼んである。

　あとはシル様を兄の元に送り届けるだけ、と私は思っていた。もしくは兄を呼ぶか。最悪、公務で兄自身が来られなくても、代理の人間が即そつ行こうでやって来るはず。

　なので、私はシル様に「どうしますか？」と尋たずねた。

　でも、返ってきた答えに、困こん惑わくすることとなった。

　どちらも否いな、だったから。

　このまま、向かっていた場所へ行くってこと？

「兄上に知らせずに？　それで良いのですか？　シル様──」

　言葉を重ねようとして、私は口を噤つぐんだ。

　私とシル様を警護目的で囲んでいた熟練兵士たちの目に宿る、光。

　好こう奇き心しん！

　プロフェッショナルに徹てつしようとしつつも、隠せない好奇心が彼らの目に！

「──あなたたち、少し離れていてちょうだい」

　彼らにそう頼み、路肩から移動することにし、王家の馬車を停とめてあるところまでシル様を誘う。

　これで兵士たちを気にせずに話ができる。クリフォードは護衛の騎き士しとして、いつもの距離にいるけど……。

　念のため。

「……クリフォード」

「他言無用、でしょうか」

「そうよ」

　私はシル様と向かい合った。

　会うときは、大たい抵てい──もとい、必ず兄も一いつ緒しよだったから、一対一では、はじめて。

　日の光を受けて、濃のう紺こんの髪がきらめいている。瞳ひとみは榛はしばみ色いろ。どちらも、挿さし絵えや小説の描びよう写しやでは、美しさがピンとこなかった色。本物はひと味違う、としか言い様がない。

　──シル様の正式名めい称しようは、シル・バークス。バークス男だん爵しやく家けの三男、ということになっている。曖あい昧まいな物言いなのは、シル様に出生の秘密があるから。

　バークス家は、不ふ倫りん貴族派でもある。男爵夫人が三人目の子を死産で失った直後に、引き取られたのがシル様だった。そのまま三男としてバークス家で育てられたものの、実の両親が誰だれなのかは不明。

　ちなみにこのことは、読者は結構初期からわかっているけど、作中ではなかなか暴ばく露ろされません！

　今回、シル様は、バークス家の人間として、とある準舞踏会へ出席するため、馬車で会場へ向かっていた。

　……奇き遇ぐうですね！　レディントン伯はく爵しやく主しゆ催さいの準舞踏会ですよ！

　でも、私が目にした招待状の出席者一覧に、シル様の名前はなかった。

　それもそのはず。シル様も、急きゆう遽きよ参加することにしたそうな。

　しかも、私の想像では、兄に内ない緒しよで？

　シル様はバークス男爵家の領地ではなく、王都にある館に滞たい在ざいしている。で、そこから出発したは良いものの、十分な仕し度たくは調ととのえられなかった模様。

　男爵家の三男って地位を考えると妥だ当とうではあるんだけど、人員は、シル様と、男爵家に長く仕つかえている御者と、行きだけの賃金で雇やとったフリーの護衛。計三人だった。

　その護衛は、馬車の暴走を知ってこりゃ駄だ目めだって早々にトンズラしちゃってる。

　兄が知っていたら、シル様を一人で行かせるはずがないのに、この状じよう況きよう。

「シル様。──このような事故があった以上、わたくしは兄上にお知らせするのが一番だと思いますけれど」

　シル様にとって、一番安全な場所は、兄の側。車輪に細工の跡あとがないか。御者の発作が偶ぐう然ぜんなのかどうか。トンズラしたフリーの護衛についてとその行方ゆくえ。この事故が偶ぐう発はつ的てきなものなのか、故こ意いなのか、こういうことも兄は調べるだろうし。

「それでも、知らせずにいたいと？」

「……そうです」

　私からの質問に対し、返ってきたのはきっぱりとした一言。榛色の瞳に揺るぎはない。

「喧けん嘩かをなさっているわけではないのでしょう？」

　王城の一角で、熱ねつ烈れつなキスを交かわし合っていたのは、記き憶おくに新しい。

　頷うなずいたシル様は、はっとした様子で、畏かしこまってしまった。

「オクタヴィア様。──先日は、ご無礼を」

「その言葉が兄上の発言についてならば、シル様が謝罪なさることはありませんわ」

　愛する者云うん々ぬん？　あれを言ったのは兄だしね！　恋人同士であっても、兄は兄！　シル様はシル様！

「それより、シル様。事故のことを伏ふせておきたいのは、レディントン伯爵の準舞踏会に出席することを、兄上に伝えていないからですか？」

「はい……」

　シル様が、観念したように認めた。

「セリウス……殿でん下かはこのところピリピリしていて、おれが出歩くことを好みません。王城と男爵家の館ぐらいしか……。言えば出席などとても」

　首を振り、ため息。

　やーい！　兄め、シル様に出し抜かれたー！　おっと、いけない。つい……。シル様は事故に遭あったんだし、喜ぶところじゃなかった……。

　にんまり笑いになりそうになったのを、広げた扇で隠した。顔を引きしめ！　王女の威い厳げん。王女の威厳！

「わたくしの前だからといって、セリウス殿下などと呼ぶ必要はありませんわ。──よく兄上の目をかいくぐれましたね？」

「デレクが協力してくれました」

「ナイトフェロー公こう爵しやくのご子し息そくが……」

　兄の友達の一人。デレク・ナイトフェロー？

「彼もレディントン伯爵の準舞踏会の出席者でしょう。デレク様の馬車に同乗なされば宜よろしかったのでは？　シル様が頼めば……」

　ナイトフェロー公爵──私が慕っているおじ様用と、息子のデレク用。馬車も二台出るんじゃないかな。安全度も断然高い。

「それは、さすがに……。無用な詮せん索さくを受けることになりかねません。おれはセリウスの恋人ですから」

　目から鱗うろこが落ちた。

　そうだった……！　ここはエスフィアの王都！

　男同士であっても、まず友情より、恋愛が疑われる世界！

　私が浅せん慮りよでした……！

　第一王子である兄の恋人のシル様が、次期ナイトフェロー公爵と馬車に二人きり！　「三角関係か！　シル・バークスは次期公爵によろめいているのか！」てなるわけですね……。

　まあ、馬車って窓が付き物だから、中でこっそりイチャイチャとかできないんだけどね！　外から丸見え！

　備え付けのカーテンを下ろせば窓をすべて塞ふさぐことはできる──も、そんなことをしたら、「何か怪あやしいことを中でやってまーす！」て公言しているようなもの。

　だからピッカピッカに磨みがきこそすれ、窓に余計な小細工はしない。日差し除よけにカーテンを下ろすにしても、必ず馬車の内部が見えるようにしておく。

　思う存分見るが良い！　それがエスフィアでの馬車移動！　下手な真ま似ねはできない空間なのです！

　カーテンが不要な、荷物を運ぶ幌ほろ馬ば車しやとか、一いつ般ぱん市民が利用する乗合馬車なんかはカーテンが下ろされていようがいまいが関係ないんだけど。

　ただ、王族や貴族が個人で所有する馬車でありながら、窓無しや窓を隠したものが走っていれば、醜しゆう聞ぶん扱い。色いろ眼め鏡がねで見られる。それぐらいなら、窓から丸見えでイチャつくほうがよっぼど心証はいい。もちろん、これは夫婦とか、婚約者同士、恋人同士に限った話。

　あとは、わざと、アピールのためにこの丸見え文化を利用する人もいる。二人で乗ったということを周囲に見せ、関係を匂におわせるとか。

「──お一人だった事情については把は握あくしました。ですが何な故ぜ、そこまでして準舞踏会に参加したいのですか？」

　兄へのちょっとした反はん抗こう、もしくは息いき抜ぬきにしては、シル様は頑かたくなな気がする。

「それは……」

「……わたくしには言えない、ということですわね？　兄上にも」

　原作小説で、シル様は自分の出生に関わることとなると、すさまじい行動力を発揮していた。自分が何者かわからないっていうのがシル様の全既き刊かん分ぶんを通しての悩なやみ。

　兄を愛していても、応こたえきれないシーンも多々あった。原因がこれ。出生のことをシル様が兄に打ち明けるのも、男同士の結婚におけるお世よ継つぎ問題が本格的に浮ふ上じようしてから。今回もそれ関連？

　ターヘン編で、起こる事件と共に、主人公の秘密がついにひもとかれるかも……！　てとこまでしか私も読んでないからなあ……。

　読者としても、シル様に感情移入しまくりでその正体についてはいろいろ想像したもの。

　実は兄と血が繫つながっていて、近きん親しん相そう姦かん展開。……これはない。オクタヴィアになってみてわかった。だから隣りん国ごくの王のご落らく胤いん展開なんてのも考えた。これは私の一いち押おし！

「家族が……」

　俯うつむいていたシル様が、覚悟を決めたかのように、顔を上げた。

「本当の家族が、レディントン伯爵の準舞踏会へ出席すると、情報が」

「え？」

　まさかシル様が秘密を話してくれるなんて思わなかったから、素すが出た。

「──おれはバークス家の人間ではありません。養子、ということになります。ですが養子なら、普ふ通つう、身元は確かです。なのに、おれの場合は」

「シル様？」

「出自がまったく不明なのです」

　ちょっ……。え？　いいんですかシル様。それ、兄にもまだ話してないことなんじゃ……。

「だから、オクタヴィア様も、セリウス……あなたの兄上におれは相応ふさわしくないと判断していらっしゃるのでしょう。……認められないのも、当然だと思います」

　ええええええ？

『──オクタヴィア様は、どうすればおれを認めてくださいますか？』

　二日前、シル様にされた質問。あれってそういう意味？

　正確には、こうだった？

『──オクタヴィア様は、どうすれば（出自がまったく不明な）おれを認めてくださいますか？』

　いや、わからないって！　シル様！
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「それなのに、オクタヴィア様は、胸に秘めていてくださいました。感謝しています。おれとセリウスのことを反対しているのなら、真っ先にこのことを公表すれば良かったのに」

「わたくし……」

　駄だ目めだ。思考停止。

　シル様、以前から、『私が知っていた』ということを前提に話してる？

　何なに故ゆえに。

　シル様の出自が不明だなんてことは、原作小説を読んでいればむしろ知っていて当たり前の知識。でも、そんな素振りをシル様に見せた覚えは……私、失言してた？

　というか、失言できるほど、シル様と会ってない！　何らかの行き違いによる、シル様の思い込みな可能性が……！

　いやいや、実際に私は知っていたわけだから、結局正解？

「わたくしには、シル様が何をおっしゃっているのか……」

「──これは、おれの元へ戻るよう、オクタヴィア様が手配してくださったものではありませんか？」

　礼服に身を包んだシル様が、首元からペンダントの鎖くさりを引っ張り出した。外すと、掌てのひらに載のせる。鎖に通してあるのは、小さな小さな指輪。どんなに細い指の持ち主でも、大人では指にはめるのは難しい。

　シル様が見せてくれたのは、守りの指輪、と呼ばれるもの。

　こんなところで、これが出てくるとは……。

　指輪を食い入るように見つめて、私はため息をついた。

「……商人が、話したのですね」

　──子どもが生まれると指輪を作って持たせ、お守りにするのがエスフィアの習わし。

　赤あかん坊ぼうの指に合わせたサイズだから、とても小さくなる。そうして作られた指輪の名称が、守りの指輪。一人につき、一つだけ。作るのは生みの親。指輪の内側に、赤子の姓せい名めいと生年月日を彫ほる。

　その赤子が養子に出された場合、姓は違ってしまうわけだけど──紛ふん失しつしたり、何らかの理由で作られていなかった場合は別として──実の両親を尊重し、以前の姓名は残し、新しい姓を追加して指輪に彫る。

　シル様の指輪には、『シル』という名前と生年月日。バークス家の養子に入ってからの、『シル・バークス』という文字が彫られてある。

　ここからわかることは、シル様の実の両親と育ての両親が違うということ。

　指輪自体は作っているから、実の両親からシル様への愛情はあったということ。

　実の両親の姓が彫られていないので──記せなかったということ。

　何がしかの問題を抱かかえて誕生した赤子の場合は、名前だけになってしまう。身元不明と同じ。そして、訳あり。

　──さて、シル様と実の両親を繫ぐ唯ゆい一いつの物品である、この守りの指輪。原作小説開始早々、バークス男爵家から盗ぬすまれてしまう。犯人はシル様に懸け想そうしていた男爵家の使用人。想い叶かなわず、その腹いせにシル様が守りの指輪を入れていた宝石箱を持ち出して、行方ゆくえをくらましてしまった。使用人は指輪が入っているとは知らず、シル様が大切にしていたから盗んだんだけど……クズですね！

　時は経たち、シル様はある人物と城下に出かけた際、この指輪を店で発見し、買い戻す。

　そのある人物は誰かって？

　──私です。原作の妹ちゃん！

　オクタヴィアが宝ほう飾しよく品ひんも扱っている店に入り、そこでシル様は店内で売られていた宝石箱に目を留とめる。盗まれたものにそっくり。そう。使用人は宝石箱を売うり払はらっていたのです！

　開けると、中は空からっぽ。

　次にシル様は箱の二重底を開く。そうして現れたのがシル様の守りの指輪。仕し掛かけの中に隠して保管してあったから、見つからずに無事だったんだよね。

　以来、シル様は、指輪を鎖に通し服の下にペンダントとして身に着けるようになる。

　だけど、原作とは違い、私がオクタヴィアのこの世界では、私とシル様が城下で仲良くお買い物なんてあり得ない光景だったりする。

　ということは、シル様は、守りの指輪を取り戻せないかもしれないわけで……。

　そんな、まさかね。

　私と行かなくても、兄と出かけて店に入るとか、別の方法で取り戻すはず。

　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。と、楽らつ観かん視ししていたある日、事件は起こった。

　まだクリフォードが私の護衛の騎士になる前ぐらい。

　護衛の騎士がぽんぽん交こう代たいしていた頃、城下視察の一いつ環かんとして、私は、『黒こく扇せん』──後にそんな中ちゆう二になあだ名がつくとは露つゆ知しらず──を特注した商人が構える店を訪おとずれた。

　……そこで、店内で売り出されていた、それっぽい宝石箱を発見してしまったのである……！

　思い違いかもしれないと、恐おそる恐おそる手に取った。二重底なんてないかもしれないと、確認してしまった。

　……小さな指輪が入っていた。……内側に彫られた文字は違うかも！

　……うん。シル様の、守りの指輪だった。

　指輪を、そっと仕舞い直した。

　押し寄せる責任感と罪悪感。

　原作小説と照らし合わせると、シル様が指輪を取り戻す時期はとうに過ぎていたのに、まだ店にある……！

　馬ば鹿かな……。これ、明らかに私がオクタヴィアなせい？

　出生の秘密を持つ主人公に残された実じつ親おやとの繫がり。『高こう潔けつの王おう』では、それに該がい当とうするのが守りの指輪。

　主人公が、このまま取り戻せない、なんてこと、は……。

　そんな、まさかね。

　とは、現物を前にしてはもう思えなかった。

　──そして私は考えました。

　シル様へ守りの指輪を届ける方法を。

　この宝石箱を買い、私が直接シル様に渡す。……いろんな意味で厳しい。

　シル様の滞在する館を私が訪ねるには、それらしい理由をつけてスケジュールを調整し通達、向こう側の返答も待って……と、すごく仰々しくなり、かつ目立つ。

　城にシル様が来たときを狙ねらって会う──可能だけど、これだと当然兄もシル様の側にいる。兄の目の前で、いきなり私が宝石箱をシル様に渡したら？

　不自然すぎる……！

　直接は無理。なら、間接的に。他力で！

　私は、店を営いとなむ商人に目をつけた。

　王女になって知ったこと。人は権力とお金に弱い！　商人を口止め込みで買収。シル様のところへ、宝石箱とカモフラージュの商品を持って出向いてもらった。

　シル様に宝石箱を見てさえもらえれば、後の展開は決まったようなもの。

　現に、宝石箱をシル様が購こう入にゆうしたと商人から報告を受けて、私はすっかり安心していた。

　──のに。

「……いつ、わたくしが関かん与よしていると？」

「商人が、おれが滞在している館を訪れたときから、です」

　早すぎ。

「出入りする人間は、精査されるので……。追い返されそうになった商人がそのときに、自分が来たのは王女殿下のはからいだと」

　商人が貴族の館を訪れて売り込みをするのは珍めずらしくない。むしろ喜ばれるのに、そこまで怪あやしまれるってことは、兄の意思？

「オクタヴィア様の名前を出したため、おれが会って判断することになったんです。その商人は、バークス家から盗まれた宝石箱を商品として持参していました。──箱の中には、この指輪が」

　シル様が、指輪を載せた掌を少しだけ持ち上げた。

「商人からは、オクタヴィア様が店にあった宝石箱から指輪を見つけ、戻してからすぐ、おれのところへ行くよう指示を飛ばしたと聞き出しました。箱は絶対に開けるなと厳命され、しかし理由は教えられなかったとも」

　複雑さの滲にじむ笑みが、その口元に浮かぶ。

「──『知った上』で配はい慮りよしてくださったんだと、気づきました」

　つ、筒つつ抜ぬけ……。こめかみがピクピクするのを感じる。口止め込みで買収したのに。

　これはもう、指輪がシル様の元に戻らないよりはマシだったと思うしか……。

　落とした視線の先。シル様の掌の上では、守りの指輪がささやかにきらめいている。

　──あれ？

　私は瞬きした。

　指輪の外側に、装飾文様が描えがかれている。

　お店で見たときは、シル様の守りの指輪なのか否いなか、内側に彫られている文字のほうに気を取られていて、たぶん見過ごしていた。だけど、これって……。

　私の手ての甲こうに、一度、鮮あざやかに浮かんだもの。『従じゆう』が『主しゆ』に対し、つける繫がり。

　──『徴しるし』の文様に、似てる？

「オクタヴィア様」

　名前を呼ばれて、我に返った。

　シル様と目を合わせる。シル様は、守りの指輪を握りしめた。

「お願いします。──事故のことを、セリウスには伝えずにいてくれませんか。どうしても、準舞踏会に行きたいんです」

　そうだった……！

　本題は、事故に遭あったシル様の処しよ遇ぐう。私のほうは、シル様を説得して、兄に使いを送るつもりで話していたんだよね。それなのに、シル様による予想外すぎる怒ど濤とうの連続告白で、本題のほうがすっかり頭から吹き飛んでた……。守りの指輪の文様も気になるし。

「…………」

　扇おうぎを顔に寄せ、ふわふわ羽根の感かん触しよくで心を落ち着ける。

　さて、どうするか。

「シル様。実の家族が準舞踏会に出席するという情報の、信しん憑ぴよう性せいは？　罠わなの可能性はないのですか？」

「可能性は──否定できません。もしかしたら、馬車の暴走も、事故ではないのかもしれません。ですが少なくとも、おれへ情報を流した者は、おれがバークス家に生まれるはずだった第三子ではないと知っています」

「……罠であったとしたら、仕掛けた者もまた、準舞踏会にやって来るでしょうね」

「ええ。その者は、おれの実の両親についても、何かしらを知っているのではないかと……。それに賭かけたいんです。……いいえ、いまのところ、それに賭けるぐらいしか」

「賭け、ですか……」

　よし、決めた。

　私はパシンっと扇を閉じた。

「兄上には知らせませんわ」

「……良いのですか？」

　希望は持っていたものの、半ば諦あきらめていたのに正反対の答えが返ってきた。そんな顔をシル様はしていた。榛はしばみ色いろの瞳が見開かれている。

「構いません。わたくしが決めたことです」

　罠の可能性も織おり込こみ済みでシル様は行動を起こしたみたいだし、その心意気に応こたえましょう！

　シル様が乗った馬車の暴走現場にオクタヴィアがたまたま遭そう遇ぐうし、シル様が出自の手がかりを求めて準舞踏会に出席する、なんて出来事は原作小説では書かれていなかった。

　もちろん、すべてのことが小説で書かれているわけじゃない。私がシル様と城下へ出かけなかったように、書かれていても実現しないこともある。

　もしかしてこの一連のことって、守りの指輪がシル様の手元に戻るのが遅れたせいで起こっているのかな、なんて勝手に思ってしまっていたり。

　エスフィアでは、男と結婚した国王の世よ継つぎに姉し妹まいの産んだ子供が据すえられてきた。原作で、オクタヴィアはその役割を負おっている。

　吉きちと出るか凶きようと出るか。この変化を生かすことは、私にとってもある種の賭けだ。

　吉と出る、に賭けてみようじゃありませんか。

　──兄がシル様一筋のまま国王に即そく位いして、世継ぎは妹から子どももらうから！

　ていう決着でめでたしめでたしになる未来への予防策として、せっかくのこの機会、シル様に恩を売っておこうという打算も、少々。噓うそです。……少々より多い。

「シル様。ただし、条件があります」

「……はい」

　シル様が真しん剣けんな面おも持もちで頷うなずいた。







　私がシル様に出した条件は、全部で三つ。

　一つ目、『天てん空くうの楽らく園えん』まで、シル様も王家の馬車に同乗すること。

　着くまでにまた危険なことが起こらないとも限らないもんね。私も準舞踏会の出席者で、目的地は同じ。それなら一緒のほうが安心できる。

　二つ目、デレク・ナイトフェローには馬車の事故のことを話すこと。

　兄に知らせない以上、かわりに、ある程度の事情を伝えておくなら誰かって考えると──兄側の人間であり、シル様のいわば共犯者でもあるデレクになる。

　三つ目、実の家族について何かわかったら、私にも教えること。

　これは……単なる私の我わが儘ままです！　試ためしに言ってみました！　原作小説では不明だったシル様の正体だよ？　『徴』に似たあの文様といい、知れるものなら知りたい！

　──で、こうなった。

「…………」

「…………」

「…………」

『天空の楽園』へ向かう、短い旅路は再開された。

　馬車内の乗車人数は、計三人になっている。

　私、シル様。そして──クリフォード。

　私とクリフォードが隣り合って座り、向かい側の座席にはシル様という配置。

　普ふ段だん、私に護衛されているということを感じさせないほど控ひかえるのが上手いクリフォードも、この限られた密室空間では空気というわけにはいかない。座っているだけなのにもかかわらず、その美び丈じよう夫ふっぷりで存在感を放っている。

　……何な故ぜ、こうなったのか？

　馬車移動における、エスフィアの丸見え文化が関係している！

　兄の恋人とその妹という関係とはいえ、私とシル様は未み婚こんの男女。しかも私は王女。

　馬車の事故に遭ったシル様を乗せただけ、という事情はあっても、それは後で説明しなければ目もく撃げき者しやにはわからないことだし、憶おく測そくを生んでしまう。……まあ、それでも、シル様がデレク・ナイトフェローと乗ることに比べれば、全然だとは思うんだけどね！

　考え出された解決方法が、乗車人数を増やすこと。

　二人きりが駄目ならば、三人にしてしまえばいいのだ！

　制服で護衛の騎士だとひと目でわかるクリフォードが最適という結論が出た。

　これは警護の面からも提案された。

　再出発に当たり、男爵家の御者と壊こわれた馬車のことを任せるのに、兵士が一人、警護から外れた。八人から七人へ。守られる側としてはたいした違いじゃないように思えるけど、守るほうとしてはこの差は大きいらしい。

　ただし、馬車内に警護の人間がいれば、不安要素は大きく軽減される。実際、警護目的で騎士や兵士が同乗することはないわけじゃないし、この場合は、どんな組み合わせで馬車に乗っていようが問題視されない。ケースとしては少ないけどね。よっぽどな危険地帯を通るときぐらいかな。

　そういうわけで、私たちは三人で馬車に揺られている。

「…………」

「…………」

「…………」

　私がクリフォードをシル様に紹しよう介かいして以降、誰一人として口を開いておりません！

　──でも。

　私は扇越しにシル様の様子を窺うかがって、ちょっと首を傾かしげた。

　シル様、クリフォードが気になっているみたいなんだよね。それも、訊ききたいことがあって、思い切って話しかけようとするも、結局止める、を繰くり返かえしているような感じ？

　何だろ。

　はっ！　もしかして。

　もしかして……さっき、あんなに突っ込んだ話になってしまったのに、クリフォードにも聞かれていたことが引っ掛かってるのかも？　私はクリフォードを信用しているから問題なくても、シル様にとっては知らない人間なわけだし。……私が保証してみる？　うーん。原作小説ぐらい私とシル様の仲が良いなら効果もあるんだろうけど、あんまり意味なさそうな……。他には……。

「──シル様。クリフォードの宣せん誓せいを望みますか？」

「……宣誓、ですか？」

　何故？　とでも言いたげな表情が返ってきてしまった。あれ？　違う？

「わたくしとシル様が先ほどお話ししていた内容について、見聞きしたことを外部に漏もらさないという宣誓ですわ」

「ああ……そういうことですか」

　シル様が納なつ得とくしたように頷き、次いで首を横に振った。

「事前にオクタヴィア様とアルダートン様の間で、他言無用と取り決めてくださっていましたよね。それだけで充じゆう分ぶんです。疑うつもりはありません」

「ですけれど……」

「オクタヴィア様が信しん頼らいを置く方なのでしょう？　それに……」

「それに？」

　言うか言うまいか迷っている様子だったシル様は、私が促うながすと口を開いた。

「その……アルダートン様は、四年前に、おれの命を救ってくれた方、ではないでしょうか？」

　シル様がクリフォードを気にしていた理由は、これ？

　四年前というと、いま、シル様は十七歳だから、十三歳のとき。クリフォードは、二十一歳のとき。ただ、命の恩人にしては、クリフォードのシル様への反応がなさすぎるような……。だから、シル様も確信が持てなくて、訊こうとして止める、の繰り返しになっていた、と。こういうことかな。

「わたくしは存じませんが……。クリフォード」

　自分のことかもしれないのに、窓の外へ視線を定めていたクリフォードが、私のほうを向いた。それから、シル様に対し、首を振る。

「私がバークス様を知ったのは、殿下の護衛の騎士に就任してからのことです。今日まで、言葉を交わしたこともありませんでした。──人違いかと」

　失望の色が、シル様の榛色の瞳に宿った。

「別人、なんですね……」

　深いため息と共に言葉が吐はき出だされる。

「申し訳ありません」

　クリフォードの謝罪が、どこか冷たさを伴ともなって響ひびく。

「──シル様を助けた方は、それほどクリフォードに似ているのですか？」

「似ているんですが……顔形がというわけではなくて……それより……すみません。上手く言えません。どちらにしろ、おれの勘かん違ちがいでしたから」

　シル様の命の恩人。かなり重要だよね。原作小説にはなかったけど……うーん、これは、ターヘン編で語られる予定だったエピソードとか？

「その方に会えたら、お礼を？」

「はい。助けられたときは言えずじまいだったので、会えたら、お礼を言って……尋たずねてみたいことがありました」

「尋ねてみたいこと？」

「……あなたは、おれの肉親ではありませんかって」

　命の恩人も、出生の秘密を摑む手がかり？

　私の疑問を読み取ったのか、「そうじゃないんです」とシル様は苦く笑しようした。

「根こん拠きよは、何もないんです。ただ、おれがそうだったらいいと思っているだけで」

　そのシル様の言葉を最後に、馬車の中は再び沈ちん黙もくに包まれた。





19







　──心地よい揺れに身を委ゆだねることしばし、扇おうぎを落としそうになって、私は手に力を入れた。覚かく醒せいする。あ、危なかった。うとうとしかけてた……！

　体感では、目的地まではまだ先。馬車は走り続けている。なのにこの眠気。また睡すい魔まとの戦いか……。

　無意識に俯うつむいてしまっていた分、顔を上げる。

　真向かいに座るシル様は、腕を組んで目を閉じていた。

　よし！　私が寝落ちしかけていたのはバレてない！　──と、心の中でガッツポーズしていたら、シル様の頭が傾き、窓とくっついた。あれ、…………シル様、寝てる？

　直後、無情な声が響いた。

「起こしますか？」

「寝かせてあげましょう。シル様も、疲つかれているのよ」

「……御ぎよ意いに」

　私は扇を閉じて、立ち上がった。

「殿下？」

　向かって左側、眠っているシル様の姿が外から見えないようにするため、備え付けのカーテンに手をかける。馬車のすぐ横を馬で並へい走そうしている熟練兵士と目が合った。私の意図を察してか、「承知」とでも言うように頷く。

「──このようなことをなさらずとも」

　カーテンをまだ下ろしていないのに、影かげができた。身長の高いクリフォードが屈かがみながら、私の傍かたわらに立った。

「眠っている……寝顔を人に見られるのは勇気がいるものよ、クリフォード。その人数は少なければ少ないほど良いわ。──シル様の頭の位置をずらしてもらえるかしら」

　シル様は窓に寄りかかってしまっている。カーテンを下ろしきれるよう、クリフォードに指示を出す。

「抵てい抗こうできない無防備な状態に陥おちいるという意味ならば、同意いたします」

　手伝ってもらって、左側の窓の分は完かん了りようした。右側も同じようにして、と。これで、外からはシル様の寝姿が完全にとはいえないまでも、ある程度は隠される。

「シル様がわたくしたちに気を許しているということでもあると思うわ」

　たぶん守りの指輪効果による副産物だけどね！　シル様に筒つつ抜ぬけだったって知ったときは愕がく然ぜんとしたし……。結果的には商人さん、いい仕事してた！　あれこそ怪け我がの功こう名みよう！　あとは──。

　私はクリフォードを見上げた。

「……本当に、あなたではないの？」

　あとは、クリフォードを命の恩人なのかもしれないと思っていたことも、こんな風にシル様が無防備になっていることと無関係じゃないはず。

　クリフォードの口元が歪ゆがみ、青い瞳が微かすかに細められた。

「──殿下は、私をお疑いですか？」

「あなたに似ている人間がそうそういるとは思えないわ」

　こんな超優良物件が、この世の中にもう一人存在するなんて……信じられません！

「バークス様は、顔形で判断されたわけではないようでしたが。背格好ならば、私と似た人間などいくらでもいるでしょう。月日も経過しています」

「では、わたくしが改めて尋ねるわ」

　たしか──『従じゆう』は『主しゆ』に噓をつかない、んだよね。

「四年前に、シル様を助けたという人物は、あなたではないの？」

　明めい瞭りように、口にする。さっきは、シル様の質問にクリフォードが回答した形だった。

　今度も、返事は変わらない？

「っ！」

　──と、突然馬車が大きめに揺れた。

　い、石でも踏ふんだ？

　視界がぶれる。立っていたため、急なことでバランスを失い、転びそうになった私の身体はクリフォードに支えられた。

　同時に、答えが降ってきた。

「──いいえ。私ではありません。殿下」

　あっさりと。

「……わかったわ」

「御手をどうぞ。立っていては危険です。お座りください」

　エスコートされて、馬車の長なが椅い子すに座り直す。私が座ったのを確認して、クリフォードも隣となりに腰こしを落ち着けた。







　カーテンを下ろしてから、数分は経たったはず。

　シル様を籠ろう絡らくした睡魔は、私にも絶賛来らい襲しゆう中ちゆうだった。

　扇で隠して欠伸あくびを押し殺すのも、これで何回目だろう。

　少しだけなら……。と、ふ、と目を閉じてしまったのが、敗因だった。

　あとはなし崩くずし。瞼まぶたを上げる努力をしようにも、押し寄せる睡すい魔まにあらがえない。

　私はそのまま眠りに身を委ねた。

　──片側が、あったかい。

　いい夢を、見れそう。

　なのに予感は外れ、アレを見そうな感じが漂ただよってきて、すごくがっかりした。

　星空。どこでもない、一度だけ訪れたあの場所の景色に、夢の世界が変わりはじめている。

　眠るとたまに見る、悪夢。クソ忌いま々いましい記憶の──。

　──駄目だ。起きなきゃ。この夢、嫌きらい。苦しい。

　もがいても、夢は覚めない。星空がどんどん鮮せん明めいになってゆく。このままだと、あいつが現れて──。

　目をぎゅっと瞑る。

　命いのち綱づなに縋すがるみたいに、闇やみ雲くもに手を伸ばして、触ふれた何かを、摑んだ。

　誰か、いる？

「…………？」

　頭に、大きな手の感触がある。気持ちが少し、楽になった。

　ああ……これも夢なのかな。誰かが落ち着かせるかのように、頭を撫でてくれている。うん。やっぱり夢だ。だってこの世界には、そんな人……。アレクは、遠くにいるしなあ……。手の感じも違う。でも夢なら……。

　調子に乗って、すり寄ってみる。

　戸と惑まどったように、撫でてくれていた手が、動きを止めてしまった。

　悲しくなった。

　でも、これは私に都合の良い夢だから。

　その誰かは、消えなかった。ちょっと不器用で、慣れていない手つきでまた撫でてくれた。

　嬉うれしい。







　──起きなさい、麻ま紀き！

　わかってるよお母さん。学校に遅ち刻こくするって言いたいんでしょ？　起きるってば。うるさいなあ。……朝ご飯？　食べる。

　──あら、珍しい。いつもはいらないって言うじゃない？

　食べたい気分なんだもん。黄身がとろっとろの目玉焼きがいい。

「殿下」

　やだ。まだこの夢から覚めたくない。いい夢なのに、起きたら、忘れちゃう。

「殿下。そろそろ到とう着ちやくします。起きてください」

　聞き慣れてきた美声が、耳じ朶だを打つ。

　……殿下？　殿下っていうのは、私のことで、私はオクタヴィアで、この声は……。

　バッと目を開けたら、クリフォードの顔が間近にあった。何な故ぜか身体の片側だけ、妙みようにあたたかい。そして私の右手は、ぎゅっと何かの布地を強く握りしめているようだった。

　──はて？

　理解するのに、数秒かかった。その数秒分、青い瞳ひとみとたっぷり見つめ合う。

　…………何だ、これも夢かあ。

　──夢なら、もう少しこのままでもいいや。あったかいし。
















「お起こしするのが遅くなり、申し訳ありません」

「……眠ってしまったわたくしが悪いのよ」

　ふわふわした気分で、クリフォードの肩かたを枕まくらにしたまま答える。

「──お休みになれましたか？」

　夢の中のクリフォードは、私の願望が反映されているんだろうなあ……。何だか、私がちゃんと眠れたか、心配していてくれたように見える。

「ええ……いい夢を見たの」

　思わず顔が綻ほころんだ。だけど、幸せな夢だった、という自分の感想は残っているのに、肝かん心じんの内容はもうちっとも思い出せない。残念。目が覚めると、いつもこうな……。

　自分の思考に引っ掛かりを覚えた。

　──目が、覚めると？

　これって、二段構えの夢、じゃ、ない、の？

　私がクリフォードの肩に寄りかかっているのって──もしかして、現実？　私の右手が扇ではなく──クリフォードが着ている制服の左ひだり袖そでを、頑がんとして離すまいって感じで握りしめているのも？

　夢ゆめ現うつつだった意識が、一気に冴さえ渡わたった。眠る直前の記憶が甦よみがえる。

　ここは、馬車の中で。

　現実だ。

　なら、こ、ここここの状況は……！

　私、クリフォードの肩に寄りかかって爆ばく睡すいしてたあああ！　しかも左袖の生き地じ部分を摑んでいるというおまけつき！　あまつさえ、起きてからも寝ぼけてそのままの体勢で暢のん気きに会話なんかしてたああああ！

　いや、すぐに起きようよ！　というか王女が寝ちゃ駄目だった！　軟なん弱じやくな自分の精神が憎にくい！　やり直したい！　時を巻き戻してやり直したい！

　──へ、平静に、平静に。お、起きてしまったことは、もう取り返しがつかない。ここで慌あわてふためいても、事態は悪化する。と、とにかく、肩から頭を離そうっと。さりげなく。さりげなーく。

　右手からも、力を抜く。親の敵かたきみたいに握りしめていた袖部分を解放。護衛の騎士の制服は、生地が厚めで頑丈だから、皺しわができていないのが救い。

　ゆっくりと、身を起こす。膝ひざの上にあった扇を反射的に手に取った。どうせ摑むなら、右手はこれを摑んでいるべきだったのに……！　ふわふわ羽根で癒いやしを堪たん能のうしつつ、顔を半分ほど隠しながら、馬車内の様子に目を配る。

　シル様はまだ眠っているみたい。カーテンが、クリフォードの座っている右側の窓のほうだけ、新たに下ろしてあった。私が爆睡中、クリフォードの左肩は私の枕として提供され、左腕も袖を摑まれ、たぶん身動きが取れなかったわけで……！　「このようなことをなさらずとも」て言ってたのに、自由なほうの手でわざわざ下ろしてくれたんだ。

「……ありがとう。迷めい惑わくをかけたわ」

　穴があったらいますぐ入りたい。

「殿下が気になさることはありません」

「けれど、邪魔だったでしょう」

　言いながら、激しい不安感に襲おそわれた。

　窓側へ行けば良かったものを、眠ってしまってからクリフォード側に頭が行ってしまったんだろうなって想像はつく。だからって、袖を握りしめていたのは……？

　きっと私の寝相の悪さが出たに違いない！　てことはだよ？　寝ている間、他にも何かやらかしたかも……！　これは確認しておかないと！

「──わたくし、醜しゆう態たいは晒さらしていないかしら？」

　たとえば爆睡中の寝言とか！　蹴けりとかパンチとか！

「…………」

　黙だまられた！　やっぱり寝言っ？　寝相による蹴り？　パンチ？　それとも歯ぎしり？　全部だったらどうしよう。

　自分の右手に一いつ瞬しゆん視線を投げてから、

「──いえ、何も」

　とクリフォードが告げた。

「殿下はお眠りになっていただけです」

「……なら、良いの」

　信じるよ？　信じるからねクリフォード！

　寝言も寝相の悪さによる悪行もなかった……！　てことにしよう。

　胸を撫で下ろしていると、馬車が止まった。

　カーテンで塞がっていない窓から外を見れば、馬車は『天てん空くうの楽らく園えん』の敷しき地ち内に入るための門前に着いたようだった。王家の馬車といえど、門を素す通どおりというわけにはいかない。一応停車し、チェックを受けなければならない。

　シル様も起こさないと。

「シル様。……シル様！」

　何度か呼びかけただけで、榛はしばみ色いろの瞳が開かれた。視線が私とクリフォードを捉とらえる。シル様は、さっと窓から身体を起こした。瞬しゆん時じに頭が正しく動き出したようだった。

「──オクタヴィア様の前だというのに、大変な失礼を」

　ものすごく恐きよう縮しゆくしてしまっている。ただし、私もちょっと前まで寝こけていた身。偉えらそうなことは言えなかったりする。

「おはようございます。シル様」

「……おはようございます」

「どうか、お気になさらず。お互たがい様ですわ。わたくしも仮か眠みんを取っておりましたから」

　仮眠っていうか、爆睡して寝ぼけたりしたけど！　そこは伏せておきたいのが人間心理。

「英気を養っていた、ということで宜よろしいのでは？　──本番は、これからですもの」

　私にとっても、シル様にとっても。







　緊きん張ちようするなあ。馬車の中で一人、立ち上がった私は、深呼吸した。

　身だしなみを確認する。ドレス──変な皺や跡は、ついていない。肩からなびく布も、問題なし。サファイヤのペンダントの位置は、胸むな元もと中央に持ってこよう。

　髪──クリフォードの肩を枕に眠ってしまったわけだけど、サーシャたちがピンを一いつ切さい使わずに仕上げた職人芸の編あみ込こみ部分はさすが、崩れたりしていない。

　最後に、『黒こく扇せん』を広げる。

　これで、良し。

　門を無事通過し、注目を浴びながら王家の馬車は『天空の楽園』の敷地内を走行し、所定の位置で停車した。

　途中、庭園で咲き誇る花々が窓から見えて目を奪われた。白い花で埋め尽くされた一角。すぐ通り過ぎたけど、あれ、リーシュランだったと思う。

「…………」

　何となく、頭に触れる。髪型に不満なんてない。王女らしく仕上げてもらった。でも、そのときに、私の髪を整えるサーシャたちや、キビキビと指示を出していたマチルダに言ってみようとして止めた、あることを思い出した。

　たぶん、「殿下がそうなさりたいなら」て反対なんてされなかったはずだけど──私が自分にブレーキをかけたこと。

「…………」

　かぶりを振った。結局は断だん念ねんしたことだし、忘れよう！

　後は、私が降りるだけ。

　もうカーテンは下げられていない。

　王家の馬車は、出で迎むかえを受けるのが常。馬車の周りには人だかりができている。クリフォードもいるとはいえ、私とシル様が同乗していることに、準舞踏会の出席者たちは一様に驚おどろきを見せていた。

　はじめに降りたのは、クリフォード。

　続いてシル様が。

　──行かなきゃね。

　口元に意識して笑みを浮かべ、私は馬車から降りた。外には庭園から風に乗って届いたリーシュランの花の香りが漂っていた。

　馬車の中にいたときとは比べものにならない、雑多な視線が全身に突つき刺ささる。

「シル・バークスがオクタヴィア殿下と？」

「あれが『黒扇』か……」

「あの護衛はアルダートン伯爵家の……？」

「殿下のドレス、素す敵てき。どこで仕立てたのかしら……？」

　ざわめきの中で、いろんな言葉が飛とび交かっているのが聞こえてきた。

　婚約者のいない王女のエスコート役は、大抵護衛の騎士が担になうのが慣例みたいなもの。私は扉を出たすぐ左側で待機し、待っていたクリフォードの手を取った。

「オクタヴィア様」

　──右側からも手が差し伸べられる。シル様だった。

　これは、到着直前に行った打ち合わせ通り。

　どうせなら、会場では、シル様も準舞踏会に出席しているって大々的に宣伝したほうがいいんじゃない？　と考えた結果だったりする。実の家族がいるにしろ、罠にしろ、私とシル様の組み合わせって、なかなか異い彩さいだから、こうすれば際きわ立だつ。

　こそこそせずに、堂々と。

　微笑みを故意に深くする。扇を閉じて、私は右手をシル様に預けた。「どうなっているんだ？」とでも言いたげな視線が幾いくつも私たちに降り注いだ。

　左手はクリフォード。右手はシル様。

　両手に花……違うか。両手にタイプの異なる超のつく美形？　片方は兄の恋人だけどね！

　二人を両脇に、周囲の人々へ対し私は言い放った。

「──ごきげんよう。みなさま」
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　準舞踏会の会場である『天てん空くうの楽らく園えん』、その建物内へ、クリフォードとシル様のエスコートを受けて歩き出す。

　こうして踏ふみ出だしてしまえば、緊張は消えていって、むしろ度胸がつくってもの！

　歩くごとに余裕も生まれてきた。シル様と遭そう遇ぐうするっていう出来事を経へて、タイムロスはあったけど、城を出た時間が早めだったのが良かった。最終的な遅れはさほどない。

　おかげで二人の手を取って、焦あせらずゆっくりと歩くことができる。

　つまり──シチュエーション的に、乙女おとめ心ごころが絶ぜつ妙みようにくすぐられっぱなし。

　だってこれって、ある意味、夢見る乙女、憧あこがれのポジションだよね！　比類なきイケメン二人にそれぞれの手を取られながら歩く。

　まさにヒロイン気分！　これでこそ王女、お姫様の醍だい醐ご味みってもの！

　……どーんと横たわる厳然たる事実から目を逸そらしさえすれば。

　クリフォードは単に護衛の騎士としての職務で、シル様はイレギュラーな事態が起きたが故ゆえの緊きん急きゆう措そ置ちとしてこうしているだけ！　私と二人の間に、甘あまさなどひとかけらもないという事実を、脳内から消去すれば！

　うん。自分を騙だますって大切！

　準舞踏会の中心となる広間へ近づくほど、人も、視線の数も増える。開き直ってヒロイン気分に浸ひたりつつ、私も出迎えの人々に笑顔を振りまく。

　こういう社交の場で仏ぶつ頂ちよう面づらをしていては王族失格だもんね！　とにかく笑っていれば好印象。

　──ところが、そんな私とは裏腹に、右手を預けた側では徐じよ々じよに異変が生じていた。

　なまじ、左手側のクリフォードからは一切の動どう揺ようも緊張も伝わってこないので、落差が激しい。

　進むごとに、シル様の動きがぎこちなくなり、全身が、強こわばっていっている。もう少しで、不自然の域に突とつ入にゆうしそう。

　これは何とかしないとかな……。

　良くも悪くも、シル様は有名人。注目を浴びるという目もく論ろ見みは大成功なわけだけど、向けられる視線は、必ずしも好意的なものばかりじゃない。

　シル様の、兄の恋人という立場。それで受ける恩おん恵けいや好意もあれば、弊へい害がいや敵意もある。準舞踏会のような場所では、特に顕けん著ちよ。しかも、今日はシル様の傍かたわらに兄がいない。

　いるのは私ですね！

　……なんだかんだいって、兄があらゆるところで盾たてになっていた面は否いなめない。たぶん、シル様の心理的にも。

「……怖おじ気けづきましたか？」

　変わらず、周囲に向かって笑みを振りまきながら小声で囁ささやくと、シル様は弾はじかれたように私のほうを向いた。

「兄上のところへ、逃げ帰りますか？　それでも、宜よろしいのよ？」

　たたみかける。挑ちよう発はつと鼓こ舞ぶは紙かみ一ひと重えってね？

「──帰るはずがありません」

　シル様の榛はしばみ色いろの瞳に、活力が戻った。強ばっていた口元に、まだ自然とはいえないものの、貴族ならではの社交の笑顔が形作られる。

「ええ。その意気です」

　わずかに目を見開いたシル様の顔に、今度はふっと笑顔が咲いた。

「ありがとうございます」

　さ、さすがは主人公！　ただでさえ美形なのに、本物の笑顔の破は壊かい力りよく！　アレクの天使の笑顔と戦えるレベル。なんて恐おそろしいの、シル様……！

　動揺を隠し、私はそそくさと前へと向き直った。

　正面玄げん関かんへ続く大階段を上のぼりきり、赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた中央通路へと入る。

　通路の半ばで、足は止まった。

　やや息を切らし、正面から私たちに歩み寄ってきた人物がいたから。

　同時に、音もなくクリフォードが動いた。左手のぬくもりが離れる。

　接近を阻はばむように、私の前に出た。

「──何のつもりだ？」

　その人物が、クリフォードに問とい質ただす。

「武器を所持している者を許可なく殿下に近づけさせるわけには参りませんので。──誰であろうと」

　淡たん々たんと答えたクリフォードに、引く様子はない……って、武器？　招待客なのに持ってるの？

　大きな背中から、ちょっと顔を出してみる。

　相手は──仕立ての良い礼服姿。

　生きつ粋すいの貴族です！　それも高位貴族ですって感じの装よそおい。

　指し摘てきを受け、苦笑が、相手の端たん正せいな面おも立だちに浮かぶ。

「参ったな。そのようなつもりは、わたしにはない。武器は持ち込んでいるが、自衛のためだ。何分、物ぶつ騒そうでね。気が抜けない」

「……レディントン伯爵の了りよう承しようは得ていると？」

「当然です。オクタヴィア様の護衛の騎士のように、わたしもまた例外ですよ」

　口を挟はさんだ私へ返ってきたのは、如じよ才さいない笑み。

　どこで開催されようと、こういった場──舞踏会や準舞踏会に武器の持ち込みは、原則禁止。かわりに主催者側で要所に完全武装の警備を配置する。

　今回は『天空の楽園』側が、万全の警備体制を敷いているはず。信用第一だもんね。

　でも、招待客側から武装した人間が紛まぎれ込んでいたりするのは嫌われる。武器を所持していたので賊ぞくとして捕とらえたら招待客の警護だった、とか、そういう誤解をなくすため。

　招待客に付つき添そいでやって来た警護がいても、武装している者は、馬車が駐とまっている外の駐ちゆう車しや場じようまでしか入れない。会場入り自体はできるんだけど、身体検査を受けて武器になりそうなものを持ち込んでいないか隅すみ々ずみまでチェックされる。

　逆に招待客自身はそんな厳密な検査は受けない。敷地内に入る前、門前で馬車が停とめられて誰の到着か確認を受けるぐらい。

　もし招待客本人が武器を隠し持っていて、不ふ祥しよう事じでも起こせばそれで人生終しゆう了りようみたいなものだからなあ……。そんなことはしないものとして、招待客に関しては良識任せ、ということになっている。性せい善ぜん説せつってやつだね！

　ただ、クリフォードみたいに、王族付の護衛の騎士は例外。王族は特別待たい遇ぐう！　王族を守るため、帯たい剣けんした護衛の騎士が準舞踏会の会場にいても許される。

　そして、──主催者の許可を得ていれば、招待客も。

　いつの間にか、息の詰つまるような静せい寂じやくが辺りを支配していた。

　公おおやけの場で、武器を忍ばせて不用意に護衛対象に近づいてくる者がいたら、それが誰であろうと警けい戒かいするのがクリフォードの仕事。

　ただ、相手が相手。固かた唾ずを吞のんで、周囲は成り行きを見守っている。右手側のシル様からも、さっきとはまた違った類たぐいの緊張が伝わってきた。

　私は口を開いた。

「──クリフォード。彼は、問題ないわ」

　たぶん！

「でも……そうね」

　青い瞳が私を顧かえりみる。

「もし他に不ふ審しんな者がいれば、知らせてちょうだい。気をつけるわ」

　私も性善説で生きてるから！　あからさまに怪しいとか、敵意満まん載さいとかでないと、たぶん危険センサーが働かない！　招待客で武器を隠し持っている人がいたとしても見抜けません！　警告があれば、それを受けて判断するから！　頑がん張ばる！　だから判別のほうはお願いクリフォード！　そしてここは引いても大丈夫！

　気持ちは素す直なおに目に込めてみた。

「殿下の望む通りに」

　頭こうべを垂たれたクリフォードが、何事もなかったかのように下がった。元の位置へ戻る。

　そして、再び差し出された右手に、私は手を重ねた。なんとなく、ほっとする。

　自然と微笑ほほえみが浮かんだ。クリフォードって基本、動じないからかな？　こう……安心感があるような？

「護衛の騎士から不審者扱いを受けるとは、傷つきますね。わたしとオクタヴィア様は知らぬ仲ではないはずですが」

　クリフォードという障害が消え、その人物が、近づいてきた。

　知らぬ仲ではないって、また誤解を招きそうな物言いを……。

「──失礼いたしました、デレク様。けれど、わたくしの護衛の騎士は、とても優ゆう秀しゆうでしょう？　あなたが隠し持っていた武器に気づくのですもの」

『従じゆう』ならではの洞どう察さつ力りよくのなせる業わざ？　クリフォードが味方で良かったってつくづく思う。敵だったら怖すぎる。

「武器当てで名を馳はせたオクタヴィア様と同様に、ですか？」

　いや、違うよ！　気づいたのはクリフォードだけで、私は全然だったけど！

　わざわざ訂てい正せいするのも何だし……ま、いいか。

　王女の歩みを止め、直接話しかける──そういった行こう為いを、咎とがめられることのない身分と後うしろ盾だてを持つ貴族の青年は、私に向かい、優美な動作で一礼した。

「──オクタヴィア様。お会いできて光栄です」
















　茶色の髪と黒い瞳を持った、礼服姿の貴公子。ともすれば埋まい没ぼつしそうな色しき彩さいながら、端正な容姿とその地位もあいまって貴族令れい嬢じようから大人気。……令れい息そくからも大人気！　後者のほうがもしかしたら数は多いかも。

　──兄の友人、デレク・ナイトフェロー。

　兄が完かん璧ぺき超ちよう人じんながら、ややもすれば取っつきにくいのに対し、デレクは甘さこそないものの、爽さわやかな好青年風の雰囲気を持っている。一応、私も幼少期からの顔見知りではあるんだよね。たぶん男同士で愛を貫く純愛貴族派？

　王家の馬車でシル様が私と一緒に到着したことを聞き、急いで駆かけつけたって感じかな。兄の友人だからこそ、何故そんなことに？　て思うだろうし。

　あり得ないことだから、自分の目で見るまでは信じられない。何事も。

　クリフォードが立ちはだかる直前、私の右手を取って歩くシル様を見た瞬しゆん間かん、高位貴族なら誰でも標準装備しているデレクのよそ行きの表情が、崩れたほど。

　ただし、その表情が「マジかよ。勘かん弁べんしてくれよ」みたいなものに見えたような……うーん、自信ない。

　デレクはおじ様の息子むすこだし、幼少期からの顔見知りではあるんだけど、あくまでも知り合いの域を出ないというか、何というか。

「ええ。お久しぶりですわね」

　とりあえず笑顔で応じてみて、動向を窺うかがう。

　だがしかし、あの表情が崩れた一瞬は幻まぼろしだったのか。もはやデレクの表情に内面はちっとも出ていない。さすが次期公こう爵しやく。腹芸はお手の物。本音では真っ先にシル様に話しかけたいはず。なのに、王女である私への挨あい拶さつを優先する辺り、抜かりがない。

　どこからどう見ても洗練された貴族の招待客なのに、実は武器を隠し持っている辺りも。

　シル様が兄を出し抜いた経けい緯いを聞く限り、このデレクがシル様の味方なのは間違いないにしても……私にとってもそうかっていうと、微び妙みよう。

　いや、さすがに斬きり掛かかってきたりとかはないと思うんだけどね？　だからクリフォードにも下がってもらったんだけどね？

　──シル様と兄を応おう援えんする人々には、大抵私を煙けむたく思っているという共通点がある！

　油断は禁物。

「何か、わたくしにご用でも？」

　デレクから繰くり出だされるかもしれない高度な口こう撃げきに備え、私は心の中で迎げい撃げき準じゆん備びを整えた。来るなら来い！　……来ないならそれはそれで良いよ！

「はい。セリウス殿下の代理としてお迎むかえに上がりました。オクタヴィア様の騎士に阻まれたときは、どうなることかと思いましたが」

　付け加えられた皮肉を、クリフォードは無表情に受け流した。

「──広間まで同行する栄えい誉よをわたしにお与あたえいただけませんか？　オクタヴィア様」

　変な方向からの口撃が、来た。

　私とデレクの対たい峙じを目撃中だった人々からも「え？」という空気が漂っている。なのに、言った当人だけは、平気な顔。

「…………兄上の、代理？」

「おや、お忘れですか」

　お忘れですよ！

「昔は、セリウス殿下がオクタヴィア様をエスコートしていたとわたしは記憶しています」

　お忘れって、そのこと？

「……懐かしいお話ですわね」

　私のダンスがど下手だって発覚した事件の頃は、兄が私のエスコートをしていたんだっけ。それを慣例通り、護衛の騎士が任されるようになって……。アレクが成長してからは、舞踏会ではアレクが私のエスコート担当になった。

「当時のセリウス殿下より、自分が不在の折は、わたしが代理を務めるように、との命を受けています。時を経て、本日、ようやく大役を果たす機会が巡ってきたようです」

　デレクが会心の笑みを披ひ露ろうしてみせた。胸に手を当て会え釈しやくする。

　発言からして噓くさい！　噓くさいのに、その様はまさに貴公子。

　鮮やかに、人々の目を奪うばう。

「どうか、わたしに兄君の代理を務めさせてください」

　……お断りします！







　あ。同志発見。

　貴族のイケメン青年二人に、着飾った美少女な令嬢一人という、三人の組み合わせ。いわゆる幼おさな馴な染じみみたいな関係性？

　普通は、令嬢を巡って青年二人が恋の火花を散らすところ。

　だけど、エスフィアにおいてはこう！

　一人の青年を巡って、もう片方の青年と令嬢が火花を散らす……！

　青年二人は……両片思いっぽい！　前世で腐女子な女子高生だった私にとっては、腐ふ女じよ子し魂だましいが震ふるえ、涎よだれを垂たらすシチェーション。だけど今世では、その間に挟まれた赤毛のご令嬢のほうへより共感してしまう。

　ご令嬢が、「さっさとくっつけ！　でも仲を取り持つなんてことはぜーったいしない！」って死んだ魚みたいな目をしながら、引きつった虚うつろな笑いを……！

　ああ、彼女とお友達になりたい。

「──あの二人は、青い春真っ最中のようですよ」

　私が熱視線を注ぐ先を見て取ったデレクが言った。

「……お詳くわしいのね」

「情報は重要です。たかが恋の話と侮あなどれませんよ。そのたかが恋が大きな変化の一いつ端たんとなることも」

「あら。デレク様も恋をなさっているのかしら？」

「生あい憎にく、恋とは無む縁えんですね」

　その発言を聞いていた一部の聴ちよう衆しゆうが歓かん喜きに打ち震えている。

　──何故、私がデレクとこんな会話をしているのかというと。

　お断りします！　とは、もちろん言えたはずもなく。

　私のエスコート役が、三人に増えたから！

　ああいう誘いを公衆の面前で行うのは、友好アピールの一つ。

　不仲だと強調したいのでもなければ、断らないのが礼れい儀ぎ。

　デレクは次期公爵で兄の友人。私を誘うのも、立場的には何らおかしくはないという……！　しかも、真しん偽ぎはともかく、兄絡がらみであんな昔話まで持ち出されるとね……！

　断れば、デレクだけでなく、兄とも犬けん猿えんの仲だと喧けん伝でんするようなもの。私がシル様にエスコートされている状態での誘いだったっていうのも、断った場合の影響が抜群すぎる。要するに、誘いがあった時点で、答えは了承の一いつ択たく。

　エスコート役が三人となると、手を預けるにしても一人余ってしまう。両手にイケメン作戦は変へん更こう。変則的に、両りよう隣どなりを固められつつただ歩くだけになった。

　……なんか、護送されているみたい。お姫様気分が遠ざかったよ！

　左側は変わらずクリフォード。右側はデレクとシル様の順で、身分上、シル様が外側。公爵家の長男と男爵家の三男だと、デレクが優先される。

　なお、友好アピールを受けて連れ立って歩いているため、広間へと向かいつつ、道中はなごやかな雰囲気を演出しなければならなかったりする！

　でも、シル様は空気を読んで黙っているし、クリフォードは私が話しかけるか、必要がなければ口を開くタイプじゃない。

　もっぱら、話すのは私とデレクの役割。お互い、貼はり付つけたような笑みを顔に浮かべながら、周りにわざわざ聞かせるための会話を繰くり広ひろげる。

「オクタヴィア様の本日の装いは常とは趣おもむきが違うようですね」

「あら、気づいてくださって嬉しいわ」

　相手デレクも心得ているようで、振られる話題は当あたり障さわりのないものばかり。

　一番気になっているはずのこと。

　シル様と私が何故一緒だったのかには、触れてこない。ここで話すには人目も注目もありすぎるから、当然といえばそう。ていうかデレクが加わってから、さらに視線の数が増加した！　わざわざ私たちを見に移動してきたらしき人たちで通路の脇が大混雑。

　さすが独身の超優良物件、デレク・ナイトフェロー！　恋とは無縁、つまりフリー宣言でさらに価値が跳はね上あがったとみた！

　超優良物件といえば、クリフォードも男女問わずさっきからものすごく熱い視線を送られていたりする。デレクとの一幕のせいか「騎士様！」と燃えさかっていた火に油が注がれたかのような盛り上がり具合……！

　シル様も、笑顔にやられた輩やからがいるのか、兄の恋人であるというのに、それにもめげない一部（男）から、熱のこもった視線がチラホラ……！

　……私に対しては？

　うん。こう、恋こい敵がたきに対するような、異性からの激しい視線は感じるかな！　錯さつ覚かくだといいよね！　激しすぎる私への恋れん慕ぼの情かもしれないって私信じる！

「お褒ほめに与あずかり……と言いたいところですが、気づかない者などいませんよ。それほどこれまでのオクタヴィア様の装いとは違いますから」

「何事にも変化は必要でしょう？　デレク様から見て、わたくしの姿はどうかしら？」

「目を奪われます。お似合いです。……怖いほど」

　……怖いほどって何？　褒められてる？　貶けなされてる？

　デレクと話していると、貴族との会話ってこういうものだったわ……って痛感するよね！

　問い質したいのをぐっと堪こらえ、ふふ、と笑っておくことにする。

　そろそろ、私からも話を振らないとかな……。

　デレクとできる共通の話題で、頭を使わなくて済みそうな……。閃ひらめいた！

　おじ様だ！

「デレク様。ナイトフェロー公爵はお元気？」

　声も自然と弾はずんでしまう。

「健けん勝しようですよ。殺しても死にそうにありません」

「殺しても、だなんて、穏おだやかではない物言いだわ」

「それだけ元気だということだとご理解ください。何しろ、率そつ先せんして日々の掃そう除じにいそしむほどですので」

　掃除かあ。

「公爵なら、この会場でも掃除をしてしまいそうね」

「──わたしとしては、遠えん慮りよ願いたいものですが」

「けれど、公爵らしいでしょう？」

　おじ様、綺き麗れい好ずきで、貴族には珍しく自ら掃除とかしちゃう人だもんね！　「自分でするのが一番ですよ。他人に任せていてはどうしても肝かん心じんなところが行き届きません。見み逃のがされていた巣を発見することもあります」って。私も前世の庶しよ民みん根こん性じようで、つい部屋の掃除とか始めちゃったりするから、こういうところも共感ポイント！

「お会いするのが楽しみだわ」

　私の第一目的は、ルスト・バーン。（偽ぎ装そうの）恋人を引き受けてくれる殿との方がたを探すことだけど、おじ様に会うことも忘れてはいない。おじ様が独身で、あと二十……十歳若かったら！　絶対恋人役を頼みに行ったのになあ……。ううん、役じゃなくても──いや！　私が好きなのは公爵夫人を愛するおじ様なんだった……！

「……掃除への賛同といい、オクタヴィア様におかれましては、相変わらず我わが父が大層お気に入りのようですね」

　これは隠す気がないのか、デレクの声こわ音ねにはやや呆あきれのようなものが交じっていた。

　心なしか「趣しゆ味み悪いな」とでも言いたげな雰囲気すら漂わせている。嘆なげかわしい……！　実の息子なのに、わかってない。全然わかってないよ、デレク・ナイトフェロー！

「素す晴ばらしい方だもの。当然ではなくて？」

　愛妻家ゆえに、一ひと際きわこのエスフィアの貴族社会の中でダイヤモンドのような輝かがやきを放つのがおじ様。ナイトフェロー公爵なのです！　掃除好きなのも、前世の観点からすれば家庭的ってことだし！　貴族としてはマイナスでも、私にとってはプラスポイント！

「夫にするなら、きっとナイトフェロー公爵のような方が一番よ」

「それでは、オクタヴィア様の恋人も、我が父のような人物なのでしょうか？」

　高位貴族の必ひつ須す社交術。内心を悟さとらせない極ごく上じようの笑みを湛えたデレクが、何気ない素振りで問いかけてきた。

「まあ……」

　いきなり恋人についての探さぐりが入った！　兄からの刺し客かくか！　おじ様の話題でいい感じに繫いでいたのに、劣れつ勢せいに入った気がする。た、立て直さなくては！　何て返そう……。

　扇でわざとらしく顔をあおぎ、時じ間かん稼かせぎを試みる。

　こうすることで近くにいる人物の、扇──レヴ鳥ちようの羽根を使った、『黒こく扇せん』に対する反応も見れたりする。ちなみに、シル様は、『黒扇』、まったく平気だった。平気なフリをしている風でもなかった。迷めい信しんは気にしないほう？　シル様にもレヴ鳥の羽根の良さを布教できる可能性高し！

　デレクはどうか。近きん距きよ離りで動く『黒扇』が視界に入っても、一いつ貫かんして負の感情は微み塵じんも浮かべていないけど、こっちは社交術の賜たまものかも。……手て強ごわい！

「……耳がお早いのね。わたくしに恋人がいることをご存じなんて。デレク様は、兄上から？」

　まだたった二日だよ？　電話もネットもメールもないってのに。

　デレクが事もなげに首を振った。

「セリウス殿下にお聞きするまでもありませんよ。王都の貴族の間では、もはや知らぬ者のほうが少数派なのです。──派は閥ばつを問わず」

　そ、そんなに？　愕がく然ぜん。プ、プレッシャーが……？

「誰もがオクタヴィア様のまだ見ぬ恋人に興味を抱いだいています。オクタヴィア様が急に出席を決められたので、この準舞踏会にこそ、その恋人が現れるのではないかと予想する者も」

　惜おしい！　ちょっとかすってる！　（偽装の）恋人になるかもしれないルストは現れる！　はず。

「面おも白しろいこと」

　他ひ人と事ごとなら私も「誰なんだろ？」って興きよう味み津しん々しんだよ！　引きつりそうな王女スマイルを、広げた扇の位置を調整し、隠いん蔽ぺい隠蔽。

「……デレク様は、どのような人物がわたくしの恋人だと？」

　うん。ハードルが上がっているみたいだし、どんな恋人だったら外野は納得するのか、高位貴族代表としてデレクの意見を参考にしてみよう。父上の言っていた『例外』を避けるヒントにもなるかも。

　期待を込めてデレクを見る。ところがデレクは首を振った。

「残念ながら、わたしごときにはまったく想像がつきません。だから誰もが知りたがるのだと思いますよ、オクタヴィア様」

「……面白みのないお答えね」

　がっかり。もうちょっとヒントになりそうな恋人像をですね……！

「もっと真剣に考えてくださらないと困るわ」

「面白さを求めるなら、こういうのはどうです？　わたしの『友人』が言っていたことなのですが──」

　デレクが、真顔になった。好青年風の雰囲気がたちまち霧む散さんする。

「オクタヴィア様には、そもそも恋人などいない」

　ぎっくううう！　大正解！

　し、心臓に、悪すぎる。

　その友人、誰？　誰なの！　……待って。こういうとき、『友人』が、とか言うの、だいたい本人のことだったりするよね！　てことは、デレクは私を疑っている？　私が兄への対たい抗こう意識で恋人がいる発言をしたことを見破っていたり？

　だけど、ここで動揺しては肯こう定ていするようなもの！

　真実を言い当てられて実は心臓がバクバクしていることを悟られないよう、微笑みつつ扇の助けを借りた。

「──デレク様、その『ご友人』には、こうお伝えいただきたいわ。どうぞ、披露目の日を楽しみに、と。その日、わたくしの恋人が誰か、いやでもわかるでしょうから」

　わかるといいなあ……。わかるよね？　未来の私が頑張ってくれてるよね？　当日は、私の傍らに（偽装の）恋人がきっと立っている！

「では、そのように『友人』には伝えておきましょうか」

「ええ。ぜひ、そのように」

　笑顔を交わす。くっ。デレクとの会話って疲れる。早く広間へ──！

　その広間への入り口では、着飾った貴婦人が一人、待ち受けていた。

　すらっとした肢し体たいを新緑色のシンプルなロングドレスで包み、赤しやく銅どうの髪を複雑に結ゆい上あげベールを着けている。真っ赤な唇くちびるは不思議と毒々しくはなく、上品だった。

　彼女こそローザ・レディントン。主催者である、女伯爵その人。

「オクタヴィア殿下。本日は我が準舞踏会へようこそ。お待ち申し上げておりました」

　ロングドレスをつまみ、少し持ち上げ、レディントン伯爵が深く腰を折り曲げる。その仕草は洗練されていて、とても美しい。

「こちらこそ、お招きいただき感謝しておりますわ」

　互いの挨拶が終わる。通常の流れであれば、このままレディントン伯爵と広間へ、という形になるはずなんだけど、彼女はその場に佇たたずんだままだった。

「──宜よろしければ」

　レディントン伯爵の視線が、何故かチラリとシル様に投げかけられる。

　……ん？

「宜しければ、広間へいらっしゃる前に、殿下とお話をする時間をいただけませんか？　エスコートをなさっている、そちらの三名の殿方もご一緒に」

　これは……！

　普段はほとんど役に立たない私の第六感が働いた。

　嫌いやな予感がする……！
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　エスフィアにも貴族の女性はたくさんいる。だけど、爵しやく位いを授さずかっているケースは少ない。そして、少ないながらも爵位を持っている女性というものは──百ひやく戦せん錬れん磨ま。

　なにせ、貴族社会は男性優位。ＢＬに優しい世界だということも、それを後あと押おしする。女性っていうだけで、風当たりは厳しいものがある。そこを自分で爵位を保持しながら没ぼつ落らくせず生き残っているんだから、彼女たちはいずれも女じよ傑けつ揃ぞろい。レディントン伯爵も、気を許すと、うっかり取って食われそうなしたたかさがある。それでも、同じ女性ということもあって、やっぱり一般的な男性貴族よりは断だん然ぜん親しみやすい……んだけど！

　それも、嫌な予感がなければ、だったりする！

　準舞踏会の合間に、貴人がくつろぐことができるよう用意されている貴き賓ひん室しつ。

　レディントン伯爵によってそこへ案内された私は、勧すすめられた椅い子すを断り、部屋の中で彼女と向かい合っていた。できれば立ち話で軽ーく済ませたいという意思表示です！

　エスコート役の三人もぜひにと言われ入室している。ただし、位置はバラバラ。クリフォードはこういうときの私の護衛の騎士としての定位置、扉付近。

　シル様は室内に入って数歩という場所。これもある意味、定位置。

　面めん倒どうなんだけど、貴賓室って身分ごとに移動できる範はん囲いが決まってるんだよね。シル様が立っているところは、男爵家の三男としての位置。そんなシル様を見て、レディントン伯爵が読めない微び笑しようを浮かべたのが怖い……！

　残る一人。デレクは西側の壁かべに寄りかかっている。こっちは次期公爵なんで、招待主のレディントン伯爵に失礼をしなければ、貴賓室のどこにいても自由。

　さて──。私はパシリと扇を閉じた。

「レディントン伯爵」

　向かい合った伯爵を呼ぶ。

　デレクとの会話で間接的、遠回しな表現にはこりたので、率そつ直ちよくに、と。

「わたくしへのお話とは？」

　彼女が話し出すのを待つことなく、私のほうから切り出した。

「この準舞踏会の間は、ぜひローザ、とお呼びくださいな。殿下。殿下が招待に応じてくださったこと、とても嬉しく思っているのです」

「同じ女性として尊敬している方を呼び捨てにはできませんわ。ローザ様」

「お上手ですね、殿下は」

　レディントン伯爵──ローザ様は声を立てて笑った。

「それにしても……」

　次いで、三人を順に見やる。

「殿下には驚かされましたわ。素敵な殿方を三人も。次期公爵であるデレク・ナイトフェロー様に、セリウス殿下のご寵ちよう愛あいを受けるシル・バークス様。──平民ながら武ぶの腕を買われ伯爵家の養子に、さらにはオクタヴィア殿下の護衛の騎士となったクリフォード・アルダートン様。お連れになっているのが、とても面白い顔かお触ぶれときていますもの」

　デレクとシル様はともかく、クリフォードのことまで熟知しているとは……ローザ様、あなどれない！　いや、もしかしてクリフォードって、私がいままで無む頓とん着ちやくだっただけで結構有名だったり？

　──と、声の調子が落とされた。

「ですが、バークス様は、お帰りになったほうが宜よろしいかもしれません」

　最終的に、定まった彼女の視線の先──そこにいるのは、シル様だった。

「とても怒おこっていらっしゃる高貴な方が、バークス様を捜しておられるご様子ですものね」

　とても怒っていらっしゃる、高貴な、方、ね。

　思わず私は振り返り、シル様と顔を見合わせた。

　きっと心の中は一いつ致ちしている。

　──兄だー！

　シル様の不在がもうバレた……。気づかないで欲ほしかった……。まったく気づかれないのも危機管理としてどうなのってことにはなるから、それはそれで……？

　とにかく、兄からすればシル様は行方不明ってことで……。シル様の自発的な行動だってわかっていたとしても──捜すよね。捜さないほうがおかしい。

　手を打った結果、ローザ様の元に捜そう索さくの報が？

　嫌な予感、当たってた。

「あら。殿下も共犯ですのね？」

　ローザ様の目が輝く。今度は、デレクを見ながら続く言葉が紡つむがれた。

「ナイトフェロー次期公爵も、かしら？　高貴な方からのものであろう伝でん令れい鳥ちようの手紙を受け取っていらしたでしょう。そして殿下とバークス様が共に到着したと耳にして、足早に出迎えに向かいましたものね？　……それなのに、揃そろってこの場に」

　シル様の協力者だっていうことに関しては、デレクを疑う必要はないのかな。でなければ、私のエスコートをしているシル様を見つけた時点で、兄のところへ送り返しているもんね。シル様が私と一緒だったのは、予想外だったんだろうけど。

「怒っていらっしゃる高貴な方には、報告なさらないおつもりなのでは？　──少なくとも、すぐには」

「……レディントン伯爵もお人が悪い」

　ため息を漏らしたデレクが眉み間けんに皺しわを寄せた。

「私など、あなたの父君に比べたらひよっこも同然よ？」

「ご謙けん遜そんを」

「ひよっこな私だから、このような場を設けたのですもの。穏おん便びんに、バークス様にはお帰りいただきたいのですわ」

　デレクへ向けられていたローザ様の矛ほこ先さきが、シル様へ戻った。諭さとすように言う。

「とある高貴な方が、必死にバークス様を捜していらっしゃる間、当のあなた様が我が準舞踏会に出席していたなどと知れたら──。余計な火の粉は被かぶりたくないものです。バークス様が来訪なさったこと自体はもはや他の招待客も知るところ。されど、いまなら取り返しはつくでしょう」

「おれが──帰れば、ですね」

　シル様が静かに言葉を紡いだ。

「ええ。あなた様がいるべきところに。あまり高貴な方を心配させるべきではありませんよ。我が準舞踏会に出席したいなら、また次回。どうぞ、高貴な方と共に。そのときはこのローザ、歓かん迎げいいたしますわ」

　でも、それじゃ意味がない。今日、この準舞踏会でなければ。

　パッと私は扇を開いた。音が響いて、視線がこちらに集まる。私は口を開いた。

「──わたくしが、『シル・バークス』の出席をローザ様にお願いしても？」

「……殿下が？」

　ローザ様の赤い唇が、弧こを描く。

「心動かされますわね。……そうですわね、もし、殿下のお願いを聞くかわりに、私のささやかな願いも聞き届けてくださるなら──」

　これは……交こう渉しようの余地あり？

　だけど、みなまでローザ様が言い終わらないうちに、言葉は遮さえぎられた。

「わかりました。帰ります」

「シル様」

　帰る？　ついさっき、「帰るはずがありません」って言ってたのに？　ここで引き下がるのはシル様じゃないでしょう！

「おれ自身が何かをすればいい話ならともかく……これ以上、オクタヴィア様に負担をかけるわけにはいきません」

　私の呼びかけにきっぱりと言い、首を振る。

「──違いますわシル様。これはわたくしのためでもあります」

　そして、私もまた、首を振った。

「……オクタヴィア様の？」

　戸惑いがシル様の顔に浮かんだ。

「わたくしの、です。シル様に協力することは、わたくし自身のためになる。わたくしがそう考えているということを忘れないでください」

　だって、こんなところでシル様が帰ったら……吉と出るに賭けて、せっかく決断した意味もなくなる。ここまで来たからには、こんな横やりで中ちゆう途と半はん端ぱに終わるのは断固阻そ止ししなければ！

　未来への布ふ石せき！

　変化は生かす！

　私はこちらを見守っていたローザ様を直視した。

「ローザ様。わたくしへのささやかなお願いとは？」

　緊張の一瞬。

　──内心、すさまじく構えて返答を待っていたんだけど。

「開幕のダンスを、殿下に頼みたいのです」

　にっこりとローザ様が微笑んだ。視界の隅すみで、デレクが驚いたように目を見開いたのが見えた。でも、気持ちはわかる。

「…………」

　だって私もあっけに取られていたから。

　……え？　ダンス？　踊おどればいいだけ？

　それだけ？　ていう驚き！

　ちょっと、かなり、気が抜けた。いやだって、こういうときにささやかとか言われると、十じつ中ちゆう八はつ九くささやかじゃないよね！　無理難題だったりするよね！

　それにこれって、実はローザ様にとっては、私につくか兄につくかっていう非常に難しい問題。普通は、明らかに第一王子である兄につくだろうし、だからこそのお願い──見返りがあればって要求は至し極ごく当然。それこそ、王女にしかできないような権力行使とか融ゆう通ずうとか！

　ところが、本当にささやかだった……！

「準舞踏会では主催者の挨あい拶さつが終わったら、一組の男女が踊りますでしょう？　殿下が開幕のダンスを引き受けてくださったら、これほど嬉しいことはありません。我が準舞踏会の成功が約束されたようなものです。喜びで、怒っていらっしゃる高貴な方のことや、自分に多少の火の粉がかかりそうなことなど、どうでもよくなってしまいそうなほどに」

　いかがですか？

「──お引き受けしますわ」

　私は即そく答とうした。満面の笑みをローザ様に返す。

　ダンス一つでシル様の出席が可能になるなら安いもの！　ダンスへの苦手意識は消えていないけど、勘かんは取り戻したし。醜しゆう態たいを晒さらすようなことにはならない、と思う！

　クリフォードと練習しておいて良かった。ホント良かった。

「さすがは殿下」

　ローザ様も頷いてくれて満足そう。

「──誰と」

　いい雰囲気の中、唐とう突とつにデレクが問いかけた。

「オクタヴィア様は誰と踊るんですか？　レディントン伯爵」

　相手……！　そうだよ！　これも重要だった……！

　かつての私みたいに、ダンスの下へ手たな人が相手だったりすると、私の技量ではカバーしきれない。

　初舞踏会の悪夢が私の脳のう裏りに甦よみがえった。久しぶりに出席した準舞踏会の、しかも開幕のダンスであの悪夢を再現するわけには……！

「もちろん、殿下に相応ふさわしい方と。ナイトフェロー次期公爵、あなたを含め、この場にいる三人の殿方の誰かならば適任では？　殿下のエスコートを務める三人ですもの。どなたが殿下と踊っても素晴らしい光景となることでしょう。──その効果も。とても素敵だわ」

　クリフォードか、シル様か、デレク？　クリフォードとは一回練習済み。シル様は実はダンスの名手として有名なんだよね。デレクはいつかの舞踏会で軽かろやかに踊っているのを見たことがある。……男と。

　よし！　誰であってもかつての私よりダンスが下手ってことは絶対ない。

　初舞踏会の悪夢は回かい避ひできそう！

　心の中でガッツポーズをし、三人を順々に見た、んだけど。

　クリフォードがポーカーフェイスなのは良いとして。

　シル様がものすごく深刻そうな顔をしているのは何な故ぜに？　うーん……あ、兄のことがあるから、大いに悩むところとか？　……そうか。確かにエスコートした上に、私とダンスとなると……。その後が想像できすぎる。エスコートだけならまだ何とかなるギリギリの線だっただけで、いろいろ厄やつ介かいなことになりそうだなあ……。

　で、デレク。デレクは「参った」という風な表情を浮かべていた。私の視線に気づくと、ごく自然に貴族然としたものへと変えてしまったけど。

　……あれ？　なんか微妙な空気が漂ってる？　でも、誰と踊るかって重要だよね！

　私は、逃げに走った。

「──この場にいる三人の中からなら、ローザ様。わたくしはクリフォードと踊りたいと思います」

　三人の中での安あんパイは明らかにクリフォードのみ！　この一択！

　昨日一緒にダンスの練習をしたし、私の護衛の騎士で『従じゆう』だし、何よりクリフォードは微妙な空気の一いつ旦たんを担になっていない！　うん、ポーカーフェイスなだけなんだけど！

　あと、護衛の騎士となら踊っても特に問題にならない！　むしろ自然？

　舞踏会や準舞踏会でエスコート役を務めた護衛の騎士が、セレモニーとして王女と踊ったりすることはある。

「ねえ、クリフォード？　あなたは構わないかしら」

　扉を顧かえりみて、私はそこに空気のごとく気配を殺して控えるクリフォードに尋たずねた。

　一応、これに関して命令はしたくなかったり。私は自分で決めたことだから良いけど、開幕のダンスって重要なものだし、パートナーを務める人物にとってはこれ自体が重荷な面もあるもんね。公おおやけの場でのことだし。

　それに、クリフォードならもし嫌だったらきっぱり断ってくれるって信じてる！　そのときは私も諦あきらめるよ！

　こちらを推おし測はかるかのように、濃こい青い瞳が私を強く見返した。

「もちろん、殿下の望むままに」

　直立不動だったクリフォードが頭こうべを垂たれた。嫌だけど仕方なくって風ではない……と思う。よし！

　私は一件落着と扇を閉じた──んだけど、意外なところから待ったがかかった。

「お待ちくださいな、殿下」

　ローザ様から。

「それでは、他のお二人に不公平ではありませんか？」

　えー。シル様とデレクに？

　それぞれの理由は違うだろうけど、二人とも、あんまり私と踊りたくないんじゃ……。

　私のほうは、シル様とは一回ぐらいは踊ってみたいんだけどね！　だってダンスの名手だよ？　小説の描写でも素晴らしかったし、去年の舞踏会で、シル様と兄が踊るのを見たんだけど……すんごく良かった！　羽が生えてるみたいなダンスで、パートナーとして踊ったら楽しそうだなあって羨せん望ぼうの眼まな差ざしで二人をじーっと凝ぎよう視ししてたら、ダンス中の兄に訝いぶかしげな顔をされた記憶が。がっ。

「わたくしがシル様やデレク様と踊ることのほうが問題では？　ローザ様」

　あの微妙な空気、感じていなかったとは言わせない！

「問題なのかどうか、それはご本人にお訊ききしましょう。──バークス様、あなたは殿下と踊る名めい誉よを無む下げになさるのですか？」

「まさか」

　即そく座ざにシル様が首を振った。結構勢いよく。

「ですが、おれのような、オクタヴィア様にいまだ認められていない者が踊っていただけるとは……資格が」

　そっちーっ？　あの深刻そうだったの、そういう理由ですかシル様！

「資格……これまでのオクタヴィア殿下のダンスのお相手を思えば、というところかしら？　──こうして殿下が尽じん力りよくしてくださっているのに、自分に自信がおありにならないのですね、バークス様は。先ほどは威い勢せいが良かったのに」

　私のこれまでのダンスの相手？　舞踏会ではもっぱらアレクだけどなあ。そりゃ初舞踏会の日の失敗から数えれば、他にもいるけど。

「…………」

　シル様が黙ってしまう。

「──レディントン伯爵」

　寄りかかっていた壁から身体を起こしたデレクが、咎とがめるかのようにローザ様を呼ぶ。

「バークス様に殿下と踊る名誉を受ける心づもりがあることはわかりました。では次期ナイトフェロー公爵は？」

　ローザ様の口元には笑みが浮かんでいる。

「……怖おじ気けづいていらっしゃる？」

　あのー、ローザ様。

　私との開幕ダンスって、そんっなにハードルが高いんでしょうか……？　不安になってきた……。私があんまりダンスが得意じゃないって、ローザ様はわかってて、なのに、すんっごい高難易度の曲をかける予定だとか？　それって私にもトラップ……。

「怖じ気づく？　何故そのようなことをお思いに？」

　デレクとローザ様の間で笑顔という名の応おう酬しゆうが勃ぼつ発ぱつしている。

「オクタヴィア様のダンスのお相手を務めることはわたしにとってもこの上ない名誉ですよ」

「それなら……」

　デレク、シル様、──クリフォードの順に視線を投げ、最後に私へと、彼女の瞳が向けられる。

「やはり機会は平等に与えられるべきですわ。不ぶ躾しつけをお許しくださいね、殿下。──先ほど殿下はアルダートン様をダンスのお相手に選ばれました」

「……ええ」

「──そこにはきっと、理由があるはず」

　理由っていうか、微妙な空気を前にしてクリフォードへ逃げたっていうか……。

「何かを選ぶ際、そこに人の意思が介かい在ざいする限り、必ず禍か根こんが生まれます。──どなたが殿下と踊っても良いと私は思っていますわ。これは本当です。けれども、誰か一人にしなければならないとしたら、私が選ぶのは、そうですね……バークス様でしょうか？　これは、私なりの理由です」

　人差し指を立て、ローザ様が微笑む。

「では、わたくしはシル様と踊れば？」

　交こう換かん条件を出してきたローザ様がこう言うんだから、と思いきや、彼女は首を振った。

「──『空』に尋ねることにいたしませんか？」

「……空」

　ということは、つまり。

　前世だったらピンと来なかった言葉だけど、エスフィア生まれなら、『空』に尋ねると言えば、意味することは一つ。

　ローザ様が頷く。

「私でも殿下でもなく──決めるのは天てん空くう神しんです」







　貴賓室には、目を愉たのしませる絵画や花、休きゆう憩けいするための長椅子や机の他に、遊ゆう戯ぎ道具も置かれている。

　ローザ様は、棚たなから遊戯道具の一つを持ってきて、掲かかげてみせた。

　彼女の親指と人差し指の間に挟まれているのは、三面のサイコロ。

　五ご面めん体たいの柱体……三角鉛えん筆ぴつを短くカットしたような形状なんだけど、使用する三面以外の部分は微妙に丸みをおびた構造で、サイコロとして機能し、かつ上手く転がせるようになっている。それぞれの面に記してあるのは、一から三までの数字。

　何故三までなのか？

　この三。エスフィアでは神聖な数字。天空神は三番目に誕生した神である、と伝えられているためだったりする。一番目と二番目の神はすっごく影が薄うすい。よってエスフィアでは三は最高の数であり、天空神の数字。

　そして、この三面のサイコロは遊戯にも使われるけど、別の用よう途とでもよく用いられる。

　三さん択たくがあるとき。三に因ちなんだ問題だから、天空神にあやかり、このサイコロを振る。

　これが『空』に尋ねるってこと。

　ちょっと変わっているのは、機能するとはいえ、三面しかないサイコロの宿命として──振って止まったとき、上に見えるのは左右の二面だから──底面に出た目を答えとする点。『空』が告げた、『地』へ──つまり、天空神から地上にいる人々への答えって意味も兼かねてるとか。

　底面に出た唯一の目こそ天空神が示した最良の回答、と解かい釈しやくされる。

　なんとこの知識、王女教育の中に覚えるべきこととして組み込まれているのだ。

　──まあ、とどのつまりは、一から三、どの目が出るか、運試し！

「余計な人間の意思がまったく介在しないという意味では、最良の方法ですわ。とくに、こういった問題では。私たちは何も考えず、結果だけが示されるのですもの。──殿下も私も、それに従うのみ」

「……否定するつもりはありませんわ」

　だって、どれにしようかな、でクリフォードを護衛の騎士にしたのが私。ローザ様のことをとやかく言えない。

「一はナイトフェロー次期公爵、二がバークス様、三が、アルダートン様、ということにいたしましょうか。……異議のある方は？」

　立っている場所がバラバラだった三人も、豪ごう奢しやな机を囲むようにして集められている。どこからも異議は──。ざっと全員を見渡した私は、ちょっと引っ掛かってクリフォードのところで視線を留めた。ポーカーフェイス……なんだけど、何だろう？　少し……。

「──さあ、殿下。どうかお振りになってください」

　ローザ様の言葉に引き戻される。手渡されたサイコロを、見つめた。種も仕掛けもない三面のサイコロだ。どれかの面に比重が偏かたよっているとか、そげているとか、形がおかしいとかも、まったくない。イカサマ不可能！

　深呼吸してみる。

　机に向かって、私はそれを慎しん重ちように放った。

　──三！

　すべては確率の問題。運もあるだろうけど！　三のクリフォード！　クリフォード来い！　それかシル様の二かな！

　勢いよく転がっていたサイコロが、動きを完全に止めた。

　三面のサイコロ。その左右に見える数字は、二と三。

　出た目は──。

「一」

　ローザ様がサイコロを持ち上げ、底面を私に示してから、机に置き直した。……ですよね。左右が二と三なら、底面は一しかない！　ええ、しっかり確認しましたとも。

　開幕のダンスの相手は、デレク・ナイトフェロー。

「私と殿下の選せん択たくは、天空神に一いつ蹴しゆうされたようですわね」

　でも、ローザ様はさほど残念そうでもない。この状況を楽しんでいるような……。私とは大違い。三の目が出なかったショックは大きい。しかも、二でもない。

　よりにもよって、デレクの一！

　私はさっと扇を口元に当てた。王女スマイルが消え、思わず「げ」なんて一声が飛び出そうになっていた。

「お手柔やわらかに願います、オクタヴィア様」

　そんな私に対し、デレクは完璧な社交術でもって恭うやうやしく手を差し出してきた。

「楽しみですね？」

　爽さわやかな笑顔が恨うらめしい。

　そういえば私、あんまり運とかなかったんだっけ……。でなきゃここにいないもんね。

　前世、コンビニでたまにやってた、何百円分か買うと引けて当たれば商品がもらえるクジ。

　あれも、大抵は応おう募ぼ券けんだった……！
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　開幕のダンスの相手がデレクに決定してから、ローザ様は、

『ではさっそく、高貴なる方へ使いを出すことにいたします。バークス様など来ていない、とお伝えしなければなりません。この使いを出してからバークス様のご訪問を知ったのなら、私に非はありませんものね。不幸な行き違いですわ。──殿下方は、もうしばらくこちらにおいでくださいな。他の者が立ち入ることはありませんので、どうぞおくつろぎを』

　と言い残し、優ゆう雅がに貴賓室を後にした。

　この準舞踏会で、もともとローザ様はレディントン伯爵として兄とシル様を二人セットで招待していた。でも、兄は早々に断りを入れていたらしい。

　それなのにまさかシル様が一人で来るとは思いませんでした。当然気づくのも遅れました──連れん絡らくを受けた時点では来ていませんでした──というのがローザ様の兄への回答になる。

　回答を送り、ローザ様は兄へ失礼のない最低限の義務を果たす。

　ただしその真相は──ってこと。

　まあ、シル様の出席は後で絶対に兄にはバレるんだけど、とりあえず、準舞踏会が終わるまで、変な横やりが入らなければ良し！

　主催者であるローザ様が味方についてくれたのは大きい！

　──で、先ほどから、私は卓たく上じようで一の面を下に静止しているサイコロを睨にらんでいた。

　シル様とデレクは少し離れた場所に立ち、二人で話している。せっかくローザ様が気を利きかせてくれたことだし、と、私がそうするようシル様に勧めた次し第だい。

　デレクには馬車の事故について話すこと。私がシル様に出した条件の一つ。

　準舞踏会が始まる直前の、密談できる機会。これを逃のがす手はないよね！

　──でも、シル様だけでデレクに話したほうが良さそうだったので、私は密談には交じっていない。手て持もち無ぶ沙さ汰ただった。

『空』に尋ねるために机の周りに集まってから、クリフォードはそのまま近くに控えているものの、お喋しやべりって雰囲気じゃないし。

　ていうか、いまものすごーく、試したいことがある！

「…………」

　誘ゆう惑わくに耐たえきれず、三面のサイコロを、私はついに手に取った。クリフォードの視線を感じたけど、何も言わずに、とりあえず、もう一度サイコロを振ってみる。

　そう！　試したかったのはこれ！

　今度こそ三！　もしくは二を！

　…………だけど、底面に出た目は、またしても一だった。……まだ慌てるような段階じゃない。こんなこともあるよね。

　──もう一度！

　今度も、一。つまり三連続で一の目が出たことになる。

　……二は？　……三は？

　ムキになってしまったのは認める。連続で十回もサイコロを振ってしまった。

　──結果は？　一が出た回数が六回。二が四回。三は、ゼロ。

　な・ん・で。確率があまりにも仕事してなくない？　偏りすぎでしょ！

　ちょっとちょっと天てん空くう神しん？　これはないんじゃないですか！

　運のない私が振るからいけないとか？

「──三の目が出ないなんて、わたくしは天空神に嫌われているのかしら？」

　サイコロをつまみ上げて、控えているクリフォードに思わずぼやいてしまった。

「殿下は天空神に祝福されたエスフィアの王族です。そのようなことはないでしょう」

　そつのないフォローが入った！　でもなあ……。

「……生あい憎にく、わたくしは祝福を感じたことはないけれど」

　クリフォードの言う通り、エスフィア国の王族は天空神の祝福を受けている、という伝説が今日まで受うけ継つがれている。城の大だい回かい廊ろうにでかでかと創世神話が描かれているのもそのため。とはいえ、私はあれ、美術品としてしか見てないしなあ……。

　エスフィアで広く信しん仰こうされている天空神だけど、その存在を感じたことはないんだよね。──そう。天空神に、関しては。

　ああ、でも。

「アレクは感じているかもしれないわ。創世神話や天空神にまつわるものが好きみたいだから」

「はい。一度、アレクシス殿下を大回廊でお見掛けしたことがあります」

「あそこはアレクのお気に入りだもの」

　互いの空き時間、アレクに会いたいときは、大回廊に行ったほうが早いぐらい。

「……そのようですね。とても、気に入られているご様子でした」

　ん？　ちょっと皮肉っぽい響きがあったような？

　不思議に思って、クリフォードのほうを向いた。

「──天空神に嫌われているのは、殿下ではなく、私かもしれませんが」

　意味だけを捉とらえるなら、がっかりしている風に聞こえる言葉。だけど、全然そういう感じじゃない。むしろ……？

「クリフォードが？」

「もしそうだとしたら、殿下はどうなさいますか？」

　どう……？

　私は首を横に振った。

「どうもしないわ。三の目が出ないことが、少し悔くやしいだけね」

「……そうですか」

　クリフォードは薄く笑った。

「──とにかく、天空神がどうであろうと、一度くらい、三の目が出てもいいと思うのよ」

　常識的に考えて、天空神云うん々ぬんより、サイコロなんて、運と確率！

　な・の・に、十回中ゼロっていうのはあり得ない。ローザ様を疑いたくはないんだけど……だけど、サイコロに仕掛けが施ほどこされてるとか、ないよね？　一見素しろ人うとには気づけないような巧こう妙みようなやつ！　ローザ様、私の心が薄うす汚よごれていてごめんなさい！

「殿下。サイコロをお貸し願えますか？」

　やっぱりクリフォードもこのサイコロを少し不審に思ってる？

　差し出された大きな手に、つまんで持ったままだったサイコロを置く。でも、サイコロを手にしたものの、ほんの数秒でクリフォードはそれを私に戻した。

「どうぞ」

　戻されたサイコロをまじまじと見つめてみる。うーん。貴賓室にあるだけあって、精せい巧こうに作られた三面のサイコロですね！　そして、晴はれ渡わたった空の色をしている。『空』に因んで三面のサイコロはどれも青系統のものが多い。

「……もう一度だけ、振ってみることにするわ」

　いざ！　十一回目。

　気合を入れ、軽いサイコロを机に向かって一投。息を吞んで行方を見守る。

　サイコロが、止まった。上──左右に見える目は、一と、二。

　てことは、底面は──。

　震える手でサイコロを持ち上げて、自分の目でも底面を確認。

　そこに刻まれている数字は三。

　三の目がついに！

　思わず、飛び上がって喜びそうになって、自重した。私は王女、私は王女っと。仕切り直しで扇をバサッと開く。

「……クリフォード。三の目が出たわ」

「はい」

「……あなた、何かしたのではない？」

　三の目が出たのは嬉しいけど、私の薄汚れた心はこの期ごに及およんでも健在！　サイコロ自体に仕掛けがあって、あの数秒の間にクリフォードが何かしたんじゃないかなあ、とか！

「──願っただけです。三の目が出るように、と」

　忠実なる護衛の騎士は、そう言って頭こうべを垂たれた。







「皆様がた、こたびは、我が準舞踏会へようこそ──」

　シャンデリア、綺き麗れいだなー。さすが『天てん空くうの楽らく園えん』名物の一つ。

　高い天てん井じように連なった美しいシャンデリアは圧巻。一灯だけで大小何百という蠟ろう燭そくが立っている。その幾いくつかには、既すでに火が灯ともっていた。ただ、惜しいかな。まだ日中。本日の準舞踏会は午後の三時から始まって夜の十一時に終わる予定。蠟燭の明かりが幻げん想そう的てきな本領を発揮するのは日が沈しずんでから。

　何を隠そう、夜からの開催が許されているのは舞踏会のみ！　深夜から明け方まで。

　夜の娯ご楽らくとして、そして権力を知らしめるため開かれるようになったのが舞踏会。だけど、舞踏会が開かれ出した初期は、いかんせん蠟燭代が高かった……！　質の良い蠟燭を盛せい大だいに消費して、夜よる中じゆう踊おどり明あかせる財力を持つのは国王ぐらい。

　でももちろん貴族だって舞踏会は開きたい。経費削さく減げんのため、諸貴族は昼間から舞踏会を開始し、夜の蠟燭消費時間を減らすことにした。そうしていつしか、日が高いうちから始まる貴族主催のものは、準舞踏会として区別されるようになった。蠟燭代が関係なくなり、『天空の楽園』のような貸出ホールなんてものが利用できるようになっても、この二つの区別と、開始時刻の違いはいまでも続いている。

　シャンデリアに見とれながら、ゆっくりと、『黒こく扇せん』で顔をあおぐ──ことはできなかった。開幕のダンスに備え、扇を会場の給きゆう仕じに一時預けようとしたら、明らかにほんの一瞬だけど怯ひるんだ様子だったので、かわりにクリフォードに持ってもらっている。平気な人に預けるのが一番だと思うんだよね！

　手元にないものは仕方ないので、あおぐのは諦あきらめ、純エスフィア風──王城の大回廊に雰囲気としては一番近い──に統一された『天空の楽園』の広間で、ローザ様の挨拶に耳を傾ける。

　招待客が集まり、開始時刻になったら、主催者の挨拶で準舞踏会の幕は上がる。

　規模によっては会場に数千人もの出席者がやって来ることがあり、こうなると、さすがに主催者が出席者全員に声をかけるわけにはいかない。一言も話さない人もこれで勘かん弁べんね！　て意味での挨拶でもある。

　そしてその挨拶の最さ中なか、出席者たちが広間のどの辺に立っているか、誰と一緒にいるかで、階級や派は閥ばつや人間関係がだいたい推測できてしまう。

　基本的には、挨拶をしているローザ様が立つ場所に近いほど、上位の階級、権力などを持つ重要な人物。遠く、広間の隅にいるほど、末まつ端たん、ということになる。

　お互いの立ち位置を理解し合った上で、出席者たちは互いの陣じん地ちから全体の顔ぶれを眺ながめ、準舞踏会が始まったらまず誰に話しかけるか、虎こ視し眈たん々たんと狙いを定めている。逆を言えば、主催者の挨拶前は、身内同士での雑談に徹し、本命への接触は控える。

　新たな人脈、コネ作り。敵の動向を探るため。派閥の確認。情報収集。結婚相手や、一夜の恋人を求めて。

　目的は様々ながら、欲望渦うず巻まく、まさに血の流れない戦場……！　それが準舞踏会！

　そして開幕のダンスに備え、広間中央はあらかじめ開けられている。

　私がいるのはいわゆる王族用の席。最上位の位置。

　そして、傍かたわらにはデレク・ナイトフェロー。当初の予定では、エスコートは受けても、広間に到着後はシル様と離れるはずだったんだけど、こうなったら開き直ってしまえ！　てことで、シル様も王族用の席に。

　エスコートだけならともかくこの場でも一緒にいるってことで、招待客の間で多種多様な憶測が生まれている模様です！

　あと、開幕のダンスをどうやら私とデレクが踊るらしいってことが伝わって、それも話題になっている。

　デレクが私の傍らにいるのは、もちろんその開幕のダンスの相手だから。ローザ様の挨拶後に、私とデレクのダンスが始まる。

「──本日は、私なりに、趣しゆ向こうを凝こらした準舞踏会にしたいと思っております。まずは私の挨拶などは終わりにして、開幕のダンスを！」

　新緑色のシンプルなロングドレスを翻ひるがえし、ローザ様が高らかに告げた。楽団が演奏を奏かなで出す。

　──う！

　一瞬、私の身体は硬こう直ちよくしてしまった。この曲は……！

　忌いまわしき初舞踏会の日。調子こいた私が己おのれの愚おろかさを実感したときに演奏されていた舞ぶ曲きよく！　人気の宮きゆう廷てい舞踏曲と比べると、マイナーともいえる『高こう邁まいなる舞ぶ曲きよく』！

　よりにもよって、なんでこの曲なんですかローザ様ー！

　一応踊れるようになってもこの曲だけは避けていたのに！

　でも、何故かこの曲が流れて、緊張したのはデレクも同様のようだった。……ていうか、広間全体？　招待客たちに走った空気が、それを物語っている。

「まったく……」

　苦い顔で呟つぶやくと、デレクがため息を吐はいた。

「どうやら、レディントン伯爵はあの日の再現をするおつもりのようだ」

　あの日の再現っていうと……。さすがに私もわかる。

「わたくしの初舞踏会の日を？」

　これしかない。

「ええ。わたしの破は滅めつをお望みらしいですよ。いや……どちらでも構わないのか。興味本位、というところでしょうね。……どちらへ転ぶかの」

　でも、デレクの発言が意味不明なんですけど！

「──参りましょうか？　オクタヴィア様？」

　気を取り直したようにデレクが言い、私たちは広間の中央へ躍おどり出た。
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　曲に合わせ、オクタヴィアとデレク・ナイトフェローが動き出した。

　招待客の多くが、思おも惑わくを持って二人の様子をつぶさに見守っている。

　彼らに注意を払はらいつつ、『主しゆ』であるオクタヴィアに視線を定めていたクリフォードは、近づいてくる気配へ目をやった。

　準じゆん舞ぶ踏とう会かいの主しゆ催さい者しやである女おんな伯はく爵しやくローザ・レディントンが歩みを止める。彼女はオクタヴィアによって王族席へ招かれていたシル・バークスの傍かたわらに立つと、広間で開幕を飾かざるに相応ふさわしい踊おどりを披ひ露ろうする二人に見入った。

　しばらくしてから、バークスへと話しかける。

「素す晴ばらしいことですわね。──けれど、ダンスの名手として知られるバークス様であれば、また違った華はなを開幕のダンスにそえてくださったでしょうに」

「いえ、おれなど……」

「謙けん遜そんなさっているのかしら。それとも……貴き賓ひん室しつでのご様子からすると──そんな顔をなさらないでくださいな。苛いじめたいわけではありませんわ」

「……すみません」

「バークス様は、正直な方」

　間が空き、今度はバークスが口を開いた。

「──レディントン伯爵は、何な故ぜオクタヴィア様に開幕のダンスを望まれたのですか」

「我が準舞踏会にバークス様が出席するのを黙もく認にんする交換条件として？」

「そうです」

「深刻なお顔ね。……滅めつ多たにこういった催もよおしにお出いでにならない殿下ですもの。嬉しくて年とし甲が斐いもなく開幕のダンスをお頼いしてしまいましたのよ」

　よどみなく返された答えは、実際の理由とは異なるだろうに、まるでそれが真意であるかのように聞こえる。再度何か言いかけていたバークスが、口を噤つぐむ。

　小さく笑うと、女伯爵はクリフォードのほうに向き、水を向けてきた。

「……そういえば、アルダートン様も候補のお一人でしたわね。どのようにお思いに？　何より、殿下ご自身がダンスのお相手として望んでいらっしゃったのはアルダートン様。あの後、殿下が何度か『空』に尋たずねられ、あなたがサイコロに触ふれた直後に三の目も出たとか。もし──天てん空くう神しんが私たちに回答をくださる前にそうしていたら、殿下の望み通りになっていたかもしれませんわ」
















　探さぐるかのような視線に、口を開く。

「天空神がお選びになられたのは私ではありませんでした。ならば、それが正しいのではありませんか」

「あなたはデレク様……ナイトフェロー次期公こう爵しやくが、殿下と踊るに相応しかったとおっしゃるのね？」

　一から三の目までしかない三面のサイコロ。何度か振れば、三の目が出るのは当たり前のことだ。しかし、この女伯爵が言いたいのは、そういうことではないだろう。

　貴賓室に用意されていたのは、三の目が出ないサイコロだったからだ。

　これは、お前が三の目を出るようにしたのだろう、という確認の会話だ。あるいは、オクタヴィアがどこまで了りよう承しようしているかどうかの。

　──『空』に尋ねる、とはよく言ったものだ。

　作さく為い的てきなものを多分に含ふくんでいようとも、天空神の意を名目に、暗あん黙もくの了りよう解かいがまかり通る。一か二か。デレク・ナイトフェローか、シル・バークスか。

　仮に、ローザ・レディントンに真しんに『空』に尋ねる意図があったとして、彼女がサイコロに委ゆだねたのは、この二択だ。

　最初からクリフォードは選択肢に入っていない。

　開幕のダンスにオクタヴィアを引き出し──国の第一王女が両者のどちらと踊ることになるか。

　遊戯室で、この女伯爵は、誰か一人にしなければならないのならバークスを選ぶと故こ意いに己の意を述のべた。しかし、この二人ならばどちらでも構わなかったはずだ。もしくは、だからこそどちらが良いか迷ってはいたのか。

　一か二か。重要なのは、サイコロを使うことでその答えが天空神のくだしたものとなったことだ。

　──女伯爵の決定ではなく。

「私は天空神に拒こばまれていた、ということでしょう」

　そのままの言葉の意味で取られても構わなかった。好かれているよりよほどいい。

　女性らしい、転がるような笑い声があがる。それは、『高こう邁まいなる舞ぶ曲きよく』に溶けて消えた。

「そうねえ。養子とはいえ、あなたもアルダートン伯爵家の方。オクタヴィア殿下が許そうとも、天空神はお許しになっていない──。そういう見方もできるのかしら？」

「……許す？」

「天空神に祝福された王族──王に逆らうことは、天空神に逆らうことと同じ。そう思いませんか？　バークス様」

　傍らのバークスから漏もれた呟つぶやきに対し、女伯爵が言葉を紡つむぐ。

「エスフィアのかつての輝かがやかしき王、ウス王が即そく位いした数カ月後に、反はん旗きを翻ひるがえした貴族がいたのはご存じ？　もちろん、その目もく論ろ見みは失敗しましたけれど」

　バークスの首が横に振られ、視線と問いはクリフォードへ戻った。

「では、アルダートン様は？　その貴族の名を？」

「存じています。アルダートン伯爵家です」

　当時のアルダートン伯爵が貴族内で中心となり、即位したばかりの若きエスフィア王に反旗を翻した。後世では、失敗に終わったと記されている歴史だ。

　だが、失敗か成功かでいえば、成功だったのだ。目的は達成されている。

「一時はウス王に位を剝はく奪だつされ──本来なら途と絶だえてもおかしくないところを、主おもに武ぶ勲くんによって返かえり咲ざいたのがアルダートン伯爵家。それを妬ねたんだ者たちが言い出したそうです。伯爵家といえど、所しよ詮せんは天空神に見放された者たちだ、と。男子が滅めつ多たに産まれないこと。……これまで、王族を守る護ご衛えいの騎き士しを候補として幾いく人にんも送れど、実際にアルダートン伯爵家から選ばれた者がいなかったことも、そういった声を助長していたようですわね」

　ところが、ともったいぶった調子で女伯爵の話は続けられた。

「オクタヴィア殿下は、アルダートン様を護衛の騎士に任じましたでしょう？　イーノック陛へい下かはアルダートン伯爵を先のサザ神しん教きようの信しん徒ととの戦いで重ちよう用ようしていたとはいえ──私のような頭の堅かたい一部の貴族は、とても驚おどろきましたのよ」

「──殿下には感謝しております」

「戦いくさでは活かつ躍やくしても、王城での役職から遠ざけられていたアルダートン伯爵家にとっては、居場所を得たようなものですものね。……ふと思ったのだけれど、アルダートン様は、伯爵家に加わることへの恐おそれはおありにならなかったのかしら？」

「恐れ、ですか」

　馬鹿馬鹿しい。

「天空神に見放された伯爵家。気にする者は、気にするでしょう？」

「レディントン伯爵は気になさいますか」

「私は小心者ですもの」

「いち平民であった私には与あずかり知らぬ話です」

「まあ。知らなかった、と？」

「ええ」

「いまは貴族の世界に触れたはず。知らぬ話ではなくなったでしょうに。ましてや、あなたは当事者となったのですもの」

「平民が伯爵家へ受け入れられた僥ぎよう倖こうの前には、実害のない噂うわさなどかすみます」

「──実害のない噂。殿下から『黒こく扇せん』を託たくされているアルダートン様がおっしゃると……説得力がありすぎるほどかしら」

　女伯爵の視線が、クリフォードの手にある『黒扇』へ注がれる。

「あの、レディントン伯爵」

　だが、呼びかけられ、シル・バークスへと顔を向けた。

「何でしょう？　バークス様」

「私見ですが、アルダートン伯爵家が天空神に見放されているのなら、今日まで残っていないと思いますし、オクタヴィア様が踊る相手を決めるため、サイコロを振ったときだって、あのときこそ三の目は出ませんでしたが──その」

「あら」

　一定して微笑ほほえみを湛たたえていた女伯爵の容かんばせに、愉たのしげな色が加わった。

「怒おこっていらっしゃる高貴な方が誤解してしまいそうですわね。バークス様は、アルダートン様に肩かた入いれしているご様子。──もしや、以前からのお知り合いなのかしら？」

「……そういうわけでは」

「まあ。それなのに、先ほどのお言葉を？」

「お話ししたのは今日が初めてです。おれは、アルダートン様はオクタヴィア様の護衛の騎士ですから、信しん頼らいできる方だと……」

　話し振りはどこかぎこちない。命の恩人だからだ、と本当は言いたいのだろうか。

　クリフォードは自分へと物言いたげにしているその姿を改めて視界に入れた。

『その……アルダートン様は、四年前に、おれの命を救ってくれた方、ではないでしょうか？』

　馬車の中で投げかけられた問い。

　榛はしばみ色いろの瞳ひとみには、いまだに疑念が浮かんでいる。

　否定されてもそれを信じてはいないのだ。クリフォード・アルダートンは、四年前に出会った命の恩人と同一人物ではないのかと。

　──顔を見られたのが失敗だったのか。

『主』から『従じゆう』へ。かつて受けた、幾いくつもの命令の中の一つ。命じられ、ただ無感情に助けた少年。その後に関わることなど想像していなかった。

　あの命令がなければ──。

「ナイトフェロー次期公爵が摑つかむのは、栄光のほうかしら」

　呟つぶやきが耳に届く。開幕のダンスを見守る招待客たちが、驚きを露あらわにしていた。

　オクタヴィアたちのダンスの様子は、変化していた。両者──特にデレク・ナイトフェローのほうが砕くだけた雰ふん囲い気きでオクタヴィアに接している。

　わずかに、クリフォードは目を細めた。

「……あなた自身のご意思は？」

　踊る二人を見つめながら、ローザ・レディントンが口を開いた。無言のクリフォードへと、言葉を重ねる。

「殿下が『空』に尋ねられたとき、どの目が出れば良いと？　アルダートン様は、殿下の開幕のダンスのお相手を務めたかったのかしら？　それとも──」
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　悪夢の『高こう邁まいなる舞ぶ曲きよく』に合わせて踊おどる。自分でも、最初はちょっと動きが硬かたかったと思うけど、デレクは上う手まくこちらをリードしてくれた。

　さすがはおじ様の息子むすこ！　次期公こう爵しやく。社交の一いつ環かんであるダンスの技量も標準以上！

　──が、超優良物件の美形とダンスをしているはずなのに、お互たがいの間に流れる空気は緊きん張ちよう感かんありまくりです！

「──デレク様。先ほどの破は滅めつ、というお言葉。あれはどういうことです？」

　考えた結果……私の気のせいでなければ、もしや私と踊ると相手が破滅すると思われているんじゃないかって恐おそろしい疑念が出てきたんですけど！

　デレクが意外だ、という風に瞬まばたきした。

「それをわざわざ──」

　言いかけて──思い直したように、口を閉じる。少し経たってから、再び口を開いた。

「──破は滅めつか栄光か」

　オクタヴィア様と踊る相手にもたらされるのは、このいずれかでしょう？

　あくまでも爽さわやかに、デレクは言ってのけた。

「一度目は、オクタヴィア様が初舞ぶ踏とう会かいに出席した日。当時羽は振ぶりのよかった──裏でいろいろとあくどいことをしていた男で、ただし証しよう拠こがなく、泳がせているしかなかった商人です。その息子が、ダンスという晴れの舞ぶ台たいでオクタヴィア様に徹てつ底てい的てきにやり込められた。罪のない子どもの所業だからこそ黙もく認にんされたことです。しかしあれを貴族たちは、王家がはっきりと意思表示をしたと解かい釈しやくしました。さて、商人がどうなったか……？　オクタヴィア様は当然、おわかりですね」

　ちょっと待った──いま明かされる衝しよう撃げきの事実……！

「あれは……」

　二の句が継つげない。ただ私のダンスが下へ手たくそなだけだったのに、王家の意向だなんてミラクルな受け取り方をされてた……！　なんか『黒こく扇せん』のときと似てない？

「これがオクタヴィア様がもたらした一度目の破滅です。もっとも、ご存じのように、大たい抵ていの人間は時の経過と共に忘れました。肝かん心じんのオクタヴィア様が公おおやけの場でしばらく誰だれとも踊ろうとしなかったからです」

　うん！　必死こいて並のレベルになるべくダンス練習をしていたからね！

　しかし、と口元の笑みを完全に消してデレクが続けた。

「次にオクタヴィア様が踊った相手も、失しつ脚きやくしました。このときはやり込めることはせず、問題なく踊っていましたが……。そういった事例が何度か続き──ごくまれに、異例の成功を収める者が現れる。あなたと踊った者は例外なく、破滅か栄光か、どちらかを摑つかむ。それが通説になりました」

　そんな通説いらないよ！

「──破滅のほうが多いですがね。不思議と、穏おん便びんに済む──現状維い持じをする者は一人もいない。いまのところ、例外は、セリウスや、アレクシス殿でん下かですか」

　な、長年の疑問が解けた……！

　私って、王女の割りに、舞踏会に出ても滅めつ多たにダンスに誘さそわれなさすぎると思ってはいたんだよね……！　ダンスへの苦手意識は残ったままだから、誘われないのはむしろよかったんだけど！　アレクと踊ってれば楽しかったし！

　ただ、てっきり初舞踏会のときのダンスの下手さ。あのインパクトのせいかと！

　ある意味そうだった……。でも明後日あさつての方向から忌き避ひされてた……！

「わたくしをダンスに誘う殿との方がたが少ないのは──」

　踊ると破滅すると信じられてるから……。いままで踊った相手の絶対数が少ないこと自体も「そんな馬ば鹿かな！」としか言い様がない悪あく循じゆん環かんに一役買ってるのかも！　毎回舞踏会で三十人とか、大人数と踊っていれば……！

　デレク越ごしに、こちらを見守る広間の人々の様子が目に入った。イケメンや美少年が、不安げだったり、心配そうな視線をデレクに送っているのも、これのせいだ。

　うん、通説は現在進行中ですね！

　貴き賓ひん室しつでのシル様とデレクの反応もまさに……。ん？　このことを、もちろんローザ様は知っていたはず。で、交こう換かん条件に私に開幕のダンスを希望したってことは……。ローザ様は信じてた？　信じてない？　どっち？

　にっこりとデレクが微笑ほほえんだ。

「破滅させられるのを望む者はいませんからね」

「まるで、わたくしが破滅させているような物言いは止めてくださる？」

　きっちり訂てい正せいしておかないと！　舞曲のステップを踏ふみながら、私は一息に言った。

「──デレク様。わたくしと踊ったからといって、踊った方が破滅するなどということはありません。その逆も。わたくしとダンスをしたか否いなかではなく、その方にいずれかの道を辿たどる原因があったのでしょう」

　ヤバい！　きちんと言えたのはいいけど、主張するのに気を取られて、ステップが乱れた！　デレクの足を踏みそう！

「まあ、そうですね」

　ひょいとデレクが私の足をかわした。こればかりはデレクへ感謝！

「切せつ羽ぱ詰つまった者が、藁わらをも摑む思いでオクタヴィア様にダンスを申し込む、という例もありましたし。そのときもオクタヴィア様は笑顔で応じていましたね。その者は社交界から完全に姿を消しましたが。ただし、同じ状じよう況きよう下かにおいて、栄光を摑んだ者もいる。──ウィンフェル子し爵しやくのことはどうご説明を？」

「──ダンスの申し込みを受けたのをきっかけに、少々、わたくしが彼に手を貸したのは事実です」

　ていうか、手を貸さずにはいられなかった。

　デレクの言うウィンフェル子爵とは、ヒューイ・ウィンフェルなる青年のこと。

　見た目も中身も好青年で、相思相愛の、シシィ・レウレーという可か愛わいい婚約者がいる。シシィは女の子だよ！　ここ重要！

　ヒューイとシシィ。この二人は、エスフィアの貴族社会における、貴重な……貴重な恋愛関係のもとに婚約にいたった男女。

　でもこの二人、婚約するまではいろいろと障害があった。

　双そう方ほうの想おもいにはまったく問題なし。シシィはヒューイにずっと片思いしていたし、ヒューイも、他に男の恋人がいたりなんてことはなく、シシィのひたむきさにＫＯされて、シシィを溺でき愛あいしている。羨うらやましい……。

　が！　外野がうるさかった。

　ヒューイに片思いをしていた人物がもう一人。

　とある侯こう爵しやく家けの次男。彼にとってシシィは憎にくき恋こい敵がたき。シシィがいなければ、ヒューイは自分のものになると思ったらしく、あの手この手で子爵家に圧力をかけた。この発想、なんでそうなるのかいまもって疑問なんだけど──とにかく、彼はそれを信じて実行した。

　このままではヒューイは侯爵家の次男と婚約しなければならない！

　追い詰められたヒューイは、舞踏会で、私にダンスの申し込みをした。

　いまになって、納なつ得とくしたよ……。あのときのヒューイ、もんのすっごい悲ひ愴そうな感じで申し込みをしてきたんだよね。

　王女を誘うことに対してだろうって思ってたんだけど、あれ、違ちがってたんだ……。

　ヒューイにとってはまさに追い詰められた崖がけっぷち状態にいたが故ゆえのこと、だったのか……。このままだとどうせシシィを失って不幸一直線。なら、私と踊って王女との繫がりを得ようっていう大勝負だったんだね……。それで破滅しても、これ以上ヒューイにとっては悪い事態にはなりようがなかったわけかあ。

　でも、そのダンスをきっかけにして、ヒューイの事情を知った私は、ヒューイとシシィの後あと押おしをすることにした。王女権力フル活用！　……ちょっとやりすぎたくらい。

　ただし、二人は無事婚約したし、おかげで私も、シシィとは得がたい友達関係に！　きゃぴきゃぴした手紙のやり取りをする仲！　私は城をあまり出られないし、シシィも気軽に登城はできないから、あんまり会えないけどね！

「子爵とわたくしの友人のシシィのことは、デレク様の耳にも入っていたはず。貴族の間では一時期、二人の話題で持ちきりになりましたもの。愛し合う者たちを、醜みにくい嫉しつ妬となどという理由で引き離すのは愚おろか者もののすることですわ」

　これは男女間でも、同性同士のことでも同様です！

「──ウィンフェル子爵は、残念ながら親の代では没ぼつ落らくの一いつ途とを辿っていましたが、それは前代の王より理り不ふ尽じんな不興を買ったからとか。それが尾おを引き、王家とは長年距きよ離りのあった貴族です。しかし、子爵ながら広大な所領を有し、古参の貴族からの人望も厚い。彼が子爵位を継ぎ、オクタヴィア様の貢こう献けんもあって躍やく進しんしているのが、彼の現状ですね。──破滅ではなく、栄光を与あたえるに最適の人物です。……現に彼は、王族の中で、誰かを選ばなければならないとしたら、オクタヴィア様につくでしょう。ウィンフェル子爵の決断ならばと、情で動くような、貴族として本来は動かしづらい者たちも」

　私の眉まゆが自然と寄った。

　なんだか、打算でヒューイを助けたと思われてない？

　生あい憎にく、そこまで頭が回るほど、私は賢かしこくない！

「……デレク様は、兄上のご友人でしょう？」

「……ええ」

「わたくしは、ウィンフェル子爵の婚約者のシシィを友人だと思っています。友人の窮きゆう地ちを助けたいと思うのは自然なことではなくて？　デレク様も、兄上のことを兄上が第一王子だから、次期国王だからという理由で助けるのですか？　ただ、友人だからではなく？」

「……友人だからですよ」

　私の場合、数少ない幸せ男女カップルの恋を成じよう就じゆさせたいという打算ならぬ、邪じや念ねんはあったけどね！

　高難易度のステップを踏む時間が続く。その間に、私の頭も少し冷静になって、デレクが遠回しに仄ほのめかしたことの意味がはっきりわかってきた。

「破滅に自分は関係ないとか抜かしてるくせに、栄光のほうにはバッチリ関かん与よしてるだろ？」だ！　くだけすぎたけど、要はそういうことだとみた！

　ここはステップに集中していないと失敗しそうなので、『高邁なる舞曲』、ステップの第一の難所を越こえてから、私は口を開いた。

「……とはいえ、訂正いたしますわデレク様。ウィンフェル子爵の栄光に関しては、わたくしが関係していると認めましょう。彼が障害をはね除のけ、シシィと婚約したことを栄光と称しようすならば。けれど、他のことに関しては偶ぐう然ぜんです」

「すべてが偶然なら、いま殿下と踊っているわたしに降りかかるのは何でしょうか？」

「──あなたの破滅も栄光も、わたくしが決めることではありませんわ。わたくしは何もしていません」

　ため息交じりに吐はき出した。

　むしろ、私より、兄だよね！　兄の友人なんだから、たかが一回の私とのダンスより、兄の動向のほうが重要だと思うよ！　たぶんデレクにも影えい響きよう大だい！

「……そうだとすれば、あるいは、オクタヴィア様が『何もしない』からこそ、ほとんどの者が破滅したのかもしれませんね」

「…………」

　何もしないから……？　眉を顰ひそめてしまった。

「──今後わたしが破滅するにしろ、はたまた栄光を摑むにしろ、どちらも偶然、ということを了りよう承しようしました。オクタヴィア様」

　デレクはそう答えたんだけど……私の「破滅とダンスは無関係！」ていう真実を本当に信じてくれたのかどうかは、さっぱり不明。表情が完全に社交用のものだったし！

　んー。でも、待てよ？　踊りながらデレクを見上げる。

「……デレク様、一つ疑問があるのですけれど、答えてくださいます？」

「何なりと」

「わたくしと踊れば、破滅するかもしれないとお思いになっていたのなら、何な故ぜ踊ることにしたのですか？　ローザ様と取引をしたわたくしはともかく、デレク様はこのダンスを断ることもできたはずでは？」

「栄光が訪おとずれるかもしれないでしょう？」

　私は冷たい視線をデレクに送った。心にもないことを言っているのが丸わかりすぎる！

　一番考えられるのは──。

「シル様のためですね？」

　今度はデレクもちゃんと答えた。

「それも多少はありますが……一番大きい理由は、わたしにも利点があったからです」

「……利点？」

「ええ。オクタヴィア様。個人的に、あなたと内密にお話ししたいことがありました。──ところが、あなたとわたしの立場上、それはなかなかに難しい。ですから考えてみれば、わたしが開幕のダンスのお相手になったのは悪くないんですよ」

　──公の場で、誰に邪じや魔まされることもなく、堂々と二人だけで話すには。

「天てん空くう神しんが与えてくれたこの機会に感謝しなくては」

「デレク様がわたくしに内密のお話？　どんなお話なのか、想像ができないのだけれど」

　幼少期はともかく、ほとんど接点もないもんね。

「で、しょうね」

　デレクが手を取って、私の身体を引き寄せた。

　爽やかな笑顔でもない、社交用の表情でもない、素すに見えるデレクが、言葉を紡つむぐ。

「オクタヴィア様は、記き憶おくにおかしなところはありませんか？」

　記憶……？　まさか前世のことを言っている？

　あり得ないと思いつつも、つい、警けい戒かいしてしまう。すると、デレクが苦く笑しようした。

「言い方が曖あい昧まいでしたね。たとえば──あなたとセリウスの関係がこんな風になる前──子どもの頃のことは、きちんと覚えていますか？」

　──あの頃の、セリウスとのことを。
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　兄の子どもの頃？　で、兄きよう妹だい関係について？

『高こう邁まいなる舞ぶ曲きよく』は緩かん急きゆうの差が激しい曲。山と谷が曲の終しゆう了りようまで続く感じ。谷部分は基本のステップの繰くり返かえしで、ゆったりとした時間が続く。

　そして現在は谷。

「……………………」

　足元への注意を少々おろそかにして、私の頭の中では「？」マークがたくさん浮うかんでいた。私の沈ちん黙もくが異様に長くなったのはそのせいなんだけど、これまでとは少し様子の異なるデレクは、真しん剣けんな面おも持もちで提案してきた。

「──少しばかり腹を割ってわたしと……いえ、おれと話すことはできませんか？」

　デレクが私の前で自分のことを「おれ」と言ったのは、幼少期以来だった。

「おれはただのセリウスの友人として、オクタヴィア様はただのセリウスの妹として」

「……お互たがいに噓うそ偽いつわりは厳禁ということかしら」

「ええ。おれも正直に話しますよ」

「それは良いことだわ」

　乗った！　裏を読むとか、探り合いとか、そういうのに神経をすり減らす必要がなくなるってことだもんね！

　噓偽りなし！　正直に！　こういうフレーズ大好き！

　──真面目な話、兄関連のことなら、私にも降りかかってくる事こと柄がらかもしれない。

　これこそがデレクにとっては本題、という雰ふん囲い気きもある。でも、だからこそ、デレクがいまさら子どもの頃のことなんて持ち出してきたのが謎なぞだったりする。

「さっそくですが、先ほどのおれの質問にお答え願えますか？」

「……子どもの頃のことも、兄上とのことも、覚えているわ」

　記憶喪そう失しつじゃあるまいし。

　すると、デレクは過去に起こったある出来事について、真剣な顔つきで言げん及きゆうした。

「セリウスとの関係や──おれにいじめられていたことなどは？　おれとセリウスが取っ組み合いの大おお喧げん嘩かをして……」

「忘れるはずがないでしょう？」

　この恨うらみ、晴らさでおくべきか！　私は根に持つタイプ！　やられたことは忘れない！　幼少期、デレクにいじめられたこともバッチリ覚えていますとも！

　……といっても、生まれたときから私の精神年ねん齢れいは十八歳なわけで、精神的なダメージはまったくなかったんだけど。

　だって十歳の子どもデレク対中身十八歳のオクタヴィア六歳じゃあ、私が反則勝ちしているようなもの。いじめによる肉体的な怪け我がなんかもなかったし──あ、まさに、デレクの言った、兄とデレクが取っ組み合いの大喧嘩をしたっていう話。

　きっかけになったのは、私がデレクに転ばされたことだったっけ。

　本当は、華か麗れいに避よけるはずが……！　そして立ち去るはずが……！

　──片かた膝ひざをちょっとすりむいてしまった。

　あれが最初で最後の、デレクのいじめによる怪我らしい怪我。

　すりむいただけでも怪我は怪我だったので、保護者であるおじ様の雷かみなりがデレクに落ちて、そのときを境にデレクのいじめもピタリと止んだ。おじ様と兄の立ち会いのもと、謝罪と一応の和解が行われた。

　──そして、いまでは精神年齢という、私のアドバンテージも失われて久しい。

　デレクはいまたしか……二は十た歳ちぐらい？

　だけど、私の精神年齢は変わらず十八歳のまま。

　……オクタヴィアとして十九歳になったら、心も成長できるのかな。

　たまに、ちょっと考えちゃうんだよね。もし、私が成人して、結婚して、子どももいるような、そんな年齢で死んでオクタヴィアとして生まれ変わったんだったら。

　ちゃんと私は大人で、もっと上手くやれていたんじゃないかなって。

「けれど……おじ様をとってしまったことは、わたくしも反省しているわ」

　ため息と共に、そんな言葉が、自然と私の口をついて出ていた。

　これも、上手くやれなかった部分の一つ。

　両親……父上たちとの関係が関係だったから、私、出会った当初から大だい好こう感かん触しよくだったおじ様に必要以上に懐なついちゃったんだよなあ……。

　ナイトフェロー公こう爵しやくであるおじ様も、王女を無む下げにできるわけもなく──。

　それを実子のデレクがどう思うかとか、身体そのままの子どもじゃなかったくせに、私の頭からはそういうところがすっぽ抜ぬけてた。たぶん、デレクを微び妙みように苦手に思ってしまうのも、心に残ったそういうしこりのせい。

「…………おじ様？」

　反省していると、愕がく然ぜんとしたような声が耳に届いた。

　意気消しよう沈ちんして心持ち下がっていた視線を上げれば、ふ、とデレクが噴ふき出しそうになっている。……何事？

「オクタヴィア様は、おれの父をおじ様と呼んでいるんですか？」

　は！　しまった！　おじ様呼びは、おじ様夫ふう婦ふと私の三人だけのときか、私の心の中で使っている呼び方だった！　……でもそこ？　真っ先にそこに反応するってどうなの？

「おじ様……」

　また呟つぶやいた側から、デレクが笑い出しそうになっている。

　あ！　デレクの楽しげな様子を見て、私のダンスに関する通説を信じているとおぼしき人々から、驚きよう愕がくや安あん堵どの気配が……！　デレクの破滅を望んでいる派とそうじゃない派がわかる！　通説、恐るべし……！　貴族の世界怖こわっ！

　そしてデレク！　まだ笑い出しそう！

　こうなると、しんみりとした反省の念はどこへやら、私もちょっとむっとしてくる。

　おじ様呼び、いいじゃない！

「……おじ様はおじ様よ。親しみを込めているの」

　むしろ、おじ様をおじ様と言わずして何と言うのか！

「親しみを込めるにしろ、そんな上品な呼び方があの父に合っているとはとても……おじ様ねえ」

　ウケてる。明らかにウケてるよ！

　ジト目の私に対し、笑いの発ほつ作さを抑おさえたデレクがようやく口を開いた。

「失礼。反省してくださっていたんでしたか」

「……そうよ」

　息を吐き出す。

「オクタヴィア様を可愛がったのは父の意思ですから、オクタヴィア様に非はありませんよ。不満があったにしても、悪いのは嫉妬していじめた未熟なおれです。他の方法をとることができたにもかかわらず、悪手をとりました」

「……兄上が心を砕くだいて──仲の良い兄妹になろうとしていたのに、わたくしが兄上との距離を保ったままだったこともデレク様は気に入らなかったのでしょう？」

　嫌いや味みを言ったり、一線を引いていた私に、あの頃の兄は根気よく付き合ってたもんなあ。

　兄が成長するにつれ、向こうも距離を置くようになって、いまの関係に落ち着いたんだけど。ただ、そんな兄を見ていたデレクからすれば、友人のムカつく妹だった私には腹が立ったと思う。

　デレクは幼少期からの兄の友人なわけで。

　……そう、そうなんだよね。

　──実は、密ひそかに不思議に思っていたことがある。

　曲は、谷から山へ。しかも『高邁なる舞曲』最大の山場。

　相手の動きに集中し、調子を合わせなければならない時間。いくら玄くろ人うとであろうとも、話している暇ひまもなくなる。私は言わずもがな。デレクも口を噤つぐんでいる。

　喋しやべったら舌を嚙かむこと確実だし。

　流れで身体が接近し、必然的に、見上げた顔も近くなった。

　じっと吟ぎん味みするように見つめる。デレクの端たん正せいな顔がちょっと強こわばった。それなのにイケメンだった。この、いずれは男とくっつく超優良物件め……！

　じゃ、ないや。

　そうじゃなくて、デレクの立ち位置といい、やっぱり、変なんだよなあ……。

　首を捻ひねるしかなかった。

　──デレク・ナイトフェローという名前の人物は、原作には出てこない。

　ところが、現実では、兄の友人。

　もっとも、兄の友人は何人かいて、その中には原作に出てきた人物もいれば、出てこない人物もいる。デレクは単に後者なのかもしれない。

　作中では書かれなかった名もなき脇わき役やくだったとか。

　……でも、デレクって、兄の友人として名前があがる確率が高いほうだと思うんだよね。『高こう潔けつの王おう』で登場していないことにこそ、違い和わ感かんがある。

　普ふ段だんはほとんど接触がないから意識していなかった不思議さを、改めて感じてしまう。

　……そうは思っても、答えは出ないんだけど。

　私は心の中でかぶりを振った。まずは目の前の問題。『高邁なる舞曲』最難関のパートを攻こう略りやくしなきゃ。開幕のダンスを台無しにするわけにはいかない。

　──そして、専念の甲か斐いあって、ノーミスでクリア！　達成感！

「おれがオクタヴィア様をいじめていたもう一つの理由ですが」

　山場を抜け谷部分へ入ると、デレクがさっそく切り出した。

「──確かに、気に入りませんでしたね。セリウスがあなたに友好的だっただけに」

　最大の山場であるパートの直前、私が発した問いへと答える。

「ですが、これで、おれとオクタヴィア様の記憶は一いつ致ちしていることがはっきりしました。……おれとセリウスの記憶は、食い違っていましたから」

　苦々しく、後半の言葉が付け足された。

「……食い違って？」

「あなたをいじめていたと怒いかり心しん頭とうでおれと取っ組み合いの大喧嘩をしたことも、つれない妹をあの頃可愛がっていたことも覚えていないんですよ、セリウスは」

「子どもの頃の記憶を忘れることや、記憶が曖あい昧まいになることはあるはずだわ」

　デレクが短く嘆たん息そくした。小さくかぶりを振る。

「単にそれだけ、という風では……。まるで、そこだけごっそりと記憶が抜け落ちて、書き換えられているかのようでしたので。子どもの頃というよりは──オクタヴィア様、あなたとのことが」

「わたくしの、ことが？」

　瞬まばたきする。

「ええ。しかも、本人には自覚がない。子どもの頃の、あなた方ご兄妹の関係性を知る人間は、ごく少数です。幼少期から、第一王子と第一王女は疎そ遠えんで険けん悪あくな仲だった。それが認にん識しきとしてまかり通っています。真実ならおれも何も言いませんよ。しかし、当事者であるセリウスに加え、もしオクタヴィア様の記憶までおかしくなっていたら──」

「……わたくしは大だい丈じよう夫ぶよ」

　むしろ、忘れたいことまで覚えているほど。クソ忌いま々いましい記憶とか。

「──けれど、兄上の記憶を他者がどうこうすることなんて、可能かしら？」

　魔ま法ほうや魔ま術じゆつみたいな、不思議な力が存在するなら簡単なんだろうだけど、そういったものをこの世界で感じさせるのは『従じゆう』ぐらい。

　現実的に考えて──可能性があるとすれば催さい眠みん術じゆつ？

「可能かもしれませんよ。おれには、自然な現象だとは思えません。……セリウスが無意識に忘ぼう却きやくしたというのも考えにくい」

　最後は独どく白はくめいて聞こえた。何か、少なからず根こん拠きよがあるようにも。

「何な故ぜそう思うの？　それが嫌いやな記憶だったら、忘れたいものかもしれないわ」

「……あの頃のセリウスを覚えているからです。抱いだいていたはずの夢も。それが……記憶ごとなくなっていたのが、おれには衝撃でした」

　私よりデレクのほうが断然兄と親しい。

　そのデレクによると、何者かの手によって、兄は部分的に記憶をなくしている。

　子どもの頃の、私と関わった出来事を？

　───でも、そうだったとして、誰が、何のために？

　前世の記憶……既き読どく済ずみの『高潔の王』知識をもってしても、犯人の見当がつかない。

　原作小説では、セリウスに記憶障害があるなんていう過去はなかった。考え込んでしまう。俯うつむいた私に、デレクの声が降ってくる。

「……セリウスが心配ですか？」

「──兄上なのよ？」

　私は顔を上げた。

　そりゃあ関係はお世せ辞じにも上手くいっているとはいえないけど、カッチーンときたりもしたけど、憎んでいるわけじゃない。お世よ継つぎ問題がでーんと横たわっているせいで、何とも複雑なだけで。

「安心しました」

　たぶん、素すの笑みをデレクが浮かべる。

　デレクが知りたかったのは、私の反応？

「兄上を慕したう方々は、わたくしを敵視していると思っていたのだけれど」

　つまり、デレクも。

　いじめがなくなった後、エスコートの申し込みという今日の口こう撃げきまで、デレクに攻こう撃げきされたことはない。単に接せつ触しよくがなかったともいえるけど、こうしてデレクが私と話しているのは、要するに兄のため。好きか嫌きらいかでいえば、デレクも私のことは嫌いなほうじゃないのかな。

　デレクの浮かべていた笑みが苦笑へと変わる。

「まあ、それはおおむね当たりですね」

　ほらー！

「おっと、おれは敵ではないつもりですよ。……味方でもないかもしれませんが」

「あなたも兄上の友人なのに？　──この準舞踏会のために、シル様に協力したのは？　兄上にとっては、裏切り行こう為いに等しいのではないかしら」

「意見が違った場合に、賛意を示し、従うだけが友人ではないでしょう。友人だからこそ、逆らうことも必要なのでは？」

「シル様とわたくしが親しくなることについては？」

「……いいんじゃないですか？」

　あっさり。軽い。軽いよデレク！

「ただのデレクとしてはそう言えますよ。シルは、ずっとオクタヴィア様に話しかけたがっていたみたいですしね。そもそも、シルの個人的な交友を制限することはできません。ただ、シルがオクタヴィア様をエスコートしてこの会場にやって来るとはおれもさすがに想像していませんでした」

「あら、デレク様は、クリフォードもわたくしのエスコート役だったのをお忘れ？」

「……そうでした。アルダートンの存在も、セリウスにとっては悪印象なのがまた厄やつ介かいなところですね」

　デレクが思し案あん顔がおになった。

　兄が、クリフォードに悪印象？　んー。これも新情報だなあ。

　人材的には、むしろ実力登用を好む兄がスカウトしそうな感じなのに。

　奏かなでられている演奏曲の音が小さくなる。

　話している間に、残りの山を危なげなく越え、『高邁なる舞曲』は終わりに近づいていた。曲調がか細く、余よ韻いんを残すようなものへと変わってゆく。広間で、開幕のダンスを務めている私とデレクを見守る人々の姿が、視界に映る。

　デレクに片手を取られ、一回転。

　そして手を離して終了。奏でられていた音楽も止んだ。

　ここから、男同士や男女で、招待客たちも踊りはじめるんだけど──。

　私のダンスにまつわる心外すぎる通説のことが脳のう裏りをよぎった。

　あ、思いついたかもしれない。

　……うん。言うならいましかない！

　人々が動き出す前に、立っていた場所から一歩分だけ踏ふみ出だし、彼らへ向かって私は宣言した。

「──この場をお借りして、わたくし、皆みな様さまにお伝えしたいことがありますの」

　え……ひ、広間が急に静まり返ったんだけど？

　いや、しっかり聞いてもらえてるんだから、悪いことじゃないはず！

　言っちゃえ！

「わたくしと踊った者の大半が破滅する──そう思われているそうですね？」

　広間には大勢の招待客が大集合しているわけで。本日最大規模の数えきれない視線が。

　かぶりつく勢いで見られています！

　……こんなときこそ扇おうぎが欲ほしい。

　扇で顔の半分を隠かくして、ついでに視界も遮さえぎりたい。扇……！　私の最強の味方よ……！

　でもクリフォードに預けてるんだった……。預けて……。

　またしても、私は思いついた。クリフォードは同じ広間内に控ひかえているんだから、返してもらえばいいんじゃあ？　通説の件にかこつけて、現物を持って、『黒扇』についても「触さわっても問題ないよー！」って言えば一いつ石せき二に鳥ちようになりそう！　私も扇が手元にあれば安心できる！

　その場から、視線を巡めぐらせてクリフォードの姿を捜す。王族席は……と。

　目を輝かがやかせているローザ様や、私たちが踊り出す前はそこにいなかったおじ様の姿をローザ様の隣となりに発見。

　クリフォードもすぐに見つけることができた。

　濃こい青い瞳ひとみと視線が合う。

「──クリフォード。扇をわたくしに」

　右手を差さし伸のべる。

　内心は滝たきの汗あせだけど、私は王女らしく微笑んだ。

　ドレス効果で余よ裕ゆう綽しやく々しやく……とまではいかなくても、それらしく見えたはず！
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「──は。御ぎよ意い」

　応えたクリフォードに、私へと集中していた視線がかなり分散される。

　扇おうぎ……『黒こく扇せん』を持ったクリフォードが歩き出した。

　妙みようにシンとしている広間内で、硬い靴くつ音おとが響ひびく。

　視線の数は、互いの距離が近づくにつれ、結局元に戻ってきた。

　私が伸ばしたままの右手を前に、クリフォードが歩みを止め、片膝をつく。

　……ん？　あれ？

　その体勢で、閉じた『黒扇』を両手で持ち、丁てい寧ねいに私へと差し出す。

　……間違ってない。間違ってはいないんだよ！

　これ──公おおやけの場で、臣下が主君に物を渡すときの正式な作法っていえば、そうなんだけどね！

　いかんせん、仰ぎよう々ぎようしい。

　簡略化されるケースがほとんどだし、そっちのほうでいいのに。

　いや、クリフォードってこういう伝統を重んじる性質タイプなんだっけ……。

　ほら、案の定、息を吞のんだ音が広間のどこからか聞こえてきた。

　……だよね！　こう、もうちょっと気軽に渡されるのを想像してたんだよ、私も！

「……クリフォード」

　小声で抗こう議ぎの意味を込めて呟つぶやいてしまう。

　クリフォードが同程度の声量で即そく座ざに答えた。

「このような場で殿でん下かの『黒扇』をみだりに扱あつかうことはできません。お返しするのですから、なおさらです」

　背が高いクリフォードだから、こうして私から見下ろす形になるのは新しん鮮せん。逆に、私を見上げたクリフォードが、さらに言葉を続けた。

　ほんの微かすかな間、その口元が歪ゆがむ。

「──私が殿下にこそお仕えしているのだということも、周知されましょう」

　周知？　末永く護ご衛えいの騎き士しとして私に仕えるってことがかあ……。

　確かに周知されてしまったほうがいいのかも。

　──それはそれとして。

　クリフォードが口にした言葉のある部分を私は繰り返した。

「わたくしにこそ？」

「はい」

　私にこそ……。

　たぶん『主しゆ』と『従じゆう』だからって意味もあるからなんだろうけど！

　わかっていても、なんとも乙女おとめ心ごころをくすぐられるフレーズ！

　だって、それって。

　まさに、騎士に傅かしずかれているというシチュエーションの賜たまものだった。
















「……まるで、あなたがわたくしのものであるかのようね」

　なーんて論理の飛ひ躍やくかつ、自じ意い識しき過か剰じようすぎる小こっ恥ぱずかしいことを、ここがどこかも忘れ、私は口走っていた。

　言った側から、我に返る。

　距離的に、デ、デレクには聞こえているかもしれないけど、い、一応小声でのやり取りだし、はっきり私たちが何を話しているか、聞き取れている人のほうが少ない……よね？　でないと羞しゆう恥ちで私の心が死ぬ！

「──ええ。殿下のおっしゃる通りです」

　しかも、こちらを見上げたまま本人が肯こう定ていしたものだから、恥ずかしさが半はん端ぱない！

　でも、私の『わたくしのもの発言』を聞いて、一いつ瞬しゆんだけど、クリフォードが面おも白しろそうに笑ったのを私はしっかりと見た！　からかいも交じっているような気がする……！

　真っ赤になりそうな顔を隠すためにも、さっさと扇を受け取ってしまおう！

　捧ささげ物もののように、私へ差し出されていた扇を手に取る。

　広間中の注目が、その一点に集まったのがわかった。

　片手でさっと開き、広げた扇を顔の前に持ってくる。

　ふー。羽根のふわふわもあいまって、落ち着く。レヴ鳥ちよう様々。

　たとえ『黒扇』という中ちゆう二に病びような名前をつけられていようとも、火ほ照てった顔を隠し、あらゆる視線をカットしてくれる重要アイテムが、この扇！

　扇ゲットで仕切り直し！

「ありがとう。──立って良いわ、クリフォード」

　跪ひざまずいたままのクリフォードに許可を出す。従ったクリフォードに、私は再度声をかけた。

「わたくしが話を終えるまで側に留とどまりなさい」

　私のダンスにまつわる通説と、『黒扇』について、ここで誤解を解いてしまおうっていう心づもりだけど、『黒扇』に関してはクリフォードがいるほうが話も早いんだよね。

　そして、私は正面──当初、話しかけていた招待客たちへ向き直った。

「お待たせいたしました、皆様。……ごめんなさい。わたくし、『黒扇』がないと落ち着かないのです」

　扇を軽くあおいでみせる。『黒扇』、と自分でも口にしたのは、あえて。

　視線の集中度は変わっていないけど、笑顔を浮かべる余よ裕ゆうも出てきた。

　うん、そうそう。朗ほがらかに言うべきだしね。

「──はっきりさせておきましょう。わたくしと踊った殿方が、それが原因で破滅することなどあり得ませんわ。もちろん、デレク様も」

　顔だけで、デレクのほうを向く。

「デレク様は、ご自分が破滅するとお思いかしら？」

「いまのところ、わたしにその予定はありませんね」

　デレクはにこやかな笑みを浮かべた。その返答を受け、

「──ね？」

　扇で口元を覆おおい、私は招待客へ王女スマイルで訴うつたえかけた。

　だいたいね、いままで誰と踊ったかなんて──初舞踏会のときや、相手がアレクだった場合はともかく──私、ほとんどの人のこと、はっきり覚えてません！

　──う、これは王女失格だったと思う。

　でも言い訳もしたい。だって、あれ、ダンスのときに自己紹しよう介かいとか一いつ切さいないんだよ？

　名札が欲しいっていつも切望してる！

　名前だけでも、顔だけでもダメ。両方一致させておくのは至し難なんの業わざ。

　重要どころはさすがに頭に叩たたき込こむんだけど、そういう人たちはダンスに誘ってくれないお約束！　……のくせに、ただの挨あい拶さつだけの人はひっきりなしに来るんだよね……。

　さすがに最初から知っている人なら忘れないけど、元々知り合いで同年齢の殿方にはダンスに誘われたことがなかったっていう……。

　それに、複数回踊った人なら、さすがに私も記憶に留めていると思うのよ。

　が、しかし──どの人も一回ぽっきり！

　私が覚えている人のほうが少ないのは、仕方ないといえないこともない……はず！

　ともかく、全員が破滅か栄光か、明暗が分かれているっていうのも変でしょ！　錯さつ覚かくや思い込みの可能性だって考えられるし！

　さらにいえば、人生は死なない限り続くんだよ？　浮うき沈しずみがあるのは当然！

　どん底から這はい上あがる人もいるし、頂点から転がり落ちる人もいる。

　だから、絶対なんて、ない！

「どうか、いらぬ心配などなさらぬよう。……わたくしと踊ったぐらいでどうして相手の方が破滅を？　──あるいはどうしてその逆を行くというのでしょう？」

　どちらも、と言いかけて、思い直した。ヒューイは、デレクによると、私とダンスをして栄光を摑んだように見えるらしいから……。

「わたくし、少なくとも、破滅に関与したことはありませんわ」

　これはまごう事なき真実！

　派は閥ばつや身分で固まっている招待客の面々が、近場の人々と顔を見合わせ出した。

　信じてもらえてない感がヒシヒシと……！

　ただ否定するだけじゃ払ふつ拭しよくできない？

　くっ。でも、当事者の私が否定しているのに……！　通説、強し……！

　ならこれでどうだ！

　私は言葉を重ねた。

「信用に足らないというのなら、わたくしと踊ってみれば良いのです。……どうぞお誘いを。その身で結果をお知りになることができるでしょう」

　何でもないってことがね！　こう言っておけば、これまで閑かん古こ鳥どりだった私へのダンスの申し込みも来るかも……！　偽にせとはいえ、恋人候補を探しにきているんだし、そのチャンスはいくらあってもいい！

「──ただし」

　これを言うのも忘れてはならない！

「エスフィアの第一王女である以上、わたくしも誰とでも踊るわけには参りませんけれど。……わたくしに足を踏まれたくはないでしょう？」

　王女なのに醜しゆう態たいを晒さらすのはＮＧ！　ダンスが上手い人を希望！

　そこのところを宜よろしくお願いします！

　本当は、これをそのまま伝えられたらいいんだけど、婉えん曲きよく表現を使うのが貴族社会の嗜たしなみなのが辛つらいところ。

　私はとっておきの王女スマイルを披ひ露ろうした。

　広間の中央で踊っていた私とデレクを中心に開いている空間。私から見て正面端に集まっていた人々が、呼応するかのように笑みを浮かべてくれた。成果を感じる。

　うん。ダンスにまつわる通説については、ひとまずこんなものでＯＫかな。

　あとは、と。

「……それから、この、『黒扇』についてもお伝えしておかなければ」

　一息に扇を閉じる。

「この扇は『黒扇』。そしてわたくしは『黒扇の姫』と呼ばれているのだとか。──素材にレヴ鳥の羽根を使っているがゆえに。はじめて目にして、驚おどろいた方もいらっしゃるのでしょうね？」

　閉じたままの扇を、胸の前で傾かたむける。

　開いていないと、視線に対してすごい無防備になるなあ……。

「レヴ鳥は、死の象しよう徴ちよう。不ふ吉きつの鳥と囁ささやかれています。ですが、こうして『黒扇』を持っていても、わたくしは無事ですわ。むしろ、わたくしを守ってくれているといえるほど」

　まさにいまも！

　私は扇を開いた。突つき刺ささる視線が扇バリアーで明らかに緩かん和わされた。

「これも、今後のわたくしを見守っていてくださればわかることです。生きることで証明いたしましょう」

　病気とか、不ふ慮りよの事故に遭あわない限り、死ぬ予定はない……と思うし、私が五体満足で長生きすればするほど、レヴ鳥への迷めい信しんもちょっとは払拭されるんじゃないかな。

　そして、ここで駄だ目め押おし！

「──もし、わたくしだけでは不安だというのなら、わたくしの護衛の騎士が死に囚とらわれるか否いなかでも、判断なさると宜しいわ」

　私は扇でクリフォードを示した。

　このためにクリフォードに戻らず留まってもらったんだよね。

「彼は、わたくしがいましがたこの『黒扇』を預けていた者です。レヴ鳥により死が訪れるというのなら、彼も同様でしょう。ましてやわたくしの護衛の騎士。あるとするならば、わたくしの次に、影響を受けやすいはず」

　一人よりは二人。判断するためのサンプル数は多いほうが良い。そして、本人がレヴ鳥の迷信をへとも思っていない！　これも大切！　巻き込んだのは後で謝あやまるよクリフォード！

「お話の途と中ちゆう、口を挟はさむことをお許しください」

　と、ここでローザ様から質問の声があがった。

「……ですけれどオクタヴィア殿下？　『黒扇』をご携けい帯たいされている殿下とは違い、アルダートン様は短時間『黒扇』に触ふれたのみ。殿下に比べれば、及およぶと考えられる影響は限定的ではありませんか？」

　クリフォードをサンプルに含ふくめるには説得力が弱いって指し摘てきだった……。

　あ、でも。

　私は扇を顔の前でゆっくりと振った。

　このふわふわ羽根の使つかい途みちは、何も扇だけではない！

「──いいえ。近く、クリフォードにはレヴ鳥の羽根を用いた剣けん用ようの飾かざり房ふさを与える予定です。わたくし同様、羽根を携帯することになりますわ」

　そうですの、とローザ様が柔やわらかく微笑んで頷うなずいた。

　私も頷き返した。締しめに入る。

「エスフィアの民たみが抱いだく、レヴ鳥への恐きよう怖ふが薄うすれることを願っています」

　王女教育によって習得した礼れい儀ぎ作さ法ほうを総動員して、一礼した。楽団に向かって、合図を出す。私が話し出して中断させてしまった流れを再開してもらう。

　間を置かず、宮きゆう廷てい舞ぶ踏とう曲きよくが奏でられはじめる。

　今度こそ、手に手を取った招待客たちが広間で踊り出した。







　──で、現在。

　男男や、男女が、密着しつつ楽しげにダンスに興じる中、私は王族席でひっきりなしに現れる招待客からの挨拶対応に追われていた。

　でも、普ふ通つうはここまで大人数じゃない。

　たぶん、招待客に新興貴族や、貴族ではないけど有力者、が多いせい。超のつく有名どころは、おじ様やデレクぐらい。それと変則的にシル様かな。

　私が覚えていないからだけじゃなく！　……見たことのない人々が多数を占しめている。

　そして、お近づきになりたい、身分が高い人物への挨拶は、まず身分が低い人が先に優先されるっていう暗あん黙もくの了りよう解かいがある。

　合理的な対処法なのかな？

　現に招待主であるローザ様、ナイトフェロー公こう爵しやくであるおじ様、その息子のデレクは人ひと垣がきに囲まれている。シル様も身分という意味では当てはまらないけど、兄の恋人という立ち位置でもって、高位貴族扱い。

　準舞踏会が進むと、高い身分の者同士でも派閥を越えて挨拶するようになる。

　基本的にはってことで、気にしない人もいるけどね！

　──ところで、いまだ、私へ挨拶しに来てくれる人の中に、ルスト・バーンらしき貴族男性の姿がない。

　……ダンスに、誘ってくる人も、いない！

　どうぞお誘いをって言ってみたし、私へのダンスの申し込みが殺さつ到とう……なんて、儚はかない夢だったか。足を踏むかもって付け加えたのが不ま味ずかった？

　失望を押し殺し、扇を盾たてに、笑顔を顔に貼はり付つけて、怒ど濤とうの挨拶攻撃を捌さばくことしばし。

　ようやく人の波が途と切ぎれた。

　あ、前方左斜ななめで美形な殿方同士がいちゃついてる！　私の腐ふ女じよ子しセンサーが目ざとく小反応した。

　──が、平常心をもってすっと目を逸そらす。私には（偽ぎ装そうの）恋人探しという目的がある。カップルが成立しそうな男たちはスルー対象！　萌もえより実じつ利り！

　それに、私のＢＬ的な嗜し好こうは、三次元より二次元。創作物が最大の妄もう想そう補ほ給きゆう源げん！

　ＢＬ本が恋しい……！　いや、三次元も遠くから眺ながめている限りはまだ萌える。でも生のＢＬが周囲に溢あふれすぎな状況下に十年以上置かれていると、さすがに慣れるっていうね！　純じゆん粋すいに喜んでいられる環かん境きようでもなかったし！　腐女子だからってホイホイ飛びついたりしない。ちょっとやそっとの三次元に踊らされることはないのだ！　……その分、二次元に弱くなったのはご愛あい敬きよう！

　にしても──。殿方は会場内に溢れるほどいるというのに、恋に持ち込めそうな出会いはいずこ？

　事務的な挨拶しかしていないという現実に、待ちの態勢を私は止めることにした。

　受け身じゃ駄だ目めだ。自分から行かないとね！

　ルスト探し──ルストじゃなくても、偽の恋人候補を探しに！

　と、奮ふん起きした私の耳に、聞き覚えのある声が届いた。

「ヴィア様！」

「まあ……シシィ？」

　淡あわいクリーム色のドレスを着た、同い年の少女。冷たい美人系の顔立ちで、艶つやのある黒髪に、アレクより濃い碧みどり色いろの目をしている。

　認めるのは癪しやくだけど、たぶん、私にダンスにまつわる通説があったおかげで友達になれた、シシィ・レウレー。彼女の姿がそこにあった。

　わーい、シシィだ！

　──シシィがいるってことは……。

「シシィ。殿下にいきなり話しかけるなんて、いくら君が友人であっても不敬だよ」

　婚約者であるヒューイ・ウィンフェルもやっぱりいた。
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「二人とも、相変わらずのようね」

　シシィは容姿から連想されるイメージと違って、中身はおとなしい文学少女なんだよね。

　彼女の生家、レウレー家は代々ウィンフェル子し爵しやくの所領に住む学者の家系で、博識な人々の間では有名だったらしい。

　研究内容は動植物について。珍めずらしい動物が、植物が──となれば、どこでも赴おもむく父親に連れられ、彼女は私と同い年にして隣りん国ごくのカンギナや諸国を訪れた経験がある。

　そんなシシィは、小説好きで、他国の書物にも詳くわしい！　複数の言語も操あやつれる才さい媛えん！

　カンギナに伝わる英えい雄ゆう譚たんが「お前のために死ぬなら本ほん望もうだ」「もはや、これが……愛なのか憎しみなのかわからない」と男同士で言い合う私の腐ふ女じよ子し魂だましい大だい歓かん喜きの代しろ物ものばかりって判明したのも、シシィのおかげ！

　夜。蠟ろう燭そくの明かりでシシィが翻ほん訳やくしてくれた本を読みつつ、台詞せりふや行間に漂ただようボーイズラブの匂においに、何度寝しん台だいの枕まくらを叩たたいたことか！

　二次元な萌えの補給源は、他国にもあった……！

　エスフィアとの戦争をカンギナ側から、カンギナが正義でエスフィアは悪！　て感じで書かれた話だから、当然城の書庫には置いてなかったし。

　でも腐女子の観点からいうと、ウス王物語と甲こう乙おつ付けがたい内容！　花丸です！

　シシィとの手紙は毎回、読書感想トークで盛り上がる。腐った私とは違って、シシィは清い目で物語を見ているけど、それもまた良し！

　たまに会えたときなんて、私もシシィも大盛り上がりでつい周囲を忘れがちになり、そんなとき、婚約者を窘たしなめるのがヒューイ。

　そして私もはっとし、緩ゆるんだ王女モードをきゅっと引きしめるのがパターンだった。

「殿下も、ご健けん勝しようそうで何よりです」

　ヒューイがシシィの隣に立ち、正式な挨拶となる礼をした。

　シシィもそれに倣ならう。

「……ヴィア様。申し訳ありません。嬉うれしくて、つい、手紙を書くときのように……」

「謝る必要はないわ。わたくしもシシィに会えて嬉しいもの」

　扇おうぎを閉じて、私は満面の笑みになった。手と手を取り合って喜びたいほど！

　そうそう。シシィは『黒こく扇せん』が平気なタイプ。この扇を入手してからすぐの時期に会ったけど、ぜんっぜん態度が変わらなかった。お父さんが動植物学者だから、レヴ鳥ちように対してもお父さん譲ゆずりの見方なのかも。

　直接会ったのは、シシィが用事で王都に来た五カ月前で……手紙は一カ月前にもらったのが最後。返事を出したのに、シシィらしくなく便りがなくて、また私から出しちゃおうかなって思っていたところ。

「けれど……あなたたち、何な故ぜこの準舞踏会に？」

　嬉しいのは嬉しいんだけど、そこが疑問。

　ヒューイは子爵になっていて、普段は領地にいる。シシィもヒューイとの婚約が決まってからは、ウィンフェル子爵領で子爵夫人となるべく花はな嫁よめ修しゆ業ぎよう中ちゆう。

　ウィンフェル子爵領から王都へは馬車でかっ飛ばして五日ぐらい。ただ、大がかりな橋の改修工事のため、いまは王都への直通ルートが断たたれている。これが山やま越ごえの迂う回かいルートを使わなきゃとなると、倍どころか、四倍ぐらいの日数になる。当然、費用もかさむ。

　一回の準舞踏会への出席のために王都に来るのは、労力がかかりすぎる。

　それに、シル様といい、父上の執しつ務む室しつで目にした招待客リストにシシィたちは載のっていなかった。うん。絶対。シシィの名前がリストにあったら、私は気づく！

　私の質問に答えたのはヒューイだった。

「諸しよ侯こう会かい議ぎのため、王都入りしているんです。会議は約一カ月後ですが、遅れることのないよう、前まえ倒だおしで王都へ」

「諸侯会議……」

　これは、エスフィア国中の領地持ち貴族を集めて行われる大会議のこと。貴族議会が結成され、様々な問題が六日に渡り審しん議ぎされる。地方に住んでいる貴族もこのときばかりは王都入りする。一応、お金を払はらえば欠席可。

　いつ行うかは国王が決める。でもだいたいは、年に一度の舞踏会に合わせて開かい催さいされていた。だけど、今年の舞踏会はまだ先だし、これは季節外れの諸侯会議。

　──そして原作だと、諸侯会議で、シル様と兄の結婚を巡り、お世よ継つぎ問題が取り上げられる。

　もしかして、そのための諸侯会議？

　まだ先のことだと思ってたのに、すぐそこに迫せまってる？

　王女は政治にノータッチなんで、たとえ会議が城で行われていてもそれに関わることなく、スケジュール通り私の日常は進むんだけど……お世継ぎ問題が浮ふ上じようするなら無視はできない。

　約一カ月後に諸侯会議、と。記憶！

「子爵家としてのウィンフェルは、長年領地に引きこもっていましたし、王都での逗とう留りゆう用の館も建てていなかったので……段取りを整えるためにも、領地は信用できる者たちに任せてきました。この準舞踏会へは、殿下が出席されると聞いて参加しました。……シシィの頼みで」

　ヒューイがシシィに笑いかける。なんの思おも惑わくもない微笑みの応おう酬しゆう。愛する婚約者の頼みで、ヒューイは頑がん張ばった模様。堂々とした惚のろ気け！

　思い出したように、ヒューイが付け加えた。

「僕たちだけじゃありません。殿下のご出席を知り、レディントン伯はく爵しやくに頼み込んだ貴族は多いようです」

「そう……」

　私は頷き返し、

「それならば、シシィ」

　シシィにちょっと抗議してみた。

「わたくしにも手紙で知らせてくれれば良かったのに。返事を待っていたのよ？」

　私とシシィの仲なのに！

「──手紙は、届いていませんか？」

　シシィがやっぱり、と言いたげな顔つきになった。

「……届いていないわね」

　この様子……何かありそう？

　シシィによると、王都入りをする報告で一通。王都に到とう着ちやくしてからも、一通。私に手紙を出していたらしい。……でも、私の手元にその二通は届いていない。シシィも、私からの返事がないので不思議に思っていたそう。

　シシィの手紙は裏うら技わざで、特とく別べつ扱あつかいで届くよう手て筈はずを整えていたのに。

　同じ裏技でも、ルストへの仲ちゆう介かいを頼んだエレイルからの手紙は、届いた。

　王城外からの手紙だから？　城の窓口へ送られる前に、問題が起こったとか。

　私とシシィが親しいのを、快こころよく思わない人たちがいたから──黙だまらせたんだけど──いまになってまた妨ぼう害がいされてる？

　反対の理由は、王女のご学友に貴族ではないシシィは相応ふさわしくないっていうもの。

　いやいや、ご学友って意味では同性で同年代で博識なシシィって適任だから！　あと身分云うん々ぬんも、王女本人が許している場合は、本来、特に問題にならないもの。ぶっちゃけ、私の側からの贔ひい屓きはあり！　それが王女権力。……だけど逆は許されない。

　とにかく、シシィからの手紙が届いていないようなのは改善しないとね！　シシィとの読書感想トークのためにも！　……シシィと話していると、高校でクラスの友達とお喋しやべりしているみたいで、懐かしくて……楽しいんだ。

「ごめんなさい、シシィ。たぶん、手て違ちがいがあったのだと思うわ。次からは決してこのようなことが起こらないようにするから」

「ヴィア様……。お立場上、明かせないことが多いのはわかっています。でも、もし私にできることがあったら、何でもおっしゃってくださいね。もちろん、ヒューイにも」

「ヒューイにも？」

「ヴィア様のお力になりたい思いは、私もヒューイも同じですから」

　シシィの言葉で、思い浮かんだ。

　……そうだ。ヒューイに力になってもらえば？

　偽の恋人役。それを引き受けてくれそうなフリーな貴族男性の知り合いは、私にはいない。でも、婚約者持ちでも、と範はん囲いを広げれば、そこそこ親しいほうの知り合いなのがヒューイ。シシィ繫がりでこうして内うち輪わでは名前呼びもしている。

　かといって、恋人役を頼むなんて論外だったから、はなから除外していた人物。

　シシィとめでたく婚約後、ヒューイは子爵位を継いだばかり。王都での基き盤ばんを整えるため、諸侯会議まではこっちに滞たい在ざいするみたいだし、本人は不可能でも、友達を紹介してもらえばいいんじゃ？　男同士の交流ってものがあるはず！

　女の子であるシシィと愛し合っているヒューイなら、私では見当もつかないその他派貴族とのツテなんかも……！

　でもなあ……。

　優しい目つきでシシィを見つめるヒューイを観察。

　ヒューイは、たぶん恩を感じてくれていそうな気配は伝わってくるものの、打ち解けることのできたシシィと違い、こう……丁てい寧ねいなのに、一歩引かれている感じがする。かといって、嫌われているわけでもなさそう、なんだけど。

　いい人タイプで、周りが助けたくなるような雰囲気を持っているのがヒューイ・ウィンフェル。誠実で、腹芸は私より下へ手た。ここは親近感！

　でも、だからこそ、接すると微妙な緊張感を持っているのがわかる。シシィが近くにいるとものすごく緩和されるんだけどね！

　果たして、お友達を紹介してって頼むべきか。頼まざるべきか……。

　悩なやんでいると、ヒューイのほうから話しかけてきた。

「殿下、その……」

　ヒューイの視線が、人に囲まれて大人気のデレクへ向けられ、私へ戻った。言いにくそうに、言葉が続けられる。

「本当に、デレク様が破滅などしたりは……？」

　ダンスの件？　それより、気になることが。

「……あなたたち、名前を呼ぶほどの間あいだ柄がらだったのかしら？」

「殿下にダンスを申し込もうと決意して、はじめて王都を訪問して困っていたとき、デレク様に良くしていただいたんです。それが縁えんで。大貴族なのに、面めん倒どう見みの良い方ですね」

　ヒューイとデレクの意外な繫がりが判明した。

「わたくしとデレク様が踊ったことに、驚いた？」

「殿下は否定されましたが……僕は、栄光を摑んだ側だといわれています。デレク様のことを他ひ人と事ごとだとは思えません。実際、僕を取り巻く環境は大きく変わりました。──過大評価だと感じるほどです」

　デレクも、すごくヒューイのことを評価してたっけ。その評価自体は、私とは関係ないんだけどなあ……。

「……いいこと、ヒューイ。わたくしとダンスを踊ったところで、そこに意味などないのよ。ただのダンスだわ。それ以上でもそれ以下でもないのに」

「では、僕の状況は……」

「シシィとあなたの仲が成じよう就じゆするよう、手助けをしたのは認めるけれど、それだけよ。子爵としてのあなたへの評価は、あなたが形作ってゆくもの。ヒューイ・ウィンフェル、自信を持ちなさい。あなたが弱気なようでは、わたくし、シシィを任せられないでしょう？　別れさせられてしまうかもしれないわよ？」

「それは、困ります」

　ヒューイが即座に言い返し、息を吐はいた。

「──そうならないよう、僕なりに、期待に応えなければなりませんね」

「ええ。頑張ってちょうだい」

　頑張るのは私もだけど。

　とりあえずは、私もこの準舞踏会で。

　チラッとそれぞれ別の人垣の中にいるシル様とデレクに視線を投げる。

　話題の人物の周囲に人が集まる。ごくごく普通の、平和な光景。

　ただしこの準舞踏会、私にとっては、イレギュラーなことが多い。

　デレクと踊ることになったのもそうだし──踊っている最中に教えてもらった、兄の記憶のこと。シル様の肉親がこの会場内に本当にいるのか。もしも罠わなだったら、とか。シル様については、私が出張るよりデレクに任せておいたほうが良さそうだけど。

　……そのデレクの存在そのものも、やっぱり謎だなあって改めて感じたし。シシィの手紙未着事件もこの準舞踏会に来たから、発覚した。

　できることなら、いますぐすぱっと解決したい。

　だけど、私は万ばん能のうじゃない。まずは自分のこと。ここでできること。

「──ところで、ヒューイ」

「……はい？」

「どなたか、あなたのご友人を紹介してもらえないかしら？　この準舞踏会に来ている方ならなお良いわ。わたくし、新たなお友達を作りたいの」

　ヒューイに、お友達を紹介してもらおう作戦を発動することにした！

　が、わかりやすくヒューイが動どう揺ようした。

　薄まっていたはずの、私への緊張感が復活してる。

「殿下はどこまで……いえ」

　口ごもったヒューイが、折りたたまれた一枚の紙を取り出した。

「──オクタヴィア殿下に、僕の友人がこれを。受け取るかは、殿下がお決めください」

　ヒューイの友人が？

　私は即そく断だん即そつ決けつで紙を受け取った。ヒューイの瞳ひとみが見開かれる。

「殿……」

　さっそく中身を読んでみた。




『饗きよう宴えんの間にて、一曲お誘いすることをお許しください。

　ルスト・バーン』




「！」

　私がこの準舞踏会に来た目的であるルストからのメッセージ……！

　饗宴の間は、この会場に幾いくつかあり、開放されている間のうちの一つ。

　ルストはそこにいる？

　紙切れをたたみ直し、私は顔を上げた。

「……彼と知り合いなのね？」

「位の同じ、子爵家に生まれた者同士ですし……所領も近いので、昔から交流がありました」

「彼が、雲くも隠がくれしてからも？」

「……そうです。神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、もしオクタヴィア様が自分のことを僕に尋たずねてきたら、渡して欲しいと。昨夜、僕の元に現れ、内容を明かしてその紙を置いていきました。会場では、まだ見掛けていません」

　いや、友達を紹介して欲しいって言っただけなんだけど……ヒューイがそんなことを頼まれていたなら、ルストのことしか思い浮かばないか。

　ていうか、ヒューイへ友達紹介をお願いしていなかったら、私、ルストには辿たどり着つけずだったってこと？　あ、危な……！

「──お会いになるんですか？」

「そのつもりよ」

「……失礼を承知で、お伝えします。あいつは、あまり王家に良い感情を持っていません。僕にとっては大切な友人ですが──殿下にとってそうかは」

　保証できないってことだよね。

　ルストは反王家で暗あん躍やく。兄やシル様と敵対するキャラクターだし。

「それなら、あなたも、わたくしにこの伝言を渡すべきではないわね？」

「あいつの話では、会うのを望んでいるのは、殿下のほうだと、お聞きしました」

「彼の言う通りよ。先に望んだのは、わたくしのほう」

　そして、そのルストから場所の指定があったんだから、行かないはずがないでしょう！

　私はシシィに目を向けた。シシィは、私とヒューイの間の空気がちょっと妙になってから、口を開いていない。でも、私たち二人を心配そうに見守っている。

「シシィ。わたくし、失礼するわ。こうして会えたのに……。こういった格式ばっていない場所で、あなたが王都にいる間にまたお話しできる？」

「はい。手紙にはお書きしたんですけど、翻訳した新作の本を持ってきたんです。ヴィア様にお渡ししないとって」

「……まあ！」

　ものすごーく読みたい！　どんなのだろう？　後のお楽しみができた！

「使いを送るわね」

　心の中にメモメモ！

　対照的な表情を浮かべる二人の見送りを受けて、私は広間を出た。







　饗宴の間では、ある趣しゆ向こうが凝こらされていた。

　音楽が奏かなでられ、人々がダンスに興じているのは『天てん空くうの楽らく園えん』内での共通事じ項こう。

　違いは饗宴の間に入る客は、入り口で事前に仮面の着用が義務づけられていること。

　お楽しみ空間ですね！

　顔を隠し、しがらみを一時の間だけ、完全に忘ぼう却きやく。

　有名人だと、髪型やドレス、服装、体型なんかでも誰かバレバレなんだけど、そこはそれ、身分には目を瞑つぶって楽しみましょう！　というのが流りゆう儀ぎ。それに、本当にお互いが誰なのか、わからないことだってある。

　私も金色の装そう飾しよくが施ほどこされた仮面を手にした。顔の上半分を隠すタイプ。装着！

　離れて護衛していたクリフォードも、私に合わせて移動してきている。饗宴の間での護衛任務に入ろうとしていたクリフォードに、そこで待ったがかかった。

「護衛の騎士殿も、仮面をお着けください」

　クリフォードが眉をひそめる。

　見れば、招待客だけじゃなく、会場が用意している警備や給きゆう仕じも饗宴の間では仮面を装着している。護衛の騎士だけ素す顔がおってわけにもいかないらしい。

「クリフォード。規則のようだわ」

「……わかりました」

　仮面を配っている青年がクリフォードに手て渡わたしたのは、漆しつ黒こくの仮面。仮面のカラーやデザインはいろいろあるのに、さすが会場のプロ。彼は入場する一人一人を見て、渡す仮面を選んでいたらしい。

　漆黒の仮面は、クリフォードに異様に似合っていた。顔を隠しても、超優良物件なら、ますますそれが引き立つのか。上手い具合に騎士成分が中和され、野性的な面が出てるっていうか……。
















　仮面を被かぶっていても、制服を着用しているし、そうでなくてもクリフォードを見み間ま違ちがえることはないんだけど……どことなく普段とは違う気分で見てしまう。

　──身分を忘れて、か。

　凝ぎよう視ししていたら、仮面から覗のぞく、あの濃い青い瞳に見返され、何となく視線を逸そらす。

　気分が違うからか、恥ずかしい感じ？　……うん。たぶん。

「……殿下？」

「行きましょう」

　私は早歩きになった。

　二人とも仮面を着けているので、今度こそ、待ったがかかることなく、饗宴の間へ。

　誰一人として素顔を曝さらしていない空間へ、私たちも交じった。











シル・バークスの悩める準舞踏会






　様々な年ねん齢れい層そうの、きらびやかな衣い装しように身を包んだ男女。

　──この中に、実の家族がいるのかもしれない。

　オクタヴィア様の助力があって、おれはようやくここに立つことができた。準じゆん舞ぶ踏とう会かいは始まったばかりだ。家族に関する情報が真実でも偽いつわりでも、結果を求めるには、まだ早すぎる。それでも──気が急せいた。いまのところ、成果はまったくあがっていない。

「バークス様は、ナイトフェロー次期公こう爵しやくともご友人だとか。……しかし、嘆なげかわしいことです。お二人の関係を怪あやしむ者もいると小耳に挟はさみました。無論、私はそのようなことは思っておりませんよ」

「それは助かります。おれはナイトフェロー次期公爵を大切な友人だと思っています。セリウス殿でん下かもそうでしょう」

「素す晴ばらしい。ならば、それほどのご友人のことです。……今後のことがご心配では？」

　ちょうど、歓かん談だんしていた相手──ようやく店を持ったばかりだという壮そう年ねんの商人男性の視線が、あるところへ向けられた。そこにはウィンフェル子し爵しやくやその婚約者と親しげに言葉を交かわすオクタヴィア様の姿があった。

「彼らは栄光を摑つかんだ側──果たしてナイトフェロー次期公爵は？」

　暗に、オクタヴィア様と踊おどったことで、デレクがどうなるかを指していた。

「オクタヴィア様ご本人がわざわざ明言なさったことを疑うおつもりですか？」

「いえいえ。疑うなどとても。矮わい小しような身ゆえに、どうしても勘かんぐってしまうのです。踊ること自体に意味はない──。真しん偽ぎを知りたいのなら、王女殿下にダンスの申し込みをしてみればいい。我が身をもって確かめる。しかし、それは実際、難しいと思いませんか？」

　同意を求められ、言葉に詰つまる。おれは適切な返しができなかった。開幕のダンスの最さ中なか、レディントン伯はく爵しやくと話したときと同じことを、繰くり返かえしている。

　流れたのは、沈ちん黙もくだ。

　貴き賓ひん室しつで、あの三面のサイコロが振られた瞬しゆん間かんの緊きん張ちようが甦よみがえる。

　底の目が二──自分になったら、おれが踊ることになる。認められていないおれが、オクタヴィア様と踊ったら？

　どうなるのか。おれは、自分に自信がなかった。

　こちらの内心を読んだかのように、商人男性が続けた。

「実際のところ、私なら尻しり込ごみしますね。それに、殿下はこうもおっしゃっていました。『誰だれとでも踊るわけではない』と。つまり──踊る相手を見み極きわめていらっしゃるということ。仮に申し込みを受けていただけたとしても、もし足を踏ふまれたら──怖こわい怖い。肝きもの据すわった者しか挑いどめない勝負ですよ。──ですが、バークス様なら」

「え？」

「バークス様なら、どうです？　私などとは違い、王女殿下のお言葉を当然信じていらっしゃるのでしょう。一曲、お申し込みをされては？　バークス様はダンスの名手として名高い方。王女殿下もお喜びになられるのでは？」

　王女殿下の言葉を信じているなら、お前が踊ってみせろ。

　さあ、どうする？　どうせできはしないだろう。

　笑みと共に紡つむがれる、丁てい寧ねいな物言いの裏にひそんでいるのは、そんな真意だった。

　相手は、おれの返答を待っている。だが、最適だと思える答えが見つからない。

「……おや」

　商人男性の顔から笑みが消え、呟つぶやきが漏もれた。

　オクタヴィア様が、護ご衛えいの騎き士しであるアルダートン様を伴ともない、広間を出て行ったからだ。

「王女殿下が行ってしまわれましたか。残念でしたね。……それとも、バークス様にとっては、命拾いしたようなものでしょうか？」

　質問を口にしたときには、笑みが戻っている。

「……ええ」

　答えながら、これまで出席してきた舞踏会や準舞踏会では、セリウスが矢や面おもてに立っていてくれたのだと痛感する。この会場に到とう着ちやくしてから、もう何度目だろう。

　オクタヴィア様にも、見み透すかされていた。

　これまでは、間接的にですら、おれ自身へ皮肉が投げかけられることはほとんどなかった。値ね踏ぶみや、探さぐり。今日はそれが顕けん著ちよだった。痛いほどに。

　すべてにおれ自身が対応しなければならない。当たり前のことなのに、セリウスに頼たよっていた自分も、思い知らされた。……だからといって、逃げ帰るわけにはいかない。

「おれがオクタヴィア様と踊るのは、おれ自身がもっと成長してからでなくては、殿下にも失礼です」

「なるほど。謙けん虚きよなのですね。いまだ未熟な身と。応おう援えんしておりますよ。──それでは、バークス様。王都を散策することがありましたら、ぜひ我わが商会へいらしてください」

「はい。機会がありましたら」

　商人男性と笑顔で型通りの挨あい拶さつを交わし、おれは人々の輪から一いつ旦たん抜け出した。

　息をつく。察知した人の気配に、振り向いた。

「……なんだ、デレクか」

「なんだとはなんだ。シル、随ずい分ぶんだな」

　過去、おれはセリウスの友人を何人か紹しよう介かいされている。

　不思議なもので、その中でいまでも気安く──軽口を叩たたけるぐらいに──話すことができているのが、初対面からあるときまで、おれとセリウスの関係に一番批判的だったデレクだ。

　先ほどまでデレクを囲んでいた出席者たちが思い思いの方向へ散ってゆく。

「──あの男は？」

　デレクが、おれと分かれたばかりの商人男性を目線で示す。彼はウィンフェル子爵に挨拶をしていた。そこに子爵の婚約者が加わって──表向き話が弾はずんでいるようだ。

「……外国人らしい。カンギナ生まれの商人だと言っていた」

「それであの装よそおいか」

「装い？」

　商人男性は、エスフィアの一いつ般ぱん的てきな礼装姿で、顔立ちも特に隣りん国ごくのカンギナ人を想起させるものではなかった。エスフィアもカンギナも、国として分かたれてはいるものの、元の人種は変わらない。完かん璧ぺきなエスフィア語を話していたし、簡単な自己紹介がなければ、たぶん、カンギナ人だとはおれも思わない。

「あの男、左耳にだけ円形の耳みみ飾かざりを三つ着けていただろ？　カンギナ人の誇ほこりを体現する装そう飾しよく品ひんで、あの形が『我こそカンギナ人』と表明していることになる。……だからどうこう、という話でもないが。表面上、隣国関係は良好だしな」

　耳飾り。目にはしたはずだ。だが、おれは気にも留とめていなかった。

　デレクは、よく人を見ている。

「この準舞踏会の出席者の顔かお触ぶれは、何とも多た彩さいだ」

　称賛するというよりは、皮肉げにデレクが呟いた。おれも頷うなずく。

「幅はば広ひろく、といった感じかな」

　身分や派は閥ばつの偏かたよりがほとんどない。その分、一部に注目が集中する嫌きらいがある。

「オクタヴィア様が出席を決めたせいもあるだろうな。──いいか、シル。くれぐれも気をつけろ。極力、隙すきは見せるな。ここにセリウスはいない」

「わかってる」

　この会場へ赴おもむく途と中ちゆうに起こった出来事──その詳しよう細さいをデレクには話してある。馬車の暴走は、事故ではない、とデレクは判断したんだろう。

　セリウスたちは伏ふせようとしているが、おれは、誰かに狙ねらわれている。

　……たぶん、生まれたときからだ。

　血なまぐさいことに関しては、セリウスもデレクもおれには決して語らない。

　おれも、何な故ぜおれがこの準舞踏会に出席したかったのかだけは、言えない。

　守りの指輪を密ひそかにおれへ届けてくれた、オクタヴィア様以外には、誰にも。

「──シルは、オクタヴィア様をどう思ってる？」

　唐とう突とつに問いかけられ、横に立つデレクをまじまじと見つめた。

「……おれ？」

　飄ひよう々ひようとしていることの多いデレクにしては、何かを憂うれいているような表情だった。

「好きだよ」

「お前、あっさり──って、好き？」

　デレクが勢いよくこちらを向く。これには、おれのほうが面食らった。

「好きだから、認められたい。友人と思われるぐらいにはなりたい」

　年下の女性にそう思うのは、変なんだろうか？

　オクタヴィア様は王女殿下だし、身分のこともある。

　変だとしても……オクタヴィア様への感情は、そうとしか自分でも言い様がない。

　勘かんのようなものがあって、おれはそれに左右されやすい。

　初対面でこの人は良い人だと感じれば大たい抵ていそれは合っているし、逆の印象でも結果は同じだ。覆くつがえされることは滅めつ多たにない。もっとも、おれが抱いだいた印象と周囲の評価が正反対なこともあって、口には出さないようにしている。

　所しよ詮せんは、おれの個人的な感想でしかない。この印象で敵味方の区別がつくわけでもない。

　おれが相手にどんなに良い印象を持ったとしても、相手に嫌われていたり、立場や考え方の違いで敵対することはある。悪い印象を持った人物であっても、味方に属していることもある。

「色いろ恋こいの好き……ではないだろうな？　勘かん弁べんしてくれよ。血の雨が降る」

　確認するようにデレクが問いを重ねる。おれは苦く笑しようした。

「人間として、に決まってる」

「シルとセリウスの関係を歓かん迎げいしていない人物なのにか？」

「だから嫌う？」

　オクタヴィア様に祝福されたい、とはおれも思ってしまう。だが、おれは素す性じようの知れない人間だ。セリウスと同性の、男でもある。オクタヴィア様が兄の恋人としておれを歓迎できないのは何の不思議もない。

「だとしたら、それは前のデレクと同じってことだから、おれはデレクも嫌っていないとおかしい」

「あー……」

　息を吐はいて、デレクが前まえ髪がみを搔かき上あげた。

「まあな」

　お互たがいに決着のついていることなので、デレクはそれ以上、何も言わない。

　いまでは、セリウスという繫つながり抜きでも、おれはデレクの友人だといえるし、デレクもそうだと信じている。

「……正直言って、恋こい敵がたきかと思ってデレクが嫌いになりかけたことはあった」

　このおれの発言は、デレクにとって思いがけないものだったようだ。

　眉み間けんに盛せい大だいに皺しわが寄った。

「よりにもよって恋敵だと？　……少しも笑えないんだが」

「そうかな。デレクはセリウスが好きで、おれが邪じや魔まなんだろうかって真しん剣けんに考えた時期が」

「考えるな。だいたい、それならおれじゃなくて他のやつだろう。現に何人か思い浮かぶぞ。──おれがセリウスを？　ぞっとする」

　苦々しい顔で自問自答している。その様子に、つい、笑ってしまった。

「以前は、の話だから」

　デレクがセリウスに向けているのは、王族への敬意と忠誠。そしてセリウス個人への、純じゆん粋すいな友情だ。

　おれたちへ批判的だったのも、おれ個人がどうこう、というより、たぶんおれが男だったからだろうと思う。かといって、デレクが男同士の恋愛を嫌けん悪おしているかというと、それも違う。本来、デレクは他者の恋こい路じに口を挟んだりはしない。それが同性間のものであれ、異性間のものであれ。

　……セリウスだったからなんだろう。セリウスが女性を伴はん侶りよとするものとデレクは疑いもしていなかったような節がある。

　笑うおれに対し、デレクが深いため息をついた。

「──だが、おれとオクタヴィア様とを単純に比ひ較かくはできないんじゃないか？　シルは、オクタヴィア様と会ったことも、話したこともほとんどない。今日が例外になっただけだ。何度も接せつ触しよくする機会のあったおれのときとはわけが違う」

「人づてでも、話なら、たくさん聞いてる」

「シルの周囲の人間から？　なら、なおさら奇き妙みようだな」

「──デレク以外は、オクタヴィア様に好意的とはいえない？　……セリウスも」

　おれ、というより、セリウスの周りの人間は、妙みようにオクタヴィア様を警けい戒かいしている。理由はわからない。まさか、おれとセリウスの仲に否定的だから、という理由ではないだろう。では、オクタヴィア様に付ふ随ずいする噂うわさのせい？　……どれも噂の域を出ないのに？

　ただ、理由はわからないまでも、その中にいればおれだって感化されそうになる。

　おれが負ふの感情であの方を見ないでいられたのは、自分の勘のこともあるし、デレクが一いつ貫かんしてオクタヴィア様に関して中立の立場を取っていたことが大きい。

　もう一つ。オクタヴィア様ではなく──別に、警戒すべきだと感じる人物が、いることも。

　根こん拠きよはない。おれが勝手にそう感じているだけで、その人物に敵意や害意を向けられたこともない。おれの勘は、敵と味方を判別するものではないし、これは、おれのほうが間違っているんだと思う。……そのはずだ。

「セリウスは……」

　デレクが不ま味ずいものを食べたような表情で言葉を濁にごした。

　妹であるオクタヴィア様を警戒しているのは、セリウス自身もだ。

　けれども、セリウスが、はっきりとオクタヴィア様を否定するようなことをおれの前で口にしたのは、二日前が、はじめてだった。

　オクタヴィア様に、世よ継つぎに関して、問われたとき。

　おれ自身、答えられなかった問い。

　どうすればいいかなんて、理り屈くつではわかっている。

　答えられなかったのは、本音を話せば、認められるどころか、軽けい蔑べつされると思ったからだ。

　だから、かもしれない。

　己おのれの出自が知りたいと、強く願うのは。

　何故なら。

　──それがどんなものでも、出自がわかれば、自分に自信が持てる気がした。

　正しい道を選べると思った。

　セリウスが平民だったら、とありもしない『もし』をたまに夢想する。

　だが、セリウスは第一王子だ。おれの性別が変えられない以上、好きなだけでは許されない。セリウスと共に居続けるためには、おれは選ばなければならない。

　なのに、いまの、不安定なままのおれでは、何も選べない。

　重圧に負け、セリウスの庇ひ護ご下かにいるだけの、自分では。

　どころか、間違った道を、選びそうになる。

　そういうおれを、オクタヴィア様は見抜いているんだろうな。

「殿下がナイトフェロー公爵のご子息と踊ったことは、どう考える？」

「『黒こく扇せん』の意味は？　あれは牽けん制せいだろう。問題は誰への──」

「ウィンフェル子爵と殿下が……」

「殿下は何故、元平民風ふ情ぜいを護衛の騎士などに引き立てておられるのか。アルダートン伯爵家といえど……」

「オクタヴィア殿下といえば、やはり明らかになった謎なぞの恋人の存在じゃないか？」

　耳を澄すませば、奏かなでられる楽曲の音に交じって、興奮し声こわ高だかに話している幾いくつかの声が聞こえてきた。彼らの会話の端はし々ばしであがっているのは、オクタヴィア様の話題ばかりだ。

「謎の恋人、ね」

　デレクがつまらなそうに呟いた。

「デレクの『友人』の予想では、『オクタヴィア様には、恋人などいない』んだっけ？」

「参考までに訊きくが、シルの意見は？」

「……おれには、わからない」

　──オクタヴィア様の恋人は、アルダートン様なんじゃないだろうか。

　胸中では、デレクに答えたのとは異なる言葉を、おれは口にしていた。







　小さな悲鳴で目が覚めた。浅い眠ねむりが吹き飛び、とっさに身体を起こす。

　馬車が襲おそわれたのか、と思った。すぐに、それは違うとわかった。

「いや……」

　悲鳴の主ぬしはオクタヴィア様だった。

　オクタヴィア様は眠っていた。……そしてひどく魘うなされていた。

　白く細い手が何かを探して彷徨さまよい、縋すがるかのようにアルダートン様の制服を摑む。

　アルダートン様も、驚おどろいているようだった。起きたおれに一いつ瞬しゆん視線を向けるも、アルダートン様の注意はすぐにオクタヴィア様へと戻った。

　オクタヴィア様は目覚める様子もなく、魘され続けていた。切れ切れに漏もれる、言葉。

　その姿に、不安になった。一いつ過か性せいのものに思えなかったからだ。

　もしかすると、オクタヴィア様は普ふ段だんから、こんな風にして悪夢を見ながら夜を過ごしているんじゃないか。そう感じさせる光景だった。

　おれは、セリウスと堂々と渡わたり合あう、毅き然ぜんとしたオクタヴィア様しか知らない。とてもよく似ている兄きよう妹だいだとも、思っていた。でも、セリウスだって完璧じゃない。弱いところだってある。……同じように、オクタヴィア様だって。

　そのことを見せつけられた気がした。

　どうすれば。いっそ、起こすべきだろうか。

　おろおろして腰を浮かせたものの、おれが何もできずにいると、アルダートン様が動いた。オクタヴィア様の頭をそっと撫なでる。オクタヴィア様の険けわしかった顔が、少しずつ和やわらいでいった。

　でも、アルダートン様の制服は握にぎったままだ。離はなしたら、いなくなる。それを恐おそれているかのように。

　二人とも、城で見掛ける印象とは、少し違っていた。

　いまのオクタヴィア様は、王女というより、年相応の、弱々しい年下の少女のようで、アルダートン様は人間らしい表情があって、どこか──自分自身に困こん惑わくしているようにも見えた──雰ふん囲い気きが異なっていた。

　王女と護衛の騎士。それだけの関係と言い切れない、何かがあるような──。

　おれは座席に座すわり直し、目を閉じた。『天てん空くうの楽らく園えん』に到着する間ま際ぎわ、やっと起きたように装った。オクタヴィア様が魘されていたのは、見なかったことにするべきだ、と判断したからだ。きっとオクタヴィア様は、そんな自分を良しとしない。







　おれは傍かたわらのデレクを顧かえりみた。

「──デレクは、アルダートン様をどう思う？」

「さっきの質問のお返しか？　オクタヴィア様の護衛の騎士の、クリフォード・アルダートン？　お前、命の恩人だと言っていたよな。気になるのか？」

「……それは違ったんだ。アルダートン様は、王城に来るまで、おれと会ったことはないそうだ」

　納なつ得とくは、していない。

　本人に否定されたのに、やはりあれはアルダートン様だったとおれは考えている。命の恩人と、アルダートン様に感じた印象が、まったく同じだった。

「そうなのか？　……おれがアルダートンをどう思うか、だったな」

　少し考え込んでから、デレクが口を開いた。

「かなりの手て練だれだな。護衛の騎士に収まっているには、惜おしい腕うでなんじゃないか？」

「ああ……」

　それはおれも感じていた。おれにも多少の剣けん術じゆつの心得がある。一見した身のこなしで、相手の力量がなんとなくわかるぐらいには。

　セリウスに出会う前は、兵士か騎士になって生計を立てられればと思っていた。おれが養子だからというわけじゃない。貴族の男子は、長男以外はみんなそんなものだ。聖職の道へ入る者も多い。戦いを生業なりわいにするか、神のもとにくだるか。

　おれの場合、前者が性しようにも合っていた。戦うのは嫌いじゃない。頭の芯しんがすっと冴さえる気さえする。

　──剣けんを手に、相手と渡り合っているときが、もっとも。

　事情は違えど、アルダートン様を手練れ、と評したデレクも、次期公爵ながら剣の扱あつかい方に関しては貴族の手て慰なぐさみといった域をはるかに越えている。ナイトフェロー公爵家の方針らしい。貴族社会では、階級が上へ行くほど当主は守られるべきものという考えが主流で、自らが剣をとることは少ない。当主が身辺の安全を強化するなら、腕に覚えのある優ゆう秀しゆうな人材を雇やとい入いれるのが普ふ通つうだ。

「そういえば……シルも結構強いよな。見た目に反して」

「見た目に反しては余計だと思うな」

　つい、顔をしかめてしまう。セリウスやデレクに比べれば、おれは男らしい外見とはいえない。自覚はある。……いいんだ。成長の余地に賭かけている。

「褒ほめたんだよ。敵の油断を誘さそうのには持ってこいだ。ダンスの名手なんていわれるのも、根っからの運動神経が異様にいいからか？　天性のものがありそうだ。血筋……ではないか」

　何気ないデレクの言葉に、どきりとした。

　バークス男だん爵しやく家けは、主おもに芸術関係の造ぞう詣けいのほうが深い。武器を持っての戦いとは過去も現在も無む縁えんだ。血の繫がりのないおれだけが、その中で浮いている。義理の兄上たちが愛する絵画や音楽の鑑かん賞しようは子どもの頃から退たい屈くつだった。身体を動かすダンスは、芸術とかろうじてからめられそうな分野で、唯ゆい一いつ楽しめたものだ。

　……血筋。この気質が受うけ継ついだものであるなら、おれの本当の両親の？

　かぶりを振る。ひとまず、思考を中断した。

　デレクにアルダートン様のことを尋たずねたのは、もっと別の反応を期待してのことだった。

　どうやら、そっちのほうは空から振ぶりに終わったようだ。

　エスフィアの貴族男性は、同性を恋愛対象にしてもおかしくはない。むしろそれが普通のような空気すらある。おれとセリウスは、その空気に助けられている。

　ただ、デレクの場合は、立場上、その流れに合わせているだけだとおれは感じる。たぶん、そのほうが都合が良いからだろう。舞踏会や準舞踏会でも同性と踊っていることのほうが多い。

　だけど──デレクはどういう意味にせよ、オクタヴィア様を意識しているし、気にかけてもいる。

　守りの指輪が手元に戻ってから、おれはオクタヴィア様を城で見掛けると、つい見てしまうようになった。すると、デレクもそうだと気づいた。

　本人はオクタヴィア様を苦手だと言っている。幼少期にデレクがオクタヴィア様をいじめていたことがきっかけでそうなったとも聞いた。

　……いじめた理由も聞いた。

　おれはこう思った。

　それって、セリウスがどうこうより、単に気になる子を振り向かせたかっただけでは？

　オクタヴィア様はいわゆる、デレクの初恋なんじゃ？

　考えすぎかもしれないし、指し摘てきしていいものか迷って今日まで来てしまった。

　馬車の中の、オクタヴィア様とアルダートン様の様子が頭の中に浮かぶ。

　次に、開幕のダンスの後、『黒扇』を預けられていたアルダートン様が、それをオクタヴィア様に渡わたした場面が。

　アルダートン様がいるから、オクタヴィア様は王女として毅然としていられるんじゃないか。そして満まんを持じして、恋人を護衛の騎士に任命したんじゃないか。

　ただ、やはりデレクがオクタヴィア様を意識しているのが、恋愛感情からなのだとしたら──。

　いや、アルダートン様がオクタヴィア様の恋人じゃないかっていうのが、そもそもおれの想像だ。すべては、杞き憂ゆうなのかもしれない。

　ため息をついた。

　おれの悪い癖くせだ。一人でいろいろ考えて、延々と悩む。デレクが恋敵かもしれないと疑問を抱いたときもそうだった。これは的外れだった。……考えすぎてしまうんだよな。セリウスには、きちんと話せと言われる。ところがセリウスだからこそ、言えないことも多い。

「──物もの憂うげな顔をしておられるようだが、もしや我が不ふ肖しようの息子むすこが粗そ相そうでも？」

　低く落ち着いた声が聞こえた瞬間、おれは姿勢を正した。

　現ナイトフェロー公爵、レイフ・ナイトフェローがおれの目の前に立っていた。

「こんにちは。バークス殿どの」
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　扇おうぎを手に、楽しげに踊おどる人々を眺ながめる。

　ヒューイ経由でルストからの伝言を受け取り、饗きよう宴えんの間にやって来て、ゆうに数十分は経たった。たぶんすぐにルストが接せつ触しよくしてくるんだろうと予想していた私は、見事な肩かたすかしを食らっていた。

　いまだ接触なし！

　……その上、せっかく仮面を着けているのに、遠巻きにされてるっぽい？

　バレバレでも暗あん黙もくの了りよう解かいで楽しむのが仮面の醍だい醐ご味みのはずなのに……！

　広間では挨あい拶さつに来る人たちに配はい慮りよして離はなれてもらっていたクリフォードが、饗宴の間では傍かたわらに控ひかえているので、ぼっち気分に陥おちいらないですんでいるのがせめてもの救い？

　でも、この中にルストがいるはず。

　仮面だらけの人々から、それらしい人を探そうとしている真っ最中なんだけど、顔が仮面で隠かくされている以上、性別と年ねん齢れいぐらいしか判断材料がないんだよなあ……。

　即すなわち、若い男性。

　ルスト・バーンは、既き刊かん分ぶんを通して、原作の挿さし絵えでは後ろ姿しか描えがかれたことがない。

　それまでも影かげをちらつかせていたルストが全面的に登場するメイン巻。

　この巻でついにルストの姿がイラストで拝おがめる！　前世でワクワクしながらページを捲めくった私は、愕がく然ぜんとした。

　……さ、挿絵が、一枚もない！　シル様たち主役二人が並ぶ表紙はいつものごとく美び麗れいだったのに、あるべき白黒の挿絵が……！

　ファンの間では騒そう然ぜんとなったこの事件。やっぱり挿絵は重要だなって私も再さい認にん識しきした。

　ちなみに、次巻からは挿絵ありに戻ってた！　たぶん大人の事情ってやつだったんだと思う。

　──そんなわけなので、挿絵で描かれた姿を元に、三次元のルストを想像して目星をつける、という手は使えない。

　ヒントは原作の本文での描びよう写しや。だけど、さすがに私も一文一文を記き憶おくしてるわけじゃないし、ルストの髪と目の色すらあやふや……。

　ただ、そんな有あり様さまでも、一応、ルストかどうか判断できる手がかりはある。だから、顔がわからなくても何とかなるはず。

　──それも接触そのものがないとどうにもならないんだけどね！

　待つしかないか。そっと息を吐はく。

『一曲お誘さそいすることをお許しください』

　たぶんこれは、向こうからダンスの申し込みがあるってこと。

　ダンスのお誘いって、女性側からはできないんだよなあ……。

　不特定多数にアピールして誘いやすい雰ふん囲い気きを作ったり、本命と話してアピールしまくるとか、そういうのはアリだけど、直球で「私と踊って！」って相手に言うのは×。

　なのに、男男で踊る場合はどちらから誘っても無問題……！　そのかわり、男男の場合は、どっちが女性パートで踊るかで揉もめたりするらしい……。誘った側が男パートとは限らないのだ！

「私と一曲、踊っていただけませんか」

　そのとき、ルスト待ちでそわそわする私の耳に、ある声が届いた！

　期待を胸に声の主ぬしを見る。

　深緑色の仮面を被かぶった……十代後半と思おぼしき線の細い赤毛の青年が、クリフォードにダンスの誘いをかけていた。

　ここ重要。クリフォードに。……に！

　クリフォードに負けた……！　じゃなくて、うん。『主しゆ』『従じゆう』の関係になったのも、（偽装）の恋人を見つけるまでクリフォードに辞めないで欲しかったからだった。仮面越ごしでも伝わってくる超優良物件だもんね。饗宴の間の趣しゆ向こうからして、王女の護ご衛えいの騎き士しでもお誘い可、と思われてもおかしくはない。

　クリフォードが淡たん々たんと答えた。

「──私はオクタヴィア殿でん下かの護衛の騎士としてこの場におります。他の方をお誘いください」

　断ことわりの意を受け、だけど諦あきらめきれないのか、青年が私に視線で訴うつたえを……！

　職務が断る理由なら、私が許可を出せば、クリフォードも踊ってくれるかもって一いち縷るの望みを託たくしている感がヒシヒシと……！

　実際、護衛の騎士は踊ってはいけない、なんてルールはない。以前、私仕えの護衛の騎士だった一人が、準じゆん舞ぶ踏とう会かいで運命の出会いを果たして相手とダンス。……約十日後ぐらいに異動していったという純然たる哀かなしい過去もある。

「わたくしに気き兼がねすることはないわ。クリフォード。踊りたいなら、踊ってきなさい」

　でも、自分が誘われないからって、心の狭せまい『主しゆ』では駄だ目めだよね！　鷹おう揚ように、鷹揚に！

「それはご命令ですか？」

「いいえ。そういうわけではないけれど……」

「では、やはりお断りいたします。踊る必要性を感じませんので」

　クリフォードが首を振る。

「……気が変わりましたら、声をかけてください」

　青年が、残念そうに離れていった。でも、すぐに次のイケメンっぽい男性にアタックしている。線が細い青年だけど、実は肉食系？

　青年を見送り、ふと疑問に思って、質問してみる。

「──クリフォードは、踊りたいとは思わないの？」

　私はいろいろな殿との方がたにダンスの申し込みをされてモテ気分を味わってみたいけど！　変な通説とかなしで！

「思いませんが。私が何者かと踊っていては、その間、殿下から目を離すことになります」

「わたくしが命令すれば？」

「……従いますが、殿下の安全のためにも、そのようなご命令はなさらぬようお願い申し上げます」

　お願いの体ていだったけど、本気で嫌いやそうなのが感じ取れた。いくら『従』でも、『主』の命令なら何でも喜んでってことではないらしい。

「……そうね。わかったわ」

　私はしっかり頷うなずいた。確かに、護衛の騎士の目が届かないって危険なことだし、本人がダンスに乗り気ならまだしも、そうじゃないみたいだし。

「あなたがわたくしの護衛の騎士で良かったわ」

　改めてそう思った。

　護衛の騎士でも、いままではみんな、一番大切な人ができて、辞やめていったんだよね。

　だけど、『主』としてだろうけど、いまのところ、クリフォードが守る対象の一番目は私なんだろうなって、そこはすごく信じられる。

　私も、護衛の騎士との間の信しん頼らい関かん係けいってものを、長く忘れてたんだな……。

　期待しない。頼たよらない。恋しない。この三さん箇か条じようを常に念頭に置いていた。でも……。

　──と、演奏されていた曲が、変わった。これ……。

　昨日、事前練習していた宮きゆう廷てい舞ぶ踏とう曲きよく！

　パートナーを次々と代えて踊ってゆくことの多い人気曲！

　ところが饗宴の間ではずっと別の曲が奏かなでられていた。壁かべの花はなになっていたパートナーのいない男女が、ここぞとばかりに動き出している。

　カップルはそのままで。独り身な男女は誘いなしで参加ＯＫ。

　これは──ルストが来るか、試ためしてみる価値はある、かな。

「クリフォード。『黒こく扇せん』をお願い」

「──は」

　扇をクリフォードに託し、本日二度目のダンスへ私は挑ちよう戦せんすることにした。







　一人目。ご年配の殿方だった。結構合間の話が弾はずんで楽しかった！　「このダンスをレイフに自じ慢まんしなくては」って言ってた。この殿方、おじ様と知り合いだった模様。

　おじ様のフルネームは、レイフ・ナイトフェロー！　おかげで広間に戻って、おじ様に挨あい拶さつしたくなってしまった。でも我が慢まん我慢。

　二人目。クリフォードに誘いをかけた、あの線の細い赤毛の青年。見た目から、普ふ段だんは男男で女性パートをアレンジしたものしか踊っていないんだろうなって偏へん見けんを持っていた私は、心の中で彼に謝罪した。男性パートもバッチリだった。両方を上手じようずにこなせる人って稀まれなのに……！　さすが肉食系……！　どっちでもいけるってことか……。ちょっと素す性じようが知りたいなって思った。

　三人目。二十代後半ぐらいの男性。会話なし。目線も合わず。ルストではなさそう。

　四人目。十五歳ぐらいの少年。以下同文。

　五人目。ヒゲのある男性。ダンスは苦手そう。足を踏ふんでごめんなさい。以下同文。

　六人目。二十代前半とおぼしき男性。以下……。

　四連続で、気き詰づまりなダンスが続いた私は、宮廷舞踏曲の終わりを待たずして、ダンスの列から外れようかと考えはじめていた。

　でも、列から出ようとした瞬しゆん間かん。

　回ってきた新たな相手が、私の手を取った。

　──七人目。

　金きん髪ぱつで、仕様が違う青銀色の仮面を着けた若い男性。開いているはずの目の部分に薄うすいガラスがはまっていて、目の色がわからない。

　七人目となる男性と踊り出す。

　この人……意外と鍛きたえてる？　でも、踊りは貴族そのもの。準舞踏会に出席する貴族で鍛たん錬れんしている人っていうのは、そう多いほうじゃない。じゃあ平民の有力者かっていうと、違う感じ。

　判断しかねていると、男性が口元に笑みを浮かべた後、口を開いた。

「『饗宴の間にて、一曲お誘いすることをお許しください』」

「！」

　ヒューイからもらったメモに書かれていた文句と一言一句違わない。

　この人が、ルスト……？

　注意深く、相手の顔を見つめる。

　注目したのは、額の部分。でも、仮面で完全に覆おおわれている。

「──あなたが『ルスト・バーン』なのかどうか、確かめたいわ」

「こうして参りましたのに、わたしが偽にせ物ものだと？」

「『ルスト・バーン』には、生まれつき、額に痣あざがあるはずよ」

　額のどの辺だったかは失念したけど……額に痣。これは確か。

　剣による傷にも見える特とく徴ちよう的てきなもの。挿絵なしのルスト登場メイン巻では、フードを被かぶったルストと兄が戦うシーンがある。フードが外れ、そこではじめてルストの顔が露あらわになるのだ！

　で、痣が生まれつきのものだと巻の後半で判明する……。

　後天的なものではないから、ルストなら額に痣がなければならない。

「──殿下は実にお詳くわしい」

　苦く笑しようのような、読めない笑み。

「その仮面、外してくれるかしら？」

「ご所しよ望もうとあらば」

　踊るルストの片方の手が、青銀色の仮面にかかった。

　……痣があればルスト。なければ違う。

　──それだけのことだって、思ってた。

　ルストの仮面が少しの間だけ、外された。

　時間は、数秒ほど。そして再び、容よう貌ぼうが仮面に隠される。

　でも、ルストの顔を、はっきりと目にした私は、激しく動どう揺ようしていた。

　小刻みに手が震ふるえ出だす。……止まらない。

　醜みにくかったから？　違う。そうじゃない。

　痣がなかった？　違う。そうじゃない。特徴的な痣は、あった。

　この、私の目の前にいる人間は、ルスト・バーン。

　でも、それじゃあ。

　──思い出す。




『運が悪かったよね』




　私が、絶対に忘れられないもの。ある、青年の姿。

　目は、不思議な琥こ珀はく色いろだった。髪の色は、金色。

　人形めいた造ぞう作さくなのに、仕草や喋しやべり方かたは、いっそわざとらしく感じられるほど、人間臭くさかった。

　……青年は、人間じゃ、なかった。

　あの青年には、額の痣はなかったけど、痣以外は、ルストと同一人物のように、見えた。

　金髪も、仮面のガラスで見えなかった瞳ひとみの色も、同じ。

　何より、ルストとあの青年は、そっくりだ。

　噓うそだ。なんで？

　──二度と会いたくなかったのに。クソ忌いま々いましい記憶なんて、思い出したくないのに。

　……向き合いたくないのに。

　偽にせの恋人役を引き受けてくれる人を探して、準舞踏会にやって来ただけ。

　この顔と対面するためじゃない。

　機械的に、身体はただ、踊り続けている。

「確認していただけましたか？」

　確認？　何を？　ルストかどうか？　それとも……。

　どういう意味？

　頭に上う手まくルストの質問が入って来ない。

　その間にも、八人目へ、ダンスの相手が代わろうとしている。

「わたくし……」
















　かろうじて、絞しぼり出だせたのはそれだけだった。

　あの青年と同じ顔を前に、平静でなんていられなかった。

「わたくし……一人になりたいわ」

　一方的に言い捨てて、ルストからも、列からも離れる。

　自分が王女だとか、そんなことは頭から消し飛びそうになっていた。でも、笑えるのは、頭の隅すみにかろうじて『王女らしく』ってブレーキがかかったこと。

　ただの麻ま紀きのままだったら、走り去ってたのに。十六年間、オクタヴィアとして生きてきて、叩たたき込こまれた王女教育の成果は、幸か不幸か、私の中に根付いていた。

　深呼吸して、踵きびすを返す。足早に饗宴の間を出る。私を追う足音がした。

　クリフォード？　でも、振り返る余よ裕ゆうはない。

　ルストに言ったのは、ただの本音だ。

　──一人になりたい。誰だれもいない場所へ行って、心を落ち着けたい。

　どうしてか、昔、おじ様と交かわした言葉が、脳のう裏りを流れていった。デレクからのいじめが発覚して、私もおじ様に甘あまえすぎないようにしようって、距きよ離りを取るようにした頃。

　ある日、王城を訪おとずれたおじ様に、尋たずねられた。

『殿下は、お辛つらいことはございませんか？　打ち明けたいことは？』

『……打ち明けたいこと？』

　どうしておじ様がそんなことを訊いてくるのか、私は不思議だった。

『人には誰にでも秘密があります。しかしその秘密が己おのれを押おしつぶすこともある。……キルグレン公こうのように』

　ああ、すっかり忘れてた。アレクが旅立つときに言っていた人物の名前……キルグレンって、おじ様が口にしたこと、あったんだ。

『臣下として、殿下が心配なのです。……殿下は、我々に壁を作っておいででしょう。それは、殿下が抱かかえる秘密ゆえなのではありませんか』

『壁なんて……』

　ないよ。

『……秘密は、おありになる？』

　私は困った。するとおじ様は優しく笑った。

『──何も、わたしでなくとも構いません。いまでなくとも。いつか、殿下が誰かに心の内を明かせることを願っております』

　──心の中を、明かせる人が。いつか。

　おじ様を見上げて、私は神しん妙みような顔をして頷いた。

　私の秘密は、前世。前世の記憶があること。

　でも……言えるはずないよ、おじ様。

　だってこれは、私自身が、昇しよう華かできていないことなんだから。

『天空の楽園』内の奥おく、個室の並ぶ方面へ向かう。

　気の合った男男や男女が、事に及およぶために使う部屋。いつもなら、絶対に行かないし、縁えんのない場所。だけどそういう用よう途との場所だから、人ひと気けは少ない。

　個室の一つ。薄うす暗ぐらい部屋の中へと、私は逃げ込んだ。
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　──落ち着かなきゃ。誰もいない室内で、身体から力を抜ぬく。

　息を吸って、吐くのを繰くり返かえす。だけど、ルストの顔が──かつて、一度だけ会った青年に酷こく似じしたあの顔が、頭からちらついて離れなかった。

　否いやが応おうでも、封ふう印いんし続けてきた記憶が、呼び起こされる。

　麻ま紀きだった私が、死んだとき……その、後のことが。とても、鮮せん明めいに。




　田た澤ざわ麻紀。前世の私の死因は、不運による事故死だった。

　私は、数日後に迫せまった『高こう潔けつの王おう』の新刊発売日を楽しみにしていた。

　いよいよターヘン編の核かく心しんに迫る新刊。もちろん当日に買いに行かなきゃ！　って。

　平日に毎日通っていた、高校からの帰り道。

　横断歩道を渡わたろうと、私はただ、信号が青に替わるのを待っていた。

　他に信号待ちをしていた歩行者は、大学生風の若い男性一人だけ。

　でも、その男性が、突とつ然ぜん苦く悶もんの表情で胸を押さえて、横断歩道のほうへ、ふらつきながら歩き出した。……そして、倒たおれた。

　そこへ──ワゴン車が走行してきた。倒れた男性を避よけようとした運転手は、歩道側にハンドルを切った。

　たとえば、もう少し、その位置がずれていれば。

　目の前で起こった出来事に、私が啞あ然ぜんとして立たち尽つくしていなければ。

　でも、生あい憎にく、私はワゴン車の直ちよく撃げきコースに立っていた。

　迫るワゴン車。日本での記憶は、そこまで。これだけだったら、ただの死亡事故で、私は麻紀の記憶を持って生まれ変わったりなんかしなかったんだろう。

　私がいま、オクタヴィアなのは、この続きがあったから。

　あいつに会ったからだ。

　次の記憶は、どことも知れない場所。

　星空。そこでは、周囲に星のような光が輝かがやいていた。

　強い輝きや弱い輝き、星の光も色とりどり。

　地面は見えないのに、私はどこにも落下しない。

　……ここ、どこ？

　──私、生きてる？　なら、帰らなきゃ。娘さんが交通事故に遭あいました、なんて、警察から連れん絡らくが行ったりしたら、お母さんたちすごく心配する。平気だよって、伝えなきゃ。

　なのにいくら歩いても、進んだ気がしない。……ものすごく、嫌な感じのする方向があって、そっちを避けてひたすら歩いていたら、あいつ──人が、急に現れた。物理法則を無視したみたいな、現れ方だった。

「君……ああ、そうか」

　年は……私より少し年上。二は十た歳ちか、せいぜい半ばぐらい。服装は、白い服だけど……コスプレ？

　眩まぶしく感じるほどの金髪に、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを持った青年は、私を見て、何な故ぜか納なつ得とくの声をあげた。

　私は青年のことなんて全然知らないのに、私のことを知ってるみたいに。

　外国人──顔立ちが整っていて、でも、どこか人形じみた整い方だった。

　そんな私の感想とは裏腹に、青年は気さくに続けた。

「運が悪かったよね」

「運……？」

「人間がどんなに気をつけていても、避けられないもの。そういったときはさ、何かが必ず介かい入にゆうする。それを人間は運って言うんじゃないの？　運があった、なかったって。ぼくらでも予測がつかないのが運だよ。──それで君は死んだ」

　……死んだ。本当は、頭の片かた隅すみではわかっていたことを指し摘てきされて、呆ぼう然ぜんとした。

　まだどこかで、これは悪い夢なんじゃないかって、考えていた。

　だって、私っていう意識は在あって、ここで見知らぬ青年と喋しやべってる。

「運が悪いから、私、死んだの……？」

「正確には、巻き込まれたから、君は運が悪いんだよ」

「巻き込まれた……？」

　事故に？

　──突っ込んできた車にぶつかったときのことを、私は生々しく思い出した。

　そっか。あれじゃ、生きてないよね。

　ああ、夢じゃないんだって、ようやく思った。私、死んだんだ。

　じゃあここは、死後の世界？

　星が輝いていて綺き麗れいだけど──そんな風景が延々と広がっている。終わりが見えない場所。

「君が轢ひかれるきっかけになった、若い人間の男。覚えてる？」

「覚え、てる……」

「その男だけど、本当は、死ぬ予定じゃなかったんだ。そこを、予定をねじ曲げて、ぼくの……何て言えばいいのか……近い言葉は……仲間かな？　仲間が、殺したんだよ。それがなければ、君は何事もなく横断歩道を渡れていた。だから、君は運が悪かった」

「殺した……？」

　なんで？

「探究心ってやつかな？　謎なぞを解明したい気持ち。君にもあるよね？」

「……全然、わからない」

　謎を解明するのと、人殺しに、関連性なんてない。だけど、青年は肩をすくめた。

「人間は、マウスを実験台にしていろいろな研究をするだろう？　ぼくらにとっては、このマウスが人間だったってところかな。実験のためにマウスを殺す。実験のために人間を殺す。……かわりないよね？」

「……私も、なの？」

　それで、殺された？

「ううん」

　青年は、笑って首を振った。

「招きたかったのは、君じゃないんだよ。君の前に死んだ若い男。親に寄生して生きて、家事の手伝いもしない、ふんぞり返って、俺の才能と実力の芽が出ないのは、社会のせいだって憤いきどおってた人間の男。いわゆるニートだね。死んでも誰も悲しまない人間だよ。うん。現に彼の親と弟は心から喜んでいたね」

「だから！　それと、私と何の関係が！」

「──そういう人間ってさ、環かん境きようを変えてあげれば本当に変われるのかな？　なんていうのかな、ぼくらから言わせれば、魂たましいレベルでダメなんだよね、そういう人間って。でもさ、可能性を信じてみたいじゃない？　ぼくらの予想を覆くつがえせるか、みてみたいじゃない？　本人たちも、新しい人生を望んでいる節があったからさ。死んだその男も抱いだいていたんだよ。いまの人生から逃のがれ、異世界で冒ぼう険けんして、レベルアップしたい。そういう願望」

　──だからさ、仲間は強制的に招いているんだ。

　そう言われても、私にはさっぱりだった。

「私、そんなこと望んでない……！」

「うん。君はさ、そもそもそんなことは望んでいなかったし、招くほどじゃないよね。君が死ねば君の家族やお友達は悲しむ。少なくとも、いなくてもいい人間ってことはない。君は、君の周囲の人間にとっては、かけがえのない存在だよ」

「なら……！」

「でも、何かを生み出す、その損失が世界に影えい響きようを与あたえるほどの人間ってわけでもないよね。死んだのは可か哀わい想そうだ。最初に言ったけど、運が悪かったよね」

「運がって……！　そっちが悪いんでしょっ？　生き返らせてよ！」

　青年が、この人の仲間だっていう人殺しが、何者なのかはわからない。でも、私には関係ない。巻き込まれただけなんでしょ？　だったら、元に戻してよ。

「……なんで？」

　大きく首を傾かしげて、青年が問う。心底、不可解に思っている。そういう仕草だった。

「潔いさぎよく諦あきらめたらどうかな」

「だって！　私はただのとばっちりで！」

　何も、悪くない。

　私の心の中の叫さけびに、

「うん。そうだね」

　聞こえていないはずの青年が、肯こう定ていして、柔やわらかく微笑ほほえんだ。それでいて続けられた言葉は、微笑みとは正反対だった。

「だけどさ、ぼくが、そこまでしなきゃならない必要性は感じないよ。そもそもあのニートを殺したのは、ぼくじゃない。なら、君の死の原因も、ぼくじゃない。だろう？」

「それでも！　あなた神様なんでしょ？」

「君たちの言葉で言えば、そうかもしれないけど……」

「あなたに原因がないなら、そのもう一人の神様に！」

「──無理かなあ」

「なんで！」

「君はさ、虫を靴くつの底で誤あやまって踏んで殺したら、『うわ！　なんてひどいことをしたんだろう！　生き返らせなきゃ！』て思う？　……ちょっとたとえが悪いか。人間に生命を蘇よみがえらせることなんてできないもんね。『うわ！　なんてひどいことをしたんだろう！　治ち療りようしなきゃ！』って思う？」

　──虫？

「……そこまでは、思わない」

　けど！

「せいぜい、ごめんね？　ぐらいでしょ？　もしくは、踏まれるほうが悪い、とかかな？　だって、靴の裏が汚よごれたかもしれないもんね？　感かん触しよくだって嫌だったかもしれないし」

「……私、虫と一いつ緒しよなの？」

「虫が嫌なら、犬でも猫ねこでもいいよ。ああ、でも、犬や猫のほうが、罪悪感は強くなるかな？　車で轢いたら、動物病院に連れていく人間もいるかもしれないね。そのまま無視する人間もいるかもしれないね。……うん。そうか。ちょっと訂てい正せいしようか。ここで会ったのがぼくじゃなくて、他のやつだったら、君、生き返れたかもね。そういう博愛精神に溢あふれるやつもいるから」

「その神様に会わせて！　お願い！」

「でも、ニートを殺した仲間に会うよりは、ぼくに会っただけ、君はまだ救われているほうなんだよね。仲間が殺した人間を送り込む異世界は、過か酷こくだから。君も即そくそこ行きじゃなかっただけ幸せだよ。ほら、向こう」

　青年は、私が最初に嫌な感じを覚えた方向を指差した。

「過、酷……？」

　殺された上に、そんなところに生まれ変わる？

「だって、人間の可能性をみたいんだからさ。元の世界より便利で優しい世界に生まれ変わらせても仕方ないじゃない？　だけど残念ながら、いまのところ可能性を見み出いだせた人間はいないみたいだねえ」

　恐おそろしいことをさらりと青年は言った。

「……その人たち、どうなったの？」

「この世界で殺されて、強制的に異世界に生まれ変わった人間？」

　こくりと、頷うなずく。

「異世界で寿じゆ命みようを全まつとうできずに死んで、消しよう滅めつしたよ」

「消滅……？」

「この世界で、いなくなっても何も変わらない人間を異世界へ放ほうり込こんでも、やっぱり何も残せず、死んだ。なら、その魂をまた生まれ変わらせたって無む駄だでしょ？　だから、今度は魂ごと消滅するんだよ。大だい丈じよう夫ぶ。誰も困らない。そういう人間を選んでるからね。でも、君は──」

　恐ろしいことを平然と口にしながら、青年が、困ったように眉まゆ根ねを寄せる。

「まあ、この条件には合がつ致ちしないよね……。君を君としてそのまま生き返らせてあげるほどじゃないけど……こうしてせっかく話していることだし……」

　青年が、手を叩たたいた。良いことを思いついた、という風に。

「そうだ。君を別人としてなら、生まれ変わらせてあげるよ。記憶を持った、麻紀としての人格のままで。ぼくとしても、これなら手間もかからない。君が嫌なのは、自分の人格が消えることでしょ？」

「……は？」

「ただし、君がはまっているフィクション……『高潔の王』の世界に。シル様たちに会えるものなら会いたいって思ってたんでしょ？　死ぬ直前は、その本のことを考えていたみたいだしね。これなら楽だし、楽しそうだ」

　どうしてそんなことまで知っているのか、とか。もうそんな疑問すら浮かばなかった。

「それは、本当に会えると思ってたわけじゃない！　そりゃ、セリウスには王様になって、シル様と幸せになって欲ほしいけど！　本のことを考えてたのも、新刊の発売日が近いから楽しみにしてただけで」

「ふーん……。せっかく譲じよう歩ほしてあげたのに。なら、君は過酷な異世界へ行く？　ぼくが手を貸さないと、逆らって歩いても、自動的にそっちに流されると思うけど。君は行き場のない魂だから」

「や、やだよ！」

「だよねえ」

「──その、過酷な世界か、『高潔の王』の世界に生まれ変わるかしか、ないの？」

「そうだよ」

「『高潔の王』の世界の……村人とか？」

「そこはサービスしてあげるよ。本に出てきた登場人物にしてあげよう。性別も……女の子のほうがいいかな？　それとも男にしようか」

「私が登場人物って……じゃあ、その本来の登場人物はどうなるの？」

「どうにもならないけど？　だって、まだ『高潔の王』の世界そのものがどこにも存在していないから。無から何かを奪うばうことは何者にもできない」

「ちょっと、意味わかんない……」

　青年が出来の悪い子どもに言い聞かせるみたいに、言葉を紡つむいだ。

「お話の世界なんだから、ぼくが作らない限り、どこを探したって存在するわけないじゃないか？」

　世界を、作る？

「それって、私を単に生き返らせたほうが楽なんじゃ……」

「いいや？　新しい世界を一つ作るほうが断然楽だよ。既き存そんの世界に再生方面で手を加えるほうがよっぽど難しいね。……たかが人間の命一つでもね。奪うことは簡単なのに、まったくよくできてる」

　青年が、心の底からおかしそうに、そしてひどく冷たい笑い方をした。

「その点、真まっ新さらな状態から何かを作るのは簡単なんだ。それが世界でも。だから、安心してよ。君が、君となる登場人物を殺すわけじゃない。むしろ、喜ぶべきじゃない？　君のおかげで、新しい世界が、その世界の神が、あまたの生命が、歴史が誕生する。君の魂はその中へ組み込まれる。君が登場人物そのものになるだけ」

「そ、そんなの、喜べない」

　なんでそんな壮そう大だいなことになるの？

「そう？　困ったなあ……。君は本来失われる予定になかった魂だ。だから、宙ぶらりんなんだよね」

「だ、だったら、とにかく、この際、この、私の記憶はなくていいから、日本にまた生まれたいよ！」

　でも、願いはあっさり否定された。

「そう言われてもさ、もう、君の枠わくがないんだよ。魂の循じゆん環かんはさ、事細かに決まっている。寿命より早く死んだせいで、将来設定されていた君の循環枠は使えないしさ。失われる──人間が予定外に消滅した辻つじ褄つま合わせは楽勝なんだけどね」

「私を日本に生き返らせることは、できない……」

　肩を落とした私は、だけど次の瞬間、耳を疑った。

「ううん。君を君として戻すこと自体は、できるよ？　時間を巻き戻して、君の事故をなかったことにする。──可能か不可能で言えば、ぼくにも可能」

　にっこりと青年が笑った。

「はっ？」

「ただ、すさまじーく大変だからさ。君が輝かしい魂の持ち主で、君が地球の難題を解決する予定なのに、誤って死んだとかでない限り、そんな大変な思いをぼくがしたくないだけ。別に君は、救いようのないクズの魂ってわけじゃない。同時に、ぼくらにとって、特に魅み力りよくある魂ってわけでもない。そこそこ……たいしたことのない魂かな？　そんなもののために大変な思いをしたいかって話。君だって、ぼくの立場だったらそうするよ」

「いやいやいや！　それでもできるなら……！」

「じゃあ、またたとえ話。君はね、道ばたで交通事故に遭った野の良ら猫ねこを見つけました。まだ死んでいません。動物病院に連れていけば助かります。しかし、治療費は一千万円かかります。それぐらい大変だとわかっています。これは絶対です。さあ、君は野良猫を助けますか？」

「そんなの、極きよく端たんすぎる！」

　たとえとして悪質だ。無理に決まってる。一千万円なんて、とても用意できない。

　でも、青年は私の抗こう弁べんを嘲あざ笑わらった。

「どうして？　金額が一千万円だから？　でもさ、稼かせぐ方法なら手段を選ばなければいくらでもあるでしょ？　強ごう盗とうしたっていい。正せい攻こう法ほうでいくなら働くか……早く支し払はらうなら借金だね。両親、親族、友達……みんなに頼み込めば、何とかなるかもしれないよ？　もちろん、背負った借金は君が返すんだ。野良猫を助けるために、君が背負うべき労力だからね。だって君は野良猫を助けたいんだし、実際そうすれば野良猫を救うことができる。方法はある。不可能じゃない」

「…………」

「──でもさ、たまたま見つけた野良猫のために、そこまで君はしたい？　する気になる？」

　……たぶん、できない。

　私は、項うな垂だれた。

　たとえ話の、野良猫は、私で、野良猫を発見したのは、この青年。

「わかってくれた？　君を君としてそのまま日本に生き返らせてあげるのはさ、一千万を支払うのと同じことなんだよ。ぼくにとっては。でも、一応可哀想って気持ちはあるんだよね」

「……どういう、こと？」

　顔を上げる。

「野良猫を、それ以上轢かれないよう道ばたに寄せてあげたり、死ぬ前に水を飲ませてあげたり。死ぬ前に美お味いしい餌えさをあげてもいいかもね。それぐらいならできる。動物病院に連れていって、助からないまでも、一万円分ぐらいの治療費なら出してもいい。その程度の親切心ならぼくも提供するよ」

　──裏を返せば、それだけの価値しか、私には、ないんだ。

「だから、さっきのが、ぼくの示した、たいしたことのない魂である君への妥だ協きよう案あん。『高潔の王』の世界を作って、そこへなら生まれ変わらせてあげてもいいよ。そうしておくほうが簡単だから、君の記憶もそのまま残そう。これは君も望むところだろうし。……もっとも、ぼくは生まれる前の記憶なんて、ないほうが楽だと思うけどね」

　私は頭かぶりを振った。とてもそんな風には思えなかった。私の十八年間を、忘れるなんて、嫌だ。これだけが──残っているものなのに。

「──それとも、いっそ潔く消滅してみる？　死んだのは運命だったと諦めるのも、悪くないよ？　諦めれば苦しむこともない。それはそれで美しいよね。君の魂に相応ふさわしいかもしれない」

　どうする？

　潔く消滅？　運命だったって、諦める？　そんなの、できるわけない。

　諦められない。

　元に戻れないのなら、せめて、『田澤麻紀』という意識だけは、失いたくない。

　私は、私でいたかった。




「──『高潔の王』の世界に、生まれ変わる」




　まだ、親しみがあるだけ、どことも知れない世界よりは……。

「了解したよ。おめでとう。この瞬間に、新しい世界が誕生したよ。もうぼくの手を離れて歴史を刻み出した。あ、でも世界を作るのに足りない情報があったから、そこは適当にぼくがぼくなりに補完しておいたから」

「……足りない情報？」

「君は、登場人物のセリウスが王になり、シル・バークスとだけ結ばれる。それを望むんでしょ？」

「『高潔の王』は二人の物語だし……」

　そういう、結末になるのが普ふ通つうでしょう？

　読者なら、それを望む。

　二人が別れたり、セリウスが継けい承しよう権けんを捨てる物語なんて、バッドエンドだ。

「そうだよね。そのためにも補完しておいて良かったよ。君のために『高潔の王』の内容を閲えつ覧らんしたけど、どうやって王家が存続していたか、とか、文化とか。他にもいろいろ？　書かれていないことが多いんだよ。だってあの世界のエスフィアっていう国。歴史のある国っていう設定みたいだけど、次期国王が男と結婚して側室も作らないのが許されるっていうのは、背景があるからだよね？　なら、それが当たり前になっていなきゃ。たぶん、過去も国王の同どう性せい婚こんがあるよね。それも、頻ひん繁ぱんに。となると、相当無理をして、何かを犠ぎ牲せいにしないとそんな歴史は作れないけど、セリウスの父親までしか、婚こん姻いん関かん係けいが書かれていない」

「……それは、物語だから」

「わざと書いていないのかもね。だけど物語なら許されても、現実の世界を作るには、空白は許されないんだよ」

「でも、手を加えたら、小説と別物……！」

「問題ないって。書かれていない空白をぼくなりに埋うめておいただけだよ。ちゃんと、君が生まれる頃には、寸すん分ぶん違たがわずあの小説の世界になっているはずだから。保証するよ。そこが『セリウスが王になり、シルと結ばれる』世界だって」

「まさか、二人に何かするつもりなの？　や、やめてよ」

「誤解されたかな。彼らの恋愛に関して、主人公たちの心……恋愛感情をいじったりはしないよ。心は難しいからね。誓ちかってもいいよ」

「誓う？」

「そう。誓おう。約束は守るよ。多少過程は変わっても、結果が同じなら問題ないはずだよね？　男同士で恋愛するのが許きよ容ようされる国になっていればさ。ただ、その世界は、君がきっかけで誕生したけど、君を中心に回るわけじゃない。それから……君は幸せになれないかもしれないなあ。役割的に。道のりは大変だよ」

「なに、それ、一体、私誰に、ちょっとせつめ、」

　どこかへ、押し流される。星空が遠ざかる。

「まあでも、過酷な異世界へ行くよりは多少不幸でもマシだからさ。それと比べれば、こうなっただけ、君がぼくに会ったのは運が良かったね」

　運が良い？　運が良いなんて──。

「頑がん張ばれば道も開けるかもよ？　当然、その逆もある。君の可能性を楽しみにしているよ」

　いってらっしゃい。

　暗転。

　──そうして、私は、オクタヴィアとして生まれた。

　あの空間で交わした言葉通り、『高潔の王』の世界に、麻紀の記憶を持ったまま。

　身体は赤あかん坊ぼうなのに、目を開けた瞬間から、私の心は十八歳の麻紀だった。

　これが私の、思い出したくもない、クソ忌いま々いましい記憶。
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　麻ま紀きとして死んで、その数時間後、オクタヴィアになった。そんな感覚だった。

　十六年前に誕生したその日、赤ん坊の私は放心していた。時間が、ひどくゆっくり流れているように感じた。生まれたばかりで、自由にできるのは、考えることぐらい。

　思考がどうにか回るようになって、思ったのは、「八つ当たり、してたんだ」だった。

　──あの青年に。

　日本で私が親しんでいた八や百お万よろずの神というより、それとはまた別の存在だったんじゃないかって思う。何にせよ、ただの人間からすれば、神様みたいなもの。

　そんな存在に、いくら死んだという事実でパニックになっていたからって、ひどい態度だった。

　そもそも、あの青年に、私を助ける義理なんかない。

　たとえ人間同士でも、それができるからって、会ったばかりの人のために行動を起こすかどうかは、まったく別の──相手の善意に基もとづく話。

　一つの作さく為い的てきな死に巻き込まれて、予定外に私は死んだ。

　それを行ったのは、あの青年じゃないのに、元げん凶きようへの怒いかりをそのままぶつけていた。元凶を知っているってだけで、同一視、していたんだ。

　……まさに、八つ当たり。にもかかわらず、青年は別の世界でなら、私の意識を残して生まれ変わらせてくれると口にした。感謝しなきゃ、だった。

　ところが私はそれ以上のこと──元の自分に戻して欲しいって、ひたすら望んでいたんだ。『高こう潔けつの王おう』の世界に生まれ変わるって、決断した後でさえ。

　縋すがれる対象が、目の前にいたから。青年なら、それができそうに思えたから。




　──『たいしたことのない魂』って断定されて、ショックだったから。




　泣いたり、笑ったり、怒おこったり。自分はごく普通の人間で、到とう底ていすごい人物だなんて言えない。だけど『田た澤ざわ麻紀』の十八年間が、無価値だって全否定されたも同然だった。私だけじゃない。育ててくれた、お母さんやお父さん……家族も。

　ぜんぶが、馬ば鹿かにされた気がして、すごく──悔くやしかったから。

　反発心があった。認めさせてやりたかった。助けてもらう立場なのに。

　こんなだから『たいしたことのない魂』なのかなって。

　あの星空の空間にいたときとは違って、頭が冷えて、そんな自分が何だか嗤わらえた。

　麻紀の姿を失い、赤ん坊のオクタヴィアになった私は、そのままぼんやりと、青年との会話を思い返していた。

　……そうだった。ほんの短い間、このときはまだ、一連の出来事を、クソ忌いま々いましい記憶とまでは認識していなかったんだ。

　起こった出来事は、変わらない。

　でも、あの空間にいるときに理解しておくべきだったことを、私は見落としていた。

『君の可能性を楽しみにしているよ』

　きっかけは、一連の出来事の中での、あの青年が私に言った最後の言葉と……そのときに見せた、愉ゆ快かいでたまらないといった表情だった。

　この二つが、思い返していて、気づいたこと。

　変だよ。人間の可能性がみたいって……あなたじゃなくて、仲間がやっていることなんじゃ？　なんであなたがそれを言って、そんな表情をしているの？

　でも、私が死んだのは、青年の仲間が行ったことに、巻き込まれたからだ。青年自身は、無関係。

　……仲間。仲間って、どういう意味での仲間なんだろう。

　青年と同等の存在で、人間ではない。そういう括くくりとして使っているんだって、私はあの空間で思っていた。

　──仲間の行っていることなのに、どうして青年はあんなに詳しかったんだろう？

　どんな人間をどういう理由で強制的に過か酷こくな異世界へ招いているか、彼らが辿たどった、その結末。横断歩道を渡ろうとしていた若い男性を、仲間が殺したこと。その連れん鎖さで、私が死んだこと。

　神様だから？　何でも見通せる？　じゃあ、考え方がその仲間と同じなのは？

　実験を行っている仲間に否定的でもなかった。止めようとしている風でもなかった。

　何より、あの最後の言葉と表情には、私がどうなるのか、その結果を彼自身も知りたがっている──そんな雰囲気が、あった。

　摑つかめそうで摑めない、気持ちの悪いもやもやが、胸の中に溜たまってゆく。

　まだ真新しかった記憶を、遡さかのぼった。

『ぼくらにとっては、このマウスが人間だったってところかな』

　なんで、仲間にとっては、じゃないんだろう。

『でもさ、可能性を信じてみたいじゃない？　ぼくらの予想を覆くつがえせるか、みてみたいじゃない？』

　どうして、ぼくら、なんだろう。

　……ぼくら。あの青年は、そう言っていたんだった。

　ぼくらの内訳は、青年と、仲間。

　──そっか。

　あの青年も、一緒に、実験を行う側だったんだ。そういう意味での、仲間。

　会話の中で、示し唆さ、されてた。自分のことで、話についていくので一杯で、聞き流していた。

　青年も、あの若い男性を殺してはいないだけで、私が死ぬ原因を作った側。

　直接関わっているか、間接的に関わっているかの、違い。……後者だったんだ。

『そもそもあのニートを殺したのは、ぼくじゃない。なら、君の死の原因も、ぼくじゃない。だろう？』

　それで、あんな言い方だったのかな。私が、理解してないって、わかってて？　……ううん、本当に、何とも思ってなかったからだ。

　……私って馬鹿だなあ。

　割り切れない、形容できない感情が込み上げる。

　赤ん坊の私が寝ねかせられていた部屋に、慌あわてて知らない女性がやって来て、私を覗のぞき込こんだ。私が、火がついたみたいに泣き出したからだった。

　あの青年が、私の中で──あいつに。

　星空の空間での出来事が、クソ忌々しい記憶に変わった瞬間だった。







　もし、私が大人になって死んで、この世界に生まれ変わったんだったら、もっと上う手まくやれたんじゃないか。

　デレクと踊ったときにそう思った気持ちは、噓じゃない。噓じゃないけど、その奥には、もう一つの本音がある。

　麻紀のまま生き続けたかった。あの事故死が避けられないことだったっていうなら、まだ折り合いはつけられたかもしれない。ところが、実際は死ぬはずじゃなかったって、知ってしまった。

　日本で、お母さんやお父さんは、お姉ちゃんは、どうしてる？

　お葬そう式しきは、もうとっくに済んでるよね。時間の流れは、同じなのかな。お姉ちゃんは、結婚していたりして。お母さんたちは、お祖ば母あちゃんやお祖じ父いちゃんになってるのかな。

　お父さんに怒られると、口答えして、私はよくふてくされていたっけ。別にいい思い出じゃないのに、なんでこんなに懐なつかしくて、もう一度叱しかって欲しいって思うんだろう。

　友達は、どうしてる？

　一緒に模試の判定をよく見せ合った、ＢＬが嫌きらいな和かず音ねちゃん。あの一件があったせいで、不思議と前より仲良くなれた。大学、和音ちゃんのことだから第一志望に合格したんだろうなあ。……和音ちゃんとシシィって、なんとなく似てるんだよ。

　──不可能だって、頭では理解していても、会いたいよ。

　死んだこと自体も、その後のことも。

　自分が、ちっぽけな、掌てのひらの上で弄もてあそばれているだけの存在だって、思い知らされる。

　……だから、思い出さないようにしてきた。できることなら完全に忘れてしまいたかった。なのに、忘れられない。思い出そうとすれば、色あせることなく、細部まで詳しよう細さいに、頭の中で再生できてしまう。でも、もう二度と思い返したくなかった。

　赤ん坊の私は泣なき叫さけんで、クソ忌々しい記憶となったあのすべてを、心の底に閉じ込めた。思い出さない。考えない。

　しばらくは、意い気き消しよう沈ちんしていた。拒きよ否ひ反はん応のうみたいなものもあった。周囲の人が喋しやべっている言葉が全然わからない。日本語を話したくなる。前世の記憶は、世界に溶とけ込こむのには、弊へい害がいになった。

　生まれる前の記憶なんて、ないほうが楽だって、あいつが言っていた意味が、いまならわかる。

　消えない郷きよう愁しゆうと麻紀としての十八年間の思い出。それがあるから私だけど、なければ？

　中身が私だし、原作のオクタヴィアとはやっぱり性格が違っていたとは思う。……でも、違う現い在まがあったのかも。

　──私が本当にオクタヴィアになったのは、成長して、未知の言語だったエスフィアの言葉を覚えて、この世界のことがわかってきてからだ。

　私が産まれた場所は、『高潔の王』の世界そのものだった。

　何せ、兄がセリウス。そして、父親どころか、その前も、前々代も国王は同性婚。そんな世界が、現実のものとなって、オクタヴィア──私の前に広がっていた。

　だから。開き直ることにした。

　選んだのは、自分だ。鬱うつ々うつしていたって、始まらない！

　何か指令みたいなものを与えられて生まれ変わったわけでもない。

　あるとすれば、原作にあったオクタヴィアの役割。

　お世よ継つぎを誕生させるそれが、私のものになったけど。

　どうせなら、精せい一いつ杯ぱい生きてみよう。目指すは、明るく強くたくましく！　前向きに！

　王女生活を送るには、いかんせん、根本的な中身のスペックが足りないから──ヘッタクソなくせに、私はダンスが上手じようず！　なんて図に乗って変な思い込みをしたこともあったし──ボロが出ないよう、いつも必死だった。かえって、それが良かったのかもしれない。

　夜、たまに悪夢に魘うなされることがあっても、朝が来れば、オクタヴィアとしての一日が始まる。エスフィアの言語で『神』って単語を聞くだけで生じていたもやもやした気持ちも、徐じよ々じよに感じなくなっていった。

　──ただ、オクタヴィアとして生きるって開き直っても、兄とシル様については、正直悩なやんだ。二人が出会って惹ひかれ合う。

　そのとき、私は原作の妹ちゃんのように、応おう援えんする？　──邪じや魔まする？

　兄とシル様が恋人同士にならなければ、お世継ぎ問題も降りかかってこないのかもしれない。

　いっそ、二人が出会わないように仕向けたら？

　その場合、そのための情報源は原作小説の『高潔の王』になる。好きな台詞せりふや印象的な場面なら、割りと正確に覚えているかもしれない。

　主要登場人物のことも。……脇わき役やくもちょっと。それらを除けば、頭に残っているのは、大まかなストーリーライン。……すごくおおざっぱ。

　不確かな情報で、どこまでできるか。そこまで考えて、疑問に思ってしまった。

　シル様が兄の恋人にならなかったら、兄は一体誰と相思相愛になるのかって。

　誰とっていうより、性別？

　ここはＢＬの世界だし──それって、結局、男じゃない？

　シル様以外の男性が恋人になる。私に降りかかるのかもしれない役割は、変わらない。

　それなら、シル様のほうがいい。

　結局、邪魔せず、逆にそれとなく兄へ助言みたいなことを何度かしたことはあった。

　原作で、シル様は何気に負傷率の高い主人公だった。シル様に惚ほれた兄のライバルがちょっかいを出してきて、怪け我がをしたり。こういうのは、嫌な場面として記憶に残っていたので、起こらないようにした。

　二人の関係を、祝福はできない。

　できないんだけど、矛盾しているんだけど、読者としてシル様を応援していた気持ちがあるから、どうしてもシル様贔びい屓きを捨てられなかった。

　──そして、今日まで、日々が過ぎた。







　大きく、息を吐はき出だす。右手を、顔の前まで持ち上げた。

　依い然ぜんとして震えていた。

　……止めようとしてるのに、止まらないや。

　クソ忌々しい記憶は封印！　なんて息巻いて、平気なフリ、気にしていないフリで自分を騙だましていたけど、わかってるんだよ。……ただの虚きよ勢せいだって。

　──ずっと、考えたくないから、目を逸そらしていたんだよね。

　なのに、いきなり、あんなのが、来るから。

　あの顔を目もく撃げきして、みっともないほど、動揺してしまった。

　きちんと処理していないままだった感情が、溢あふれてきていた。

　赤ん坊のときに、クソ忌々しい記憶として仕し舞まい込んで、棚たな上あげにし続けていたこと。

　上から、無理矢理蓋ふたをしただけ。だから、怖こわい。

　……まだ。本音では、『麻紀の死』と、私は向き合っていない。向き合いたく、なかった。

　感情が、パレットに絵の具をぶちまけたみたいに、ぐちゃぐちゃだった。

　こんな自分は、嫌だ。いつもの調子に戻りたい。

　目め頭がしらが熱くなる。鼻がツーンとして、涙なみだが込み上げてきた。

　泣くな！　堪こらえろ！

　叱しつ咤たも空むなしく、目め尻じりから零こぼれた液体が、金色の仮面の内側を伝った。一いつ旦たん流れ出すと、後から後から出てくる。

　手ての甲こうで頰ほおの涙を乱暴に拭ぬぐったとき。

　──静かに、扉とびらが叩かれる音がした。

　ギクリとして振り返る。閉めただけで、鍵かぎをかけるのすら忘れていた扉。

　饗きよう宴えんの間から逃げ出すときに、聞いたと思った足音は、いつまで聞こえていたっけ。

　……わからない。

　でも、この部屋に入ったのは、誰にも見られていないはず。

　誰が、来たんだろう。

　外された仮面。そこから現れた、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが印象的な、面おも差ざし。あいつそっくりの顔が脳裏に浮かぶ。

　もし、ルストだったら？　あいつとルストが似ているのは偶ぐう然ぜん？　そんなことってあり得る？　痣以外は、何もかも同じなのに？

　身動きが取れなかった。声を出して、扉を隔へだてたそこへ問いかけることも、足を踏み出すことも、できない。

　扉の外側から、呼び声が聞こえた。

「──オクタヴィア殿下。いらっしゃいますか。入室の許可を」

　独特の美声が、姿を見なくても、それが誰かを私に教える。

「……クリフォード？」

　安あん堵どが、胸に広がった。

「はい、殿下」

「……ごめんなさい。一人で飛び出して」

　普段通りに話せているのかな。そうだったらいい。

　できることなら、このまま、引き下がって欲しかった。……いまだけは。

「私への謝罪は必要ありませんが、どうぞ入室の許可を」

　だけど、職務に忠実なクリフォードが、納得するはずがなかった。

　勝手な行動をして、迷めい惑わくをかけているのは私だ。城内ならまだしも、何が起こるかわからない場所で不自然な単独行動をとったのは、何の言い訳もできない。

　クリフォードは、私が一人なのかどうか。室内に不ふ審しん者しやがいないか。確認しないといけない役割を負っている。

　ここで彼を退しりぞけるのは、間違い。痛いほどわかっているのに、すぐには実行に移せない。

　まるで、心が二つに分ぶん裂れつしているみたいだった。

　麻紀の私は、それでも嫌だよ！　誰も入って来ないでって叫んでる。

　オクタヴィアの私は、たとえ嫌でも、自分の立場を考えなきゃって言ってる。

　どちらも、紛まぎれもない自分なのに。

「…………」

　もう一度、頰の涙を拭う。部屋は、薄暗い。私は仮面を着けている。

　問題ないって、直じかに見て納得してもらうだけ。少しの間なら、凌しのげるはず。泣いていたって、気づかれずに済むかもしれない。震えも。

「……鍵はかかっていないから、入って構わないわ」

　扉を少し開けたままにして、クリフォードが入室する。漆しつ黒こくの仮面は着けていなかった。クリフォードは室内を注意深く見み渡わたすと、私へと視線を定めた。

　一いつ瞬しゆん、目が見開かれる。……気づかれた？

　誤ご魔ま化かすように、私は口を開いた。

「よく、わたくしがここにいるとわかったわね」

「私は殿下の『従じゆう』ですので」

『徴しるし』を通して、『主しゆ』の危機を『従』は知る。

　涙を拭ったせいで、濡ぬれている右手の甲を見る。極力、自然な動作を心がけて、そこへ左手を重ねた。二日前、ここに浮かんだ『徴』。これが、あるから？

「──そう。来てくれてありがとう。けれど、わたくしに、危険はないわ。少し、考え事をしたかったの。……急に思い立ったものだから」

「このような場所で、ですか？」

「……そうよ」

　近づいてきたクリフォードから、顔を逸らして、後ずさる。距離を保つためだった。

　涙るい腺せんは、緩ゆるんだまま。気づかれたくない。

　……これ以上は、無理。

「部屋の外で、待機していてもらえるかしら。──命令よ」

　意識して、語気を強める。

「……承知しました」

　一いつ拍ぱくほどの間を経て、目を伏ふせ、頭こうべを垂たれたクリフォードが、踵きびすを返した。

　その後ろ姿を追っていた私の目元から、何とか押しとどめていた涙がまた零れる。慌てて右手の甲で拭う。

　でも、それで、大丈夫なはず、だった。やり過ごせるはずだった。

　タイミング良く、クリフォードがこちらを振り返らなければ。

　濃こい青い瞳が、今度ははっきりと見開かれる。

　唇くちびるを嚙かみ、私はクリフォードに背を向けた。

　こんなはずじゃ、なかった。

「っ！」

　堰せきを切ったように溢れ続ける涙を拭う。嗚お咽えつが漏もれた。

　こんな、弱っているところを誰かに見られるなんて。

　私の嗚咽だけが、室内に響ひびく。

　クリフォードが、出て行く様子はなかった。嗚咽以外には、物音一つしない。

　時間だけが進む。

　だけど、つと聞こえた話し声に、肩が跳はねた。

「──あの部屋はどうだ？　あそこだけ、少し扉が開いている。気にならないか？」

「先客がいたらどうする」

「じっくり顔を見る」

「お前は……」

　薄く開いた扉から、親しげな男性二人の声と、彼らの歩く音が、この部屋の中まで届いた。

　準舞踏会で意気投合した者が、空き部屋へ──。本来の用途で訪れた人たちだ。

　少し扉が開いている、あの部屋……。

　ここへ、来ようとしてる？

　入って来られたら、きっと、私だって、気づかれる。

　第一王女の、オクタヴィアだって。

　早く、王女の顔を取とり繕つくろわなきゃ。しゃくり上げて泣いている場合じゃないのに。

　なのに、焦あせるほど、涙は止まらない。これじゃあ、上手く説明もできない。

　話し声が、どんどん近くなる。

「中に誰かいるか賭かけるか？　おれは、いる、だな」

「俺がいない、のほうか。好きにしてくれ」

「決まりだ」

　扉の動く音が──。

　間に合わない。私は観念してぎゅっと目を閉じた。

　それとほぼ同時に、ぬくもりが、私の身体を包む。耳元で声がした。

「──しばらくご辛しん抱ぼうください。罰ばつは、いかようにも」

　クリフォードが、私を後ろから抱きしめていた。
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　大きながっしりとした身体が、私をすっぽりと隠す。

　直後、空気が動いた。クリフォードが、わざと背後を振り返ったのだとわかった。

「止まれ。何の用だ」

　今まで私が耳にしたことのない、威い圧あつ感かんのある低い一声が、背後──扉のある方向へ放たれる。

　扉を開けた二人が、息を吞のんだようだった。

「これは、お楽しみのところを、我々が無ぶ粋すいだったようです。扉が少し開いていたので……しかし、まさか……」

「申し訳ありませんでした。他の部屋を当たることにします」

　一人が、踵きびすを返そうとした。だけど、もう一人がある問いを口にした。

「──あなたはオクタヴィア殿下の護衛の騎士殿どのでは？」

「それが？」

　だからどうした、とクリフォードが喉のどの奥で笑ってみせる。

「い、いや……」

「噂うわさにでもしたいのか。そのために、お前たちはわざわざ先客がいるか『じっくり顔を見に』来たのだったか？」

「おい、よせ。余計なことを言うな。──護衛の騎士殿。悪ふざけが過ぎました。滅めつ相そうもない話です。このような場での邂かい逅こうは互たがいに一夜の夢のようなもの。……我々もすぐに忘れます」

　扉が閉まる音がした。足音も、遠ざかる。

　それを受けて、クリフォードが私のお腹なかに回していた手を、外そうとした。

　意図は、わかってる。

　全部、演技だった。私の姿を見られないようにして、よくある逢あい引びきの一つだと目撃者に思わせるための。クリフォードは自分にだけ、注意が行くようにしていた。クリフォードの足を引っ張らないように、私は嗚お咽えつを堪こらえて、おとなしくする。

　用が済めば、離れるのは当然。

　──それなのに、何な故ぜか、私はその手が離れていかないように、咄とつ嗟さに摑つかんでいた。

　抱きしめるように上から握にぎる。私の力じゃたかが知れている。ほとんど抑よく止し力りよくなんかない。無視できたはず。

　だけど、クリフォードはそうしなかった。

「…………」

「…………」

　無言で私を抱きしめ直したクリフォードの手に、涙がボロボロ落ちる。

　小さな子どもみたいに、私は人ひと肌はだが恋しかった？

　なんで、あたたかさに安心するんだろう。

　自然と、言葉が出てきた。涙なみだ声ごえでも、取り繕う必要は、もうなかった。

「……泣いているわたくしを、隠してくれたのね」

　城でクリフォードとダンスの練習をしたとき、『主しゆ』として何か命令して欲しいと言われた。私が思いついたのは、全然『主』らしくないもの。

　泣いていたら、周りにわからないように隠して欲しい、なんて。──泣くっていっても、こんな事態は、全然想定していなかったんだけどなあ。

「……ご命令、でしたので」

　少しの間が開いて、静かな応えが返ってくる。ほんの少し、いつもより優しく聞こえた。

「ええ、そうだったわね」

　約束してくれる？　と質問して、たしかクリフォードは「約束など不要です」って答えた。『従じゆう』への命令なのだからって。でも、約束を守ってくれたも同然だった。

「私の不ふ手て際ぎわでもあります」

「……不手際？」

「あの者たちの興味をひいたのは、私が扉を開けて入室したせいです」

「あなたは職務に沿った行動をとっただけでしょう」

　王城の自室に、私が自分の裁さい量りようでクリフォードを呼んだときみたいにはいかない。

　とはいえ、こういう部屋に二人きりでも、扉を開けてさえいれば、目撃されたところで後ろ暗いところはないと主張できる。実際、入って来られても、私とクリフォードは同じ部屋の中にいただけ。

　──私が、普段通りだったら、なんてことのない、場面だった。

「それに加え、判断が遅おくれました」

「……それは、わたくしが……使い物にならなかったからだわ」

　ギリギリまで、クリフォードは私の命令を待っていたんだと思う。

　なのに、この体ていたらく。

「『主』失格ね」

「──いいえ。殿下は私の選んだ『主』です」

　沈ちん黙もくが落ちる。誰が、とクリフォードがそれを破った。

「誰──何が、私の『主』を泣かせたのですか？」

「教えたらやっつけてくれるの？」

「ご命令なら、喜んで」

　ふふ、と涙交じりの、複雑な笑いが浮かんだ。

　お互たがいに顔が見えないから、こんな風に話せるのかもしれない。

「ありがとう。とても嬉うれしいわ。……けれど、無理よ」

「何故ですか？」

「──絶対に敵かなわない相手だから」

「敵わずとも、挑いどむことはできるのでは？」

「負けるとわかっていて？」

「戦いくさでは、負まけ戦いくさでも戦わなければならないことがあります」

「……そうね。勝てる戦いばかりでは、ないものね」

　負けるとわかっていても、避けられないことがある。

「──それなら、負け戦でも、一いち撃げきぐらいは返したいわ」

　何をすれば、あいつに挑むことになるんだろう。一いつ矢し報むくえるんだろう。

　あいつ……この呼び方も、駄だ目めなのかもしれない。私情が入って、私が客観的になれていない証しよう拠こだから。

　背中越しに、クリフォードの鼓こ動どうが伝わってくる。

　命の音だ。こちらを包つつみ込こむような音。

　私より、ずっと落ち着いている。

　──客観的に、考える。

　あいつ──あの青年は、世界を作っただけ。

　この世界には、ちゃんと天てん空くう神しんという、一番に信しん仰こうされている神がいる。

　あの青年に挑もうにも、青年自身が、この世界に介かい入にゆうとか、そういうことは……。

　……介入？

　何かが、引っ掛かった。

　じゃあ、あの青年そっくりのルストが、この世界に存在しているのは？

　それだけじゃない。

　随ずい分ぶん久しぶりに、細部まで掘ほり起おこすことになった、私が生まれ変わるまでの、クソ忌いま々いましい記憶。

　あの青年と交かわした、会話の内容。

　──ここは、『高こう潔けつの王おう』の世界だから。ＢＬファンタジーの世界だから。

　国王が同性と結婚することは、普通なんだって、私はずっと思ってた。

　男同士では子どもは生まれないから、王家の血脈を継つぐ、姉や妹の子どもを世継ぎに据すえるのも。クソッタレとしか言い様のない歴史だし、歪いびつだけど、そういうものなんだって。

　でも、一昨日おととい、父上から、私は重要なことを聞いた

　女王もいたって。

　四度目の女王となった、ウス王の姉君は、天空神の怒りを買って、ウス王に討うたれた。

「──天空神が」

　呟つぶやきが漏れる。私の、クリフォードの手を握る力が、無意識に強まった。

『書かれていない空白をぼくなりに埋うめておいただけだよ。ちゃんと、君が生まれる頃には、寸すん分ぶん違たがわずあの小説の世界になっているはずだから。保証するよ』

『多少過程は変わっても、結果が同じなら問題ないはずだよね？　男同士で恋愛するのが許きよ容ようされる国になっていればさ』

　……結果が同じなら。

　私の知る、『高潔の王』の世界になるように？

　一巻の始まり。エスフィアの王家には、兄のセリウスと私とアレクが生まれていて──バークス男だん爵しやく家けにはシル様がいる。兄とシル様が出会い、二人は恋に落ち、問題が立ちふさがっても解決し、祝福される。

　次期国王の同性との一いち途ずな恋愛が、許容される。

　エスフィアにおける女王の即そく位いが、その土台を築くためには、否定されるべきことだったとしたら？

　小説には書かれていない歴史の空白。あの青年が埋めたもの。

　何か、していたのだったとしたら？

　この世界を作ってから、ちゃんと様子を逐ちく一いち見守るような、そんなタイプじゃない。『たいしたことのない魂』のために、無駄な労力を使って介入なんて、わざわざしないと思う。作ったら、作りっぱなし。……でも。

『約束は守るよ』

　でも、何らかの形で、仕し掛かけは、残しているかもしれない。

　たとえば、それが、天空神の怒り。

　舞ぶ台たいを整えるため。あの青年から見た、間違いが、修正されるように。

　──いまも？

　……確証は、ないけど。辻つじ褄つまは、合うよね。

　この、エスフィアの歴史は、あの青年が作ったもので、本来の『高潔の王』とは、まったく関係ない？　作者が、想像していたものですら、ない？

『高潔の王』の既き刊かん分ぶんには、過去の国王の結婚事情については書かれていない。単に、反対派がいても、男同士の恋愛がある程度は受け入れられている国なんだって、程度。父上……イーノック王も同性婚をしている人物として登場するけど、それだけ。

　物語のメインは、シル様とセリウスの恋愛模様と、彼らを巡めぐり起こる出来事だから、読者としては、さして重要ではなかった。私が、あの青年にそう答えたように。

　現実になったら？

『相当無理をして、何かを犠牲にしないとそんな歴史は作れないけど』

　物語だから、省略しても良かった部分。

　現実に当てはめるために、あの青年が補完した部分が、この世界には、ある。

　そこは、原作の『高潔の王』とは、たぶん、別物。

　二つが、交じり合っているのが、この世界？

　原作のオクタヴィアは強制されたから、仕方なく、自分の子をって兄に提案する感じじゃあ、なかった。

　それまで王女たちに強しいられていた過去があったからこそって感じでも、なかった。

　何故か？

　原作のオクタヴィアと、いま、ここにいる私。

　私のほうは、原作の展開を知っているから。小説のオクタヴィアとは、中身が違うから。

　その差だと、思っていたけど。

　……違ったんじゃ？

　原作では、オクタヴィアは優しくて温おん厚こうな少女で、兄とシル様のカップルが大好きだった。そういうキャラ設定といえばそれまでだけど、近親者からの養子で繫つないできた王家の不ふ穏おんな背景は、漂ただよってこなかった。

　代々、王女が王となった兄弟きようだいに子どもを取られる──ときには、母体に負担がかかる薬を飲んでまで──って歴史が、そもそも原作では考えられていなかったことだとしたら？

　前世の記憶とかじゃなくて、そんな歴史の上に生きてきた王女なら、原作の妹ちゃんも、いくら優しい子だって、兄大好きにはならないはず。兄とシル様にも、複雑な気持ちを抱いていてもおかしくはない。──でも、全然そうじゃなかった。

　国王が同性婚をしても、姉し妹まいの子どもを次代の世よ継つぎとして王家を存続させてきたという歴史。

　……これは、原作では、なかったことなんだ。

　だから、小説のオクタヴィアは、献けん身しん的てきにセリウスとシル様を応援できた。

　唇を嚙かむ。

　自分に対する、悔くやし涙が溢あふれた。

　まただ。あの空間にいたときみたいに、気づけていいはずのことを、また見み逃のがしてた。

　考えたくないからって、クソ忌々しい記憶から、逃げ続けたツケ。

　──十六年も経たった、今頃になって。

　ちゃんと向き合っていれば、もっと早くに、思い当たれたはずだった。

『セリウスが王になり、シル・バークスとだけ結ばれる』

　原作の妹ちゃんが、お世継ぎ問題に関して、セリウスにする提案をベースにしたんだろう、とは思う。でも、もっと別の方法だってあったはず。

『高潔の王』を元にした、シル様と兄のための、ハッピーエンドの世界。

　物語をそのまま当てはめるために、あの青年が想像して、原作を無理矢理ねじ曲げた世界。

　──私が、望んだ、通りに。

　主役二人の幸せは、私にとって当然のものだった。

　自分がオクタヴィアになるなんて、想像していなかった。

　私がきっかけで生まれた世界でも、私を中心に回るわけじゃない。ほんのちょっと名前が出るぐらいの登場人物だろうって。

　ところが、私はオクタヴィアで。

　兄とシル様の、原作通りの幸せと、私──麻ま紀きの記憶を持つオクタヴィアの幸せは、どうしたって対立する。そういう、構造。

『君は、登場人物のセリウスが王になり、シル・バークスとだけ結ばれる。それを望むんでしょ？』

『「高潔の王」は二人の物語だし……』

　あのとき私は、反射的に、ただ答えた。

　私の推測が当たっているのなら、やっぱり私は、政略結婚に限らず恋愛結婚して子どもを生んだとしても、国王になった兄にその子を取られるのが、正しい結末ってこと？

　これも、あの青年による、多少経けい緯いは変わっても、結果は同じこと。その一つ？

　私は、どこまでも、駒こまなんだ。

　──冗じよう談だんじゃ、ない。

　きっと、あの青年は、わざと私を、オクタヴィアにした。その上で、私がどうなっても構わない。原作通りでも、そうじゃなくても。

　そして、どうせ私は原作通りにオクタヴィアの役目を終えると、予想されている。

　もう、過去は、変えられない。だけど。

　……可能性、みせてやろうじゃない。

　兄が、世継ぎ問題について、納得できる答えを提示してくれるなら、私は兄とシル様の結婚を心から祝福する。

　でも、そうじゃなかったら。

　抵てい抗こうすることも、辞じさない。

　シル様と愛し合っていても、兄は、原作と違う道を選ぶかもしれない。まだ、未来は決まっていないって、私は、自分を誤ご魔ま化かしてきた。

　そりゃ、仲は良くないけど。兄だから。そう思っているのは確かだから。

　できるなら、敵対なんて、したくなかった。ただの兄きよう妹だい喧けん嘩かじゃ済まない面がある。

　──覚かく悟ごを、決めるんだ。

　私の代で、こんなことは、終わりにする。

　同性婚をした兄弟のために、姉妹が子孫を繫ぐこと。

　……ＢＬの世界だから、じゃないんだ。

　単純に、誰かの恋愛の結果を、その都合の悪い部分を、他の人間が背負うのも、違う。

　心の中で思ってはいても、公おおやけの場で口に出すことは、できなかった。

　兄は、国王に即位するなら、シル様と結婚しても、新しい法を制定してでも女性の側室を設もうけるべきだし、どうしてもそれが嫌なら、即位すべきじゃない。

　兄だけじゃない。父上だって、その前の王だって。

　王女である私がこんな発言をすれば、それで成り立ってきた国が根幹から揺ゆらぎかねない。でも、兄の出方によっては、言う。その結果が、たとえ争いを呼んでも。

　綺き麗れい事ごとは言わない。当事者になってしまったから、自分のための行動だ。

　私があの青年に安あん易いに答えたことが始まりになったなら、終わらせる責任も、私にある。

　事態がどう転んでも、せめて、私の後の代にまでは、続かないように。

　気づくのが遅すぎたけど……いまからでも。

　──やることは、同じ。まずは、（偽ぎ装そうの）恋人を見つけること。それが、活路を見み出いだすための第一歩。

　それから──王家の過去の歴史を、調べ直そう。ヒントがあるかも。

　そうだ。兄が忘れている、子どもの頃の記憶については？

　あの青年が残したもののせい？

　その形の一つが、天空神の怒り？　それとも、他の何かか、誰か？

　真っ先に思いつくのは、あの青年そっくりの、ルスト・バーン。

　まだ、あの顔を思い浮かべると、全身が怖おじ気けづく。

　でも、今度こそ、ルストと話をしなきゃ。

　取り乱したりせず、ルストが何者なのか、見み極きわめなければならない。

　思いとは裏腹に、身体が震える。

　──そのためにも、自分の心に、ケリをつける。

　私は、握りしめていたクリフォードの手を解放した。

　それが合図になった。離れたクリフォードが後ろに下がる。

　金色の仮面を外し、私は頭を下げている彼に向き直った。

「『主』として、命令するわ」

「──は」

「理由は言わない。わたくし、これから大泣きするから、胸を貸しなさい、クリフォード」

　クリフォードが顔を上げた。

　濃い青い瞳に浮かんでいるのは何だろう。困こん惑わく？　戸と惑まどい？

　もう充じゆう分ぶんみっともないところを見せているから、命令を下しているくせに様になっていないのは承知の上。泣きはらした顔で堂々とクリフォードを見上げる。

　見上げていた時間は、長く感じた。

「…………」

　ふっとクリフォードが小さな笑みを見せた。

「どうぞ。殿下」

　両手が私に向かって広げられる。

　クリフォードに勢いよく抱きついて、私はそこで思いっきり泣き出した。

　十六年前に押し込めてしまったものを、ぜんぶ涙で洗い流せば、逃げ出さずにいられる。でも、たぶん、一人で泣いても駄目なんだと思った。……クリフォードは、いい迷惑だろうけど。

　私の好きにさせてくれていたクリフォードの手が、ふと私の頭に載のった。

　撫なでられて、ピクリと反応してしまう。そのせいか、すぐに手は離れた。

　──不器用で、慣れていない手つき。

　揺れる、馬車の中。これって……準舞踏会に行く途と中ちゆうの、あの夢の？

　クリフォードの顔を見る。クリフォードは自分の右手を眺めていた。すぐに視線が向けられる。

「……申し訳ありません。余計なことを」

「いいえ。そうじゃないの。少し、驚おどろいただけよ」

　再び顔を伏せる。

　あのときも、クリフォードだったの？　って。そう尋たずねることは、できなかった。

　そのかわり、さっきより強く、クリフォードに抱きついた。

　──私が、心の内を明かせる人。みっともないところを見せているクリフォードなら、いつか、話せるのかな。

　いまは、こうして側にいてもらうだけで、精せい一いつ杯ぱいだけど。

　泣き続ける私の頭に、しばらくして、クリフォードが躊躇ためらいがちに手を置いた。どこか不器用な手つきで撫でる。今度は私も変に反応したりしなかった。

　私が反応して、クリフォードが撫でるのを止めてしまうのが、嫌だった。





31







　どれくらい経っただろう。きっと整えてもらった化け粧しようはぐちゃぐちゃで、目は真っ赤だよね。だけど──ある瞬間に、もう大丈夫だって感じた。

　──ルストと会っても、私は怖じ気づかない。

　借りっぱなしだったクリフォードの胸を、本人に返す。

　いまさらながらに恥ずかしくなってきて、泣くために外した金色の仮面を、着けた。

　十六年、溜め込んでいた分。

　思う存分泣いたから、自分を哀あわれむのも、逃げるのも、終わり。発散は、できた。

　空元気じゃなくて、前向きにね！

　でも、逃にげ道みちを作っておくと、クソ忌々しい記憶を封印したときみたいに目を背けてしまいそうだから、私はクリフォードに宣言した。

「わたくしは、目的を遂とげるまで、もう泣かないわ。クリフォード。それをあなたも覚えていて」

　次は嬉し泣きにしてみせる。

　うん。大泣きした後だから、格好つかないけど。

「──は。我わが『主しゆ』。しかと」

　答えたクリフォードへ、自然と、いつもみたいに、笑うことができた。







　泣いてスッキリ！　さあ、仕切り直し！　ルストに会うぞ！

　──と決意したものの、部屋備え付けの鏡台で自分の顔を見て、私は愕がく然ぜんとした。

　厳しい現実に直面することとなった。

　泣きはらしたことが一いち目もく瞭りよう然ぜんの顔……！　うん。想像していたよりひどかった。

　ルストに会う以前に、会場に戻れそうもない。

　化粧直し！　再武装をしなければ！

　王城だったらサーシャたちに頼むところ──ここは『天空の楽園』。

　諸もろ々もろの理由からお気に入りの侍女を連れてくる女性客もいるものの、大半の招待客は会場側を頼る。

　準舞踏会内の密ひそやかなる戦いがエスカレートし、手が滑すべって服や顔に飲み物バシャーン！　ドレスのレースがビリビリ、なんてことはままあること。化粧直しから、ドレスの染み抜き、破れの補修などなど、会場側も慣れたもの。

　しかも、焦らず騒がず口こう外がいせず、の三箇条で対応してくれる。使用人の口から事情が漏れたりしたら信用問題になって商売あがったり。会場を借りる人間だって減るもんね！

　これらのサービスをあえて利用するのは、身分が高い人間でもそう。

　全体的なことを決め、指示を出しているのは主しゆ催さい者しやだから、あなたの手腕に期待していますよ、という意思表示にもなる。

　今回、私の化粧直しを手伝ってくれているのは女性の使用人数名。

　──呼んだのが私だと知って、さすがにびっくりしたみたいだったけど。ついでに、私が明らかに泣いた後だったことも。彼女たちの顔色が変わったのはほんの一瞬だった。事情は一切問わず、親身になって再武装に協力してくれた。

　……ただ、親身になってくれすぎて、クリフォードも護衛の騎士の制服から着替えることになってしまった。

　私、さすがに他ひ人と様さまの制服で鼻をかんだりはしなかった……と思うんだけど。た、たぶん！　は、鼻水は出た！　だって生身の人間だもの！　美しく泣くって無理！　が、鼻水はついていないとして、厚めとはいえ、涙という水分を含んだ生地は、見る人が見れば見過ごせない違和感を醸かもし出だすもの。身だしなみを整えるのを職にしているならなおさら。

　もちろん、会場側の女性使用人が見逃すはずがなかった。

　準舞踏会では、見た目が超大事。招待客本人はもちろん、それに付き従う人間も。

　クリフォードの制服を乾かす──にしても、扇せん風ぷう機きや乾かん燥そう機きはこの世界にはない。

　最初、私の化粧直し中の護衛任務がおろそかになると難なん色しよくを示したクリフォードだったけど、もちろん女性使用人の皆さんに武器を隠し持っているような人はいなかったこともあって、着替えることを了承してくれた。

　クリフォードは別室にいて、この部屋の外には一時的に会場側の警備が立っている。

　泣くのに胸を借りたはいいけれど、その後のことが抜け落ちていた。余計な手間をかけさせて、ごめんクリフォード。ふがいなさからついつい姿見を睨にらんでいると、

「申し訳ございません……」

　私の髪を編み直していた女性使用人に突然謝られてしまった。

「どうしたの？　わたくしが感謝こそすれ、謝られることなど何もないと思うけれど」

「王城の侍女様たちが作られた殿下の髪型ですが……再現が難しく……。私たちの腕では、近づけることはできても形が変わってしまうと思われます」

　私の泣き顔にはほとんど動じなかったのに、ものすごく困った、という顔。

「……そうなのね」

　肝かん心じんの泣きはらした目なんかは、冷やして化粧を施ほどこしてもらって、ほぼ完成形。せっかくだから、髪もお直ししましょうかってことで、私もほいほい頼んだんだけど。

　王城勤めの侍女たちのレベルって高いんだなあって納得。いや、こちらの女性使用人もプロなんだけど、プロでも読み違えることはある！

「ならば、仕方ないわ。頼んだのはわたくしだもの。あなたたちの良いように仕上げてちょうだい」

「殿下……はい！」

　ほっとしたようなのもつかの間、今度は彼女は思し案あん顔がおになった。

「もともとの髪型と遜そん色しよくないように仕上げるとしますと……編み込みだけでは……。新たに装飾品で彩いろどりを加えられると良いと思います。殿下が宜しければ、最高級のものをこちらでご用意しますが……」

　髪用の装飾品……。

　ふっと頭に思い浮かんだことが、そのまま口から出ていた。

「花を飾るのは、どうかしら」

「……花、でございますか？」

　うん。突とつ拍ぴよう子しもない提案だって、自覚はある。

　髪に花を飾る、というのは一般的に庶しよ民みんが行うこと。仮に貴族の女性がそうすることがあっても、内うち輪わでのみ許されること。公の場では頭に飾ったりしない。

　王女なら当然、高価な装飾品を着けてしかるべき。

　でも……昨日、クリフォードにリーシュランの花を挿さしてもらったとき、懐なつかしかった。髪に花を飾るって。前世、麻紀だった私の周囲で流は行やったことがあって、お姉ちゃんとお揃いにしたりして、むしろちょっとしたお洒しや落れだった。

　今朝、花瓶に活けたリーシュランを見て、花飾りを着けて準舞踏会に行きたいってマチルダたちに言いそうになったほど。

　それを止めたのは──準舞踏会という場に着けていくのは、王女として相応しくないと思ったから。でも、それなら『黒扇』は？　あれだってエスフィアの常識からは逸いつ脱だつしているのに、私は持ってきた。

　なのに、どうして花飾りだけ自分でブレーキをかけてしまったのか。

　いまは、理由がわかったような気がする。

　クソ忌々しい記憶。前世での死を、私が受け入れられていなかったから。

　前世を思わせるものでも、何が良くて何が駄目なのか。その境界は自分でも曖あい昧まいで、頭に花を飾るのは、私にとって後こう者しやだった。

　だけどもう、ブレーキをかける必要はない。気き負おいなく、言える。

　あの懐かしい場所には戻れなくても、麻紀だったから、私がいる。

「ええ。花よ。わたくし、一度髪に花飾りを着けてみたかったの。花は……そうね」

　──もちろん、あの白い花を。

「リーシュランはどうかしら？　こちらの庭園にも咲いているはずだわ。あの花ならば、高価な装飾品にも負けないのではなくて？」











『オンガルヌの使者』が見る世界・４






「護ご衛えいの騎き士し様。本当に、お手伝いをさせていただかなくとも宜よろしいのですか？」

「はい。着き替がえならば一人で充じゆう分ぶんです。手伝いをなさるのならどうぞ殿でん下かのもとに」

　女性使用人の申し出を断り、クリフォードは差し出された新しい衣服を受け取った。王族の護衛用に会場側が常備しているものだ。

　使用人が辞去したのを確認して、乱雑に首元を緩ゆるめる。

　──煩わずらわしい。

　場所が異なれば常識も変わる。多少服が濡ぬれた程度でわざわざ着替える。

　それが王おう侯こう貴族の世界といえばそれまでだが、少し前まで自分が身を置いていた世界との落差には冷れい笑しようすら出てこない。

　地に捨て置かれ、虫の湧わいた死体の腐ふ臭しゆうが辺りに充じゆう満まんし、武器には血と脂あぶらが付着している。衣服は返り血に染まり、気づけば汚よごれている。戦場では潔けつ癖ぺきでいては摩ま耗もうするばかりだ。いっそ愚ぐ鈍どんであったほうがいい。

　場所だけではない。時も、経過すれば──同じものの姿を、驚おどろくほど変える。

　このきらびやかな建物自体がそうだ。

　クリフォードが着替えのために足を踏ふみ入いれた部屋もまた、細部まで手入れが行き届いていた。明るい内装や厳選された調度品は、陰いん惨さんさのかけらすらない。『天てん空くうの楽らく園えん』という名のもと、準じゆん舞ぶ踏とう会かいの会場として日々華はなやいでいる証しよう拠こだ。

　晩年まで固こ執しつし続け、死期を悟さとったウス王が家臣に下さげ渡わたし、月日を経て開放されるようなった、元は王家所有の地。

　ここが権力者たちに好まれるのは、歴史ある建造物としても有名だからだ。

　──だが、この建物こそ、ウス王と共にアルダートン伯はく爵しやく家けが中心となって起こした弑しい逆ぎやくの現場なのだ。惨さん劇げきの記き憶おくは、忘れ去られているが。

　覚えている者がいなければ、過去など、無きに等しい。──その真実も。

　上着を脱ぬぎ、クリフォードは渡された衣服を一いち瞥べつした。

　金色の飾かざりと釦ボタンがついた、白い制服だ。儀ぎ礼れい装そうの意味合いが強いものだろう。戦うことはほとんど想定されていない。でなければ白など使わない。良くも悪くも目立ちすぎる。

　それにしても──『従じゆう』が白を纏まとうとは。

　何とも道どう化けめいている。

　乾かわいた笑いがクリフォードの口元に浮かんだ。

　──動けさえすればいいが。

　手早く着替えると、最後に、仕し込こんでいた予備の武器を慎しん重ちように装備し直す。

　右手に持った、冷えた短たん剣けんの重みが定位置に消え、ふとクリフォードは己おのれの手を顔の前に持ってきた。

　先ほどの出来事が想起され、据すわりが悪いような心地ここちに襲おそわれる。

　──自分は、何な故ぜあんなことをしたのか。

「……命令だから、か」

　呟つぶやく。

『もし、わたくしが涙なみだを流すようなことがあれば、周囲に知られないよう、隠かくして欲ほしいわ』

『主しゆ』が『従』に下したにしては、いっそままごとのような。

　オクタヴィアが泣いているのを見──確かに自分は命令通りにした。

　だが、方法として最適だったとはいえない。……その前からあった、不可解な心の動きが影えい響きようを及およぼした。

　部屋の外での待機を言い渡す直前、オクタヴィアは近づいたクリフォードから、後ずさった。それを、不ふ愉ゆ快かいに思った。逃げるな、と。

　オクタヴィアの様子がおかしかったとはいえ──振り返る必要も、なかった。

　そのまま退出すべきだった。そうしていれば、クリフォードが『主』の涙を目もく撃げきすることもなく、オクタヴィアは一人で泣いたはずだ。

「…………」

　右手の掌てのひらを、凝ぎよう視しする。

　柔やわらかな銀ぎん髪ぱつの感かん触しよくがいまだに手に残っているかのようだった。

　弱さと、頼たよりなさが。

　オクタヴィアの頭を撫なでたのは、まぎれもなく自分の行動だったというのに、何故なのか、説明がつけられない。

　一度目は、オクタヴィアが馬車の中で眠ねむったときだ。魘うなされているのを見──起こさず、頭に手を載のせ、撫でた。……彼女が穏おだやかな眠りに落ちるまで。

　縋すがるように服を握にぎりしめられ、浮かんだ感情は何だったのか。

　オクタヴィアは夢だと思っているようだった。それで良かった。訂てい正せいする必要はない。自分でも理解できない行動だったからだ。

　一度だけのことだ。次はない。そう区切りをつけた。

　しかし、つい先ほど、早々に二度目が訪おとずれた。

　大泣きをする、と宣言し、オクタヴィアがクリフォードへ抱だきついてきたとき。

　──おそらく、無意識だった。

　オクタヴィアが、涙で濡れた顔を弾はじかれたように上げ、ようやく己が何をしたか自覚した。手を離し、右手を、いまのように眺ながめた。

　そして再び顔を伏ふせたオクタヴィアの頭を、その後も撫で続けた。

「……それが」

　それが、望まれているような気がした、からか？

『従』として『主』に添そう。本来、『従』ならば呼吸をするかのように実行すること。しかし『クリフォード』という『従』にとっては、無む縁えんだったことだ。装よそおうことはできても。

　これも、己の意思で『主』を選んだ弊へい害がいか。

　右手の掌で、ぐっと拳こぶしを作る。

　不可解な余よ韻いんは、それで完全に消きえ失うせた。







　着替えのために借りた空き部屋を出、オクタヴィアの元へ赴おもむく。廊ろう下かに立っていた警けい備びと入れ代わり、しばらくそこで待機したクリフォードは、使用人に呼ばれ入室した。

「──失礼いたします」

　迎え入れたのは、髪型を変え、装いを整え直したオクタヴィアと、満足げな顔をした数名の女性使用人たちだ。

　目を腫はらし泣きじゃくっていた第一王女の姿はどこにもなかった。『黒こく扇せん』を広げ、何事もなかったかのように、佇たたずんでいる。このオクタヴィアを見て、泣いていたことを想像する者はいないだろう。

　クリフォードと視線が合うと、オクタヴィアは水色の瞳ひとみを見開いた。

「お呼びとのことで参りました」

「ええ……。ごめんなさい。クリフォードが、護衛の騎士の制服以外を着ているのははじめて目にしたものだから。白い制服なのね」

「はい。用意していただきました」

　気まずそうな表情がオクタヴィアの面おもてに浮かんだ。何事か言いかけたが、この場で口にするのは止めたようだ。かわりに、微笑ほほえむと、一歩、クリフォードに近づいた。

「後は髪に飾りを着けるだけなのだけれど、どうかしら。それを着けたら中へ戻るつもりだから、クリフォードの意見も訊ききたくて」

　泣き顔を隠せているか、という意味だろう。

「……問題ないかと」

「……本当に？」

「はい」

「けれど、何だか少し不満そうだわ」

「そのようなことはありませんが」

　──泣いていたオクタヴィアと、隙すきなく装ったオクタヴィア。後者のほうが正しい姿だ。しかし、前者を、惜おしいと思った感情の動きも、己の内にあった。

　不ふ可か解かいさを感じながらオクタヴィアを見るも、答えは得られない。と、誰かが走ってくる気配を感じ、クリフォードの注意はそちらへ向かった。

　廊下側から、扉が控えめに叩かれる。許可を得、入室したのは一人の女性使用人だった。

　その動きと共に、香りが室内に漂ただよう。

　白い花はな弁びら──リーシュランの花で作られた飾りを彼女は持っていた。

「殿下。御お髪ぐしに着ける髪飾りのご用意ができました」

　オクタヴィアが微笑む。

「ありがとう」

「──ですが、その……殿下。本当に、花を髪にお飾りになられるのですか」

　満足げな顔をしていたはずの女性使用人のうちの一人が、不安と心配の入り交じった様子で問いを口にする。

　公の場で、階級の高い女性が髪に花を飾ることはないからだ。──その上、リーシュランだ。美しさと毒の両方を併あわせ持つ花。地じ獄ごくの最さい果はてに咲くといわれる花。

　しかし、オクタヴィアに迷いは見られない。

「ええ。もちろんよ。リーシュランの花は、花飾りに向いていると思うわ。それを飾ればわたくしの仕し度たくも完成ね。──お願いするわ」

　花飾りを手にした女性使用人が頷く。

「騎士様。こちらをどうぞ」

　そして、笑顔でそれをクリフォードに差し出した。

「……まぁ、何故、クリフォードに？」

　思いも寄らなかったのはオクタヴィアも同じなのだろう。疑問が飛ぶ。

「花飾りは、男性の手で女性の髪へ、と。そうすると幸運に恵まれるといわれております。庶しよ民みんの間ではそうなのですが……。申し訳ございません。殿下を同列に扱あつかうなど、誤りでした」

「いいえ、そうなのね。教えてくれてありがとう。……クリフォード？　あなたはわたくしに幸運を運ぶ役目を担になってくれるかしら？」

「私が運ぶのが、幸運であれば良いのですが」

　女性使用人から差し出された花飾りを、受け取る。

　瑞みず々みずしい二輪のリーシュランの花で作られたものだった。

　オクタヴィアへ近づく。今度は、オクタヴィアが後ずさるようなことはない。

　柔らかな銀髪には触れずに、花飾りを着ける。

「……いい香りね」

　オクタヴィアが目を閉じ、笑みを浮かべた。

　懐なつかしむように、昨日、王城の小さな庭園で浮かべたそれと同質の。

　あのときは『黒扇』を開き断ち切ったかのようだった笑みは、しばらく浮かんだまま、自然と消えていった。

　──オンガンヌ地獄の使者と呼ばれる己を従え、黒と赤のドレスを身に纏まとい、リーシュランの花で髪を飾り、『黒扇』を持つ。

　泣いていたときのような弱々しさはない。それでいて、死の女神さながらの姿だというのに、寂しげに見える。

　手を伸ばしかけた己に気づき、クリフォードは眉を顰ひそめた。

「さあ、これでわたくしにも幸運が舞い降りたということね？」

　目を開けたオクタヴィアが、深呼吸した。

「準舞踏会へ、戻るわ」

　告げる。瞳に力強い色が宿った。

「会場の、どちらへ参りますか？」

「──饗きよう宴えんの間へ」

　決意を滲にじませ、オクタヴィアが答えた。

　オクタヴィアは、饗宴の間で踊おどっていた男が仮面を外した瞬しゆん間かん、顔色を変えた。

　何故あれほど動どう揺ようしていたか。この『主』ははっきりとは言げん及きゆうしなかったが。

「……一いつ緒しよに、来てくれるかしら」

　決意が薄うすれたわけではないだろう。にもかかわらず、そんな風に言葉が付け足された。

　護衛の騎士であるクリフォードは、王女であるオクタヴィアに付き従う。

『従』としても、『主』であるこの少女に。

　わかりきっていることを、わざわざ口にする必要はない。

　だが。

「殿下が望まぬ限り、私が殿下をお一人にすることはありません」

「約束よ」

　──『従』は『主』に噓うそをつくことはない。

　そうクリフォードはオクタヴィアに教えた。

　事実でもある。偽いつわりでもある。

「……はい」

　内心を覆おおい隠かくし、己を見上げる『主』に、クリフォードは頷うなずいた。
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　こんにちは。まめちょろと申します。

『私わたしはご都つ合ごう主しゆ義ぎな解かい決けつ担たん当とうの王おう女じよである ２』を手にとっていただきありがとうございます。何とか無事二巻でお会いできて嬉しい限りです。

　一巻が出た時点では、二巻の予定は神のみぞ知る、という状態だったので、こうしてまたあとがきを書けたのはひとえに読者の方々のおかげです。




　そういえばこれ、もともとは短編で書こうとしていたんだよなあ、と思い返すと感かん慨がい深ぶかいです。出だしはまったく同じで、ＢＬファンタジーな世界に生まれた王女が兄とその恋人（男）のキスシーンを目撃し、一巻と似たような経緯で噓うその啖たん呵かを切り、しかし短編の場合は即効で偽の恋人を見み繕つくろい、相手も乗ってくれて本人もびっくりの「えっ？」という内容でした。そして本当の恋愛になりそうな感じが漂ただよいつつ、めでたしめでたし。完。

　ここから先のことも想像していったら話がどんどん膨ふくらみ、別口で考えていた転生ものとピッタリはまり、さらに好きな要素を詰め込んで「これもあれもそれも入れてじっくり書くなら、短編じゃなくて確実に長編だな！」と本作は長編へと進化しました。

　登場人物や設定も短編時とは大きく違ったものになり、その場で偽の恋人をオクタヴィアがゲットすることも残念ながら不可能になった次第です。

　そんなわけで、オクタヴィアは二巻で偽の恋人を探し求めて準舞踏会へ赴おもむきます。

　今巻で判明するクソ忌いま々いましい記憶の青年と麻ま紀きのやり取りは、一巻の夕食会辺りまでしか話が進んでいなかったとき、突然書きたくなって先にガーッとできました。

　ただし、そこにたどり着くまでのあれこれはまだ全然文字になっていなかったため、出番が来るまで寝かせて熟じゆく成せいされていました。

　そういう先取りシーンはすらすら書け、キーを叩く速度が段違いになります。結局はかなり修正するんですが、これがいつでも発はつ揮きできれば……！

　さて、私の願望はともかく、今回も素敵な表紙を藤ふじ先生が描いてくださっています。

　準舞踏会用のドレスを着て、『黒こく扇せん』を広げた今巻ラストバージョン姿のオクタヴィアに、ひゃっほう！　と叫びたくなりました。これぞ王女様。後方で剣に手を掛けているクリフォードや、仮面を被かぶった謎なぞの男、もといルストも雰囲気たっぷりです。




　最後に、二巻に入れるのがどうにも難しく、カットされた兵士ガイ視点でのアレクシスの旅立ちまでの一幕がＷｅｂ版にあるので、文庫から本作を知ってくださった方はよければそちらも併あわせてお楽しみください。

　三巻でお会いできることを祈りつつ。
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３月12日生まれ。東京都在住。福島県出身。

でっかい猫とゲームと海外ドラマが好きです。

海外ドラマは主に定額制の動画配信サービスで視聴していますが、見たいものが多すぎて時間が足りなくなります。
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●お問い合わせ
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※内容によっては、お答えできない場合があります。
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